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　口に出しては言わなかったが、渡わた琉るは昔から弟か妹が欲しいと思ってきた。

　弟なら、同じ男として友達のような関係になれたに違いない。

　サッカーを一緒にやったり、ゲームの対戦ができたはず。でも弟の方が慣れなくて負けばかりになるところを、そこは兄として勝ちをわざと譲ってやるのだ。

　好きな子ができたら、告白の作戦を一緒に練ってやっただろう。母親には見せられないちょっぴりエッチな漫マン画ガも二人で貸し借りできたはず。

　妹だと少し違う。

　どこへ行くのも手を引いて、変な奴に目をつけられないように、守ってやる。ちょっぴり引っ込み思じ案あんで、いつも兄の後ろに隠れている妹だ。

　お兄ちゃんあのね……と大きな目を伏せて気き恥はずかしそうに頼まれたら、なんだって聞いてやったに違いない。

　そうやっていもしない弟や妹のことを想像したこともあった。

　今、弟きよう妹だいとは違うが、それらしい二人を左右に連れている。

　見た目は九歳程度の美少年と美少女だ。

　念願の弟と妹ができたのだと思うようにはしているものの、問題はこの二人が普通の人間ではないことだ。

　今、両親は客船でグアムへの旅に出かけている。父親のクライアントを接待するためのものらしい。本来は別の担当者の仕事だったらしいが、その人が盲もう腸ちようで入院したことと、顧客が父のもと担当だったこともあり、父が引き受けることになったのだ。

　もっとも半分は海上のリゾートを堪たん能のうする客船の旅ということもあり、なら奥様も……というわけで二人とも今、海の上で優ゆう雅がな気分を味わいながら、グアムに向かっている。

　渡琉は冬休みが明けてすでに学校が始まっているために日本で留守番だ。

　そのためローズや銀ぎん星せいの面倒も渡琉が見ていて、休日の今日、遊びに連れていけとうるさい二人を連れて街に出て、クタクタになって戻ってきた。

「渡琉、あれはなんじゃ」

　帰宅のための電車を待っていると、右側で手を繫つないでいるローズが、ホームの真ん中にある建物を指さした。

　どこにでもある駅中の売店だ。

　カラフルな雑誌や、何種類もある新聞が足元近くに並べられている。

　カウンターに近い上部には、色とりどりの菓か子し箱ばこが並んでいた。中に見える二人のおばさんは、せわしなく会計をして、商品を客に手渡している。

　来る時のホームにはなかったからか、ローズには物珍しいのだろう。が、家を出てからずっとこの調子で質問をされている渡琉は、ひっきりなしに投げかけられる質問に、疲れていた。とはいえ答えてやらないと、ずっと同じ質問を繰り返す。

「売店だよ」

　ローズの方を見ることなく渡琉がぶっきらぼうに答えた。

「売店とはなんじゃ」

　並べられた新聞や菓子などをローズは相変わらず不思議そうに眺ながめている。

　ローズの髪はピンク色をしていた。光こう沢たくのある髪は非常に長くて膝ひざまであり、毛先がクルクルっとカールしている。輪りん郭かくは気の強さを示すように、逆三角形をしていて顎あごがやや尖とがっている。小さな顔立ちにしては大きな目。それは南国の海のように澄すんだ青い色をしていて、たっぷりの睫まつげが目力をアップしていた。

　服装もおとぎの国から出てきたような格かつ好こうをしている。

　ヴィクトリアン調の姫袖シャツに、フリルがたっぷりついたミニスカート。編み上げのブーツは細い足を強調している。そしてひときわ目につくのは、左の中指にはまっている赤い石のついた指輪だ。

　ひまわりを象かたどったポシェットを斜ななめがけにしていて、渡琉と繫いでいない方の手には可か愛わいらしいウサギのぬいぐるみを持っている。最近のローズのお気に入りで、どこに行く時も手から離さないようだ。

「いろいろ売ってるんだよ」

　実はローズは天界からやってきた少女だ。人間界に下りるのは初めてだから目に入るものすべてが新鮮で、興味を引くのだろう。

　それは理解しているつもりだったが、こうも質問攻めに遭うとは思わなかった。

「いろいろとはなんじゃ」

「新聞とかお菓子とか……だから店頭に置いてあるのは全部売りもんだっての」

「わらわは高貴な身分ぞ。そんなわらわの疑問に対し、おんしの口の利きき方かたはなっておらんえ。本来なら鞭むち打うちの刑じゃ。わらわが広い心の持ち主でよかったの」

　ローズはいつもこの調子で、傲ごう慢まんな口調で腹立たしいことばかり言う。

　だいたい、自分がついてきたかったにもかかわらず「おんしがついてきてほしいと思うておるから、わらわは同行してやる。感謝するのじゃ」というのだから、始末が悪い。

　素直に一緒に行きたいと言ってくれたらまだ可愛げもあるのだが、ローズは終始驕おごり高ぶった態度だ。

「あ～、そうだな」

「渡琉、あれは何かのう」

　今度はローズとは逆の左手で摑つかんでいる銀星が、ホームの向こう側に見える建物を指す。

　駅と平行に走る道路に沿って様々な店が建ち並んでいるのだ。銀星が興味を示した建物もそのうちの一つだった。

「どれだよ」

「オレンジ色の屋根に白い壁の建物じゃ」

　銀星のいう建物は右斜め向かいに見えた。平ひら屋やの長細い建物で、ステンドグラスの飾り窓が可愛らしい。道路に面した看板には大きなケーキの絵が描かれている。

「看板を見てわかるだろ。ケーキ屋だ」

　早く電車が来ないかと渡琉は白く光る線路を目で追った。一つ向こうの駅が小さく見えるものの電車の姿はまだ遙はるか遠く、僅わずかも見えない。

「ケーキは好きじゃ。苺イチゴのがいいの。あっ、あれはなんじゃ」

　ケーキ屋の隣に広場があり、そこに車体にカラフルな絵が描かれたワゴン車が停まっていた。後部のドアが開いていて、接客のための細長いカウンターが作られている。車の脇わきには、ここからでは文字は読めないが、クレープの絵とメニューが書かれた木製の案内板が置かれていた。

「クレープ屋だな」

「クレープとはなんじゃ？　どういう食い物なんじゃ？　美う味まいのか？」

　銀星はクレープを知らなかったようで、大きな目を輝かせて聞いてくる。

「そうだなあ……ホットケーキに似た薄生地に、フルーツとかアイスとか載せて巻いたものだって言えば近いかな」

「……食ったことないのう」

　物欲しそうな表情の銀星は今にも涎よだれを垂たらしそうだ。

　銀星はローズより先に天界から人間界にやってきた。

　普段は銀色の毛を持つ大きな猫の姿をしている。だが今日は渡琉と一緒に出かけるために美少年の姿をしていた。

　フリルのたっぷりついたブラウスに、ピッタリしたパンツ、膝まである編み上げのブーツはすらりと細い。

　柔らかでウエーブの掛かった銀髪に、やや目尻の上がったキリリとした目。細い眉まゆは弓なりで、小さな唇は薄く色づいている。とはいえどれほどその姿が可愛らしくても、中身は食い意地のはった、ただのじじいだ。

「また今度な」

　銀星の目的は人間界で美味いものを食べることらしい。

「じじいは食い気ばかりで、うんざりじゃ」

　ローズは呆あきれたように言う。

「わしのような者をこの世界ではグルメと言うんじゃ。グルメはこの世界で認知されとる立派な趣味じゃぞ。しかも職業にしておる人間もおる。じゃがローズ。お前さんはなんじゃ。子供みたいに、あれなんじゃ、これなんじゃと、わしはうんざりじゃぞ」

　どっちもどっちなのだが、二人とも自分の正当性を争っている。

　質問をされるのも頭が痛いが、挟まれて言い合いをされることにもげんなりだ。
















「俺を挟んで言い合いすんな」

「やはり渡琉は下界のサルじゃえ。おんしはそれじゃから、学校の成績も芳かんばしくないのじゃな。興味を持つことから学びは始まるというに」

　小学生にしか見えない少女に偉えらそうに諭さとされ腹立たしく感じても、そこはたえる。

「ほっとけ」

「クレープじゃっ！　クレープじゃったら、クレープじゃっ！　わしはあれが食いたいぞ」

　食い気だけの銀星が、繫いでいる手を左右に大きく振って、ごねる。

「今度だって言ってるだろ」

　周囲の通行人からは仲のいい兄弟だなあ……と微笑ほほえましい視線が向けられたが、食い意地の張ったじじいが、どれほど可愛く訴えても、渡琉の心は動かされない。

「なあ……ちょっと黙っててくれよ」

　それでなくても二人は人目を引くのだ。

　だが、渡琉は容姿も平へい凡ぼんで特に目立つところはない。

　茶色の髪に茶色の瞳。健康そうな肌の色は白くはない。太ってもいないし瘦やせてもいない、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。少し股また下したが長いので、ジーンズを穿はくと足が長く見えるが、そんな人間はごまんといるので誰も振り返ったりしない。

　白のシャツに、黒のジャケット。ジーンズは穿き慣れたものだし、スニーカーはナイキだ。

　そんな、人混みに紛まぎれてしまうはずの渡琉が、左右にいるローズと銀星のおかげで、今日はどこへ行っても注目の的だ。

　ここまでにアイドルやモデルのスカウトと称する三人の怪しい人間から声をかけられたし、渡琉抜きの写メールも撮られた。中には堂々と渡琉達の行ゆく手てを遮さえぎり、二人の写真を撮ろうとした人間もいて、本気で困った。

　もう二度とこいつらを連れて出かけない。

　渡琉が欲しかった弟は、食い意地くらいは張っていてもいいが、中身はじじいではないし、猫にも変身しない。

　渡琉が欲しかった妹は、「お兄ちゃん、大好き」と言って可愛く甘えてくれる子であって、ローズのように人を見下したものの言い方はしないし、間違っても兄を下界のサルとは言わない。

「あの赤いボタンはなんじゃ……」

　と言って、柱に設置された緊急停車用のボタンに触ろうと手を伸ばすローズを引っ張る。

「腹が減ったのう……」

　そう言って線路に下りようとする銀星を引っ張る。

　こうやって手を繫いでいないと二人とも好き勝手に行動するため、仕方なしに渡琉は捕まえているのだ。

　決して周囲が思うような微笑ましい姿ではない。

「お前らな、少しくらいじっとしてろよ」

　渡琉がそう言うのと同時に、ホームに悲鳴が響き渡った。

　悲鳴の原因を確かめる前に渡琉はローズから手を離し、懐かい中ちゆう時計のボタンを押して、世界の時を止めた。

　駅向こうの道路を走る車は写真に撮られたように停止し、頰ほおを撫なでていた風はピタリとやみ、ザワザワと葉を擦こすり合わせていた木々も沈黙する。空を飛ぶハトは翼を広げたまま宙に浮かび、餌えさを探してホームを歩いていたハトも首を高く上げたまま、電車を待つ人々も蠟ろう人にん形ぎようのように硬直していた。

「どうしたんじゃ？」

　銀星は不思議そうにこちらを見る。

「悲鳴が聞こえたから時間を止めたんだ。理由を確かめてから止めると間に合わないこともあるからさ」

　渡琉は十六歳の誕生日に、とあるアンティークショップで金の懐中時計を手に入れた。

　今も肌身離さず身に着けている懐中時計は、信じられないことに時間を操あやつることができるのだ。竜りゆう頭ずを一度押すと十二時間、二度続けて押すと、二十四時間時間が戻る。針を巻き戻して竜頭を押すと、細かく時間を戻すこともできた。

　ただし、時間を戻すと寿命が一カ月減るらしいが、今のところそれを確かめる手はない。

　同じ時間を繰り返して体験できるのは一度だけ。ただ、二度は戻せないが、時間を止めることは何度でもできた。

　だが、時間を操るのにこの金の懐中時計はそれほど重要ではないらしく、渡琉の中にある魂たましいが問題だった。

　渡琉の魂は、天界の十二神の一人である、時を司つかさどる神ルシアスのものだから、時間を操作できるというのだ。

「誰がどうして叫んだんだよ……」

　ホームにいる数人が声のする方を向いている。その視線を追ってみると、向かいのホームに入ってきた電車の前に、濃い緑のジャケットに水色のワンピースを着た少女が浮かんでいるのが見えた。

　飛び込んだのか、それとも足を踏ふみ外はずしたのかわからない。だが、このまま止めた時間を進めたら、少女は電車に撥はねられて大おお怪け我がをするか、最悪死んでしまうだろう。

「あれか」

　ホームの端まで近づくと、覗のぞき込こむようにして少女の顔を見る。

　十二、三歳くらいの少女は色白で卵形の顔立ちをしていた。電車が入ってきた時に吹きつけた風のためか肩より少し長い黒髪が乱れている。それでも目や眉尻がやや下がっているからか、この状況で髪は乱れ顔が強こわ張ばっているにもかかわらず、優しげで可愛い印象がある。

「遺書じゃ」

　銀星が少女の背中に飛び乗り、ジャケットのポケットから覗いていた手紙を引っ張り出して、手に取っていた。

「そういうの、勝手に読むなよ」

　渡琉は少女の細い足首を摑んで、ホームの内側に引っ張った。銀星がいまだ少女の背中に乗っているので、重い。

「銀星、下りろよ」

　ようやくホームに横たえることができたが、時間を止めた時点の格好は変えられないから、少女は両手を高く上げて万ばん歳ざいしている姿で横たわっている。遺書もあるし少女にとっては深刻なのだろうが、この姿はかなり滑こつ稽けいだ。

「いずれ等しく死が訪れる人間が、どうして自殺をしようとするのか、わからんの」

　銀星はホームへと下りたが、不思議そうな顔で相変わらず遺書を手に持っていた。

「死にたいのならそうさせてやればよかったのじゃ」

　ローズは物珍しそうな目を向けている。

「そういう言い方すんな。きっと辛つらいことがあったんだって」

　天界から来た彼らには命の限りがないからか、どうも死に対して軽々しく口にする。

　彼らには悪気などないのだろうが、人間の渡琉にとっては腹立たしいばかりだ。

「学校で苛いじめられてもうたえられません。お母さん、お父さん、ごめんなさい……じゃと」

　読むなと言うのに銀星は勝手に声を上げて読んだ。

　では少女は足を滑すべらせたわけではなく、自ら命を絶たとうとしたのだろう。

「みなサル共のくせに、そのようなくだらぬ知恵は一人前にもっておるのかえ。驚きじゃ」

「弱い者苛めは知恵じゃねえよ」

　渡琉の親友である則のり義よしも、今はもうなくなったが、小柄で引っ込み思案の性格から苛められやすかったようだ。当時則義は、学校に行くのが嫌で、行く当てもないのにどこか誰も知らない場所へ逃亡する夢ばかり見ていたらしい。

「そうじゃと、助けたところでまたやるじゃろうな」

　銀星はそう言ったが、深刻な顔はしていない。

　別に大した問題と思っていないのだろう。

「おんしのやったことは無意味じゃえ」

　ローズも銀星と同じ意見のようだ。

　本当に困った奴らだ。

「まだ結果はわからないだろ」

　何か少女に自殺を思いとどまらせる気の利いた言葉でもあればいいのだが、そういうのは苦手だ。

　だいたいこの少女と知り合いでもないのに、いきなり自殺はよくないと話したところで、気味悪がられるだけだろう。

　だからといってなんの話もせずに帰してしまうのも躊躇ためらわれる。

　……何を話したらいいんだよ。

「それでお前さんはどうするつもりじゃ？」

　銀星はホームに横たわる少女を指さす。

「……」

　いまだ万歳をしたまま横たわる少女を見下ろし、ううんと唸うなった。

　かける言葉は見つかっていないが、このままというわけにはいかないだろう。

「とりあえず時間を進めるよ」

　渡琉は何度も頭を搔かきながら、止めた時間を戻すために時計に手をのばす。

　今少女を救ったところで、また同じことをするかもしれない。

　それでも今日ここで少女と出会ったことには、きっと意味があるのだと思いたい。

　渡琉は懐中時計のボタンを押して、止めていた時間をもとに戻した。

　すぐさま人々が動きだし、少女を撥ねるはずだった急行電車は、渡琉の髪やジャケットをはためかせて何事もなく通り過ぎていく。

　横たわっていた少女は何かから身体を守るように両手両脚を縮めて丸くなった。だが、襲おそってくるはずの痛みがないことにようやく気づいたのか、顔を隠していた腕うでをそろそろと解いていく。

「……あっ……あ……あれ？」

　少女は飛び起きると、せわしなく周囲を見回して、自分が飛び込んだはずの電車が通り過ぎていくのを驚きよう愕がくの眼まなこで見つめていた。

「大丈夫か？」

　渡琉が差し出す手を眺めて自分の状況を把は握あくしようとしている。

「……えっ……あ……私……」

「君が体勢を崩して落ちそうになったのを、引き戻したんだよ。怪我はないか？」

　適当に話をつくるしかなかったが、少女は突然眉み間けんに皺しわを寄せ、渡琉の手を払った。

「体勢を崩したんじゃないわ」

　少女は視線を逸そらしたまま、両手でスカートの汚れを払って立ち上がる。

　虚勢を張っていることがわかるように、手が震えていた。そんな少女の気持ちが落ち着くような話題を出せたらいいのだが、渡琉は女の子と話すのはもともと苦手で、どう言えばいいのか言葉に詰まる。

「あ……そうなんだ」

　渡琉はできるだけ事実を知らなかったような声を取り繕つくろった。

　だが、少女はすぐさま背を向けて、渡琉から逃げるように早足で歩きだした。

　渡琉はどうしたものかと、後を追う。

「あのさ、俺は上う手まく言えねえけど、きっと君はここで死んじゃ駄目だったんだよ。何かこの先君は君にしかできないことをしなくちゃならない。だから死ねなかった……とか」

　とかってなんだよ……と、内心自分で自分に突っ込みを入れていると、少女が立ち止まって振り返る。

「何も知らないくせに……私は貴方あなたに感謝なんてしないわ」

「俺の友達が言ってたけど、死にたいと思ったら、その一番苦しい時を我が慢まんするんだってさ。そこを過ぎると不思議と楽になるんだってよ。だいたい何もせずに死ぬなんて負けたみたいで腹が立たねえのか？　お母さんに打ち明けるとかな。せめてむかつく奴らをぼこぼこに殴なぐってやるとか、訴うつたえてやるとかさ。死ぬ前にやれることがいろいろあるだろ。とにかくもう一度考えてみろって」

　渡琉の言葉に少女は白い頰を真っ赤に染めた。けれどそれは照れではなく、見られたくないものを見られた羞しゆう恥ちと怒りだ。

「……見たの？　でも、いつ？　なんで？」

　少女はジャケットのポケットに手を突っ込んで、遺書をギュッと握りしめて動揺している。

「え……あ……」

　正確には渡琉が遺書を見たわけではないのだが、真まっ直すぐ射抜くように見つめられて、言葉を失った。

「最低」

　怒っていたはずの表情は苦痛に歪ゆがみ、黒目がちの瞳に涙がうっすらと浮かぶ。

　確かに死にたかった相手を助けたのだから、感謝をされるとは思わなかった。

　それでも、こんなふうに涙を浮かべられると、こっちは悪くないはずなのになぜか罪悪感に襲われる。

「いや……見たのは俺じゃなくて……あっ……ちょっと待てって。なんでもいいから、もうやるんじゃねえぞっ！」

　突然駆けだした少女は振り返ることなく、改札に繫がる階段へと消えた。

　渡琉もそれ以上追うこともできず、頭を搔きながら銀星を振り返る。

「何を言おうと無意味じゃろうて」

　銀星は少年の姿には不似合いな大人びた声で言った。

「そんなことねえよ。ここで死ねなかったんだ。少しは自分を振り返って考えるはずだぜ。それでいいんだよ。……ほら、今度こそ帰るからな。……で、ローズは……あっ！」

　ローズはあれほど駄目だと言ったのに、緊急停車用のボタンを今度こそ鳴らそうとしている。

　渡琉はもう一度時間を止めてから、ローズを柱から引ひき剝はがした。

「無礼者めっ！　何をするんじゃっ！」

「まったく、油断も隙すきもねえな」

　暴れるローズをホームに下ろし、今度こそ時間を進めようとした渡琉だったが、どこからともなく妙な音が聞こえてきて、顔を上げた。

　ドンドコドコドコドン♪

　ドンドコドコドコドン♪

　ドンドコドコドコ、ドンドコドコドコ、ドンドコドコドコドン♪

「……なんだこの変な音。俺、すっげ～嫌な予感がするんだけど……」

　時間を止めているのにこんなふうにドコドコと音が響くこと自体、おかしい。

　考えられる理由はただ一つ。音を発しているのは人間ではないということだ。

「ううむ。これは、骸がい骨こつタクシーが来るの」

　銀星は鼻の頭に皺を寄せて、目を細めた。

「骸骨タクシー？　なんだそりゃ」

　怪け訝げんな顔をしていると、ホームに骨だけの馬が引く馬車が入ってきた。

　大きな四つの車輪に乗った真っ黒な屋形は非常に精せい巧こうな彫ほりがなされていて、黒光りしていた。

　屋形の前には理科室で見た人間の骨こつ格かく標ひよう本ほんそのままの骸骨が三人いて、真ん中の一人が立って六頭の骨だけの馬を御ぎよしており、左右の二人は座っていた。

　衣服は身に着けておらず、もともとは目のあった部分を渡琉に向けて、三人ともカタカタと歯を鳴らした。

「まいど……と言うておるぞ」

　銀星は渡琉の腕を引っ張って言う。

「……どうも」

　どういう状況なのか摑めず、渡琉は言われるまま挨あい拶さつをしていた。すると一番近くに座っている骸骨が肋ろつ骨こつを一本抜いて、渡琉に差し出してくる。

「そいつは名刺じゃ。骨を吹くとやってくるんじゃよ」

　受け取った骨は真ん中が空くう洞どうになっていて、確かに吹くと音が鳴りそうだ。もっとも鳴らす気はないが。

「……ちなみにこれに乗ったら代金は何で支払うんだ？」

「いろいろあるがのう……この豪ごう華かな馬車のタイプじゃとお前さんには支払えんじゃろうな。骸骨の引き車じゃと、魔界まで一日分の生気で行けるじゃろうて」

　いやな代金だった。

「おおっ！　わらわは初めて見るえ。骸骨じゃ。骸骨の馬車じゃっ！」

　ローズは嬉き々きとして馬の背に飛び乗ると、骸骨の頭を叩いたり、腕の骨を突いたりと、迷惑この上ない行為に及んでいた。

　だがきちんと教育されているのか、骸骨達は微動だにしない。

「ローズ、よせよ。……つうか、なにこれ？　天界の乗り物とは思えねえんだけど」

「魔界の高貴な者が使う馬車じゃよ」

　銀星がそう言うのと同時に、馬車のドアが開いて、一人の少年がホームに飛び降りてきた。

「もう帰っていいぞ」

　少年がそう言うと骸骨たちは深々と一礼し、来た時と同じようにドコドコと妙な音を立てて、空へと昇のぼって消えた。

　骸骨の馬車が消えてしまうと、渡琉は再度目の前に立っている少年に視線を戻した。

　オレンジ色の髪、黄金の瞳、褐かつ色しよくの肌。眉尻や目尻が上がっているが瞳が意外に大きく白目が少ないため、きつい印象が不思議と和やわらいで見える。

　見た目の年齢は渡琉と同じくらいだが、身長は向こうの方が高い。

　あちこち破れたようにみえる黒のタンクトップに、ピッタリしたパンツ。黒のジャケットにはジャラジャラと鎖くさりがついていて、鈍く光っている。だが、黒のエナメル靴ぐつは底上げでもしているように靴底が分厚く、どことなく浮いていた。

　まるでビジュアル系バンドの一員のような格好だ。

　そして足元に小さなポメラニアンがおり、鼻に皺を寄せて渡琉に牙きばを剝むいている。

「……魔界の馬車から降りてきたってことは……魔界の奴だよな」

「そうじゃの」

　少年の顔を見るなり銀星はハッとした表情になったが、それだけだった。

　銀星が戦闘態勢に入ると、キリスト教の司教が祭式の時に持つ杖つえに似た武具を出してくるのだが、それもない。

　危険はないということだろうか。

「僕の名はソラト！　六百六十六番目のプリンス様だ。そして僕の友であり、しもべでもある魔界の門番、ケルベロスのケロルくんだっ！　そこの人間、頭ずが高～い！」

　少年は自らをソラトと名乗ると、ふんぞり返るように胸を張り腰に手を当てて立ち、どう見てもポメラニアンにしか見えない犬が足元で唸る。
















　それにしても渡琉には、六百六十六番目のプリンスが、どう偉いのかわからない。

「……だから？」

「お前っ！　なんだその態度はっ！　僕は偉いんだぞっ！　よく聞け、僕は魔王の息子だっ！」

　ソラトのその言葉に真っ先に反応したのはローズだった。

「おお、わらわはおんしのことを噂うわさに聞いたことがあるぞえ。魔界の『乳首ナンバー・トリプルシックス』とはおんしのことじゃったか」

　可愛らしいローズの口からあり得ない言葉を聞かされて、渡琉は吹き出した。

「その屈くつ辱じよく的てきな呼び方はやめろっ！　おい、そこの人間、笑うなぁっ！」

　渡琉を指さし、褐色の肌を真っ赤に染めて、ソラトは怒ど鳴なった。

　ローズにどうしてソラトを『乳首ナンバー・トリプルシックス』と呼んだのか聞きたかったが、それは後にした方がよさそうだ。

　仮にも魔界からやってきたというのだから何か特殊な力を持っているかもしれない。ここで怒らせない方がいいだろう。

「そうだよな。笑って悪かったよ。……で、魔王の息子がここに何しにきたんだよ。魔界の奴らには俺の魂が誰かなんて、どうでもいい話のはずだぜ」

　天界にいなければならない時を司る神・ルシアスが、禁きん忌きである転生の実を口にし、渡琉の魂として人間界に転生した。もっとも渡琉には自分の魂がルシアスであろうと、そういった自覚などない。ただ、十二神のうちの一人であるルシアスが人間界へ転生したことは、天界にとって憂ゆう慮りよすべき一大事らしく、上では魂を連れ戻そうとあれこれ策を弄ろうしている。

　だが、今のところ彼らの目的は果たせていない。

「天界がどういうことでもめていようと、僕には関係ないね」

　ソラトはフンと鼻を鳴らし、腰に当てていた手を解いて腕を組む。

　銀星はソラトの周囲をグルグル回り、ふうんと鼻を鳴らすと、その場から離れていった。

　ローズといえば、もうソラトへの興味を失ったのか、駄目だと言った緊急停車用のボタンを押そうと、柱のところで背伸びしていた。

　二人ともどういうわけかソラトに興味がないようだ。

「じゃ、なんの用だよ」

「クロノスを連れ戻しに来たんだよ」

　ソラトは射抜くように渡琉の目を見つめてくる。

　その瞳には確固たる決意が浮かんでいるように見えた。

「知り合いなのか？」

　クロノスは渡琉の魂を奪いに天界からやってきた。ルシアスの従者であり、もと殺し屋。

　最初は意見の食い違いがあったが、必死の説得のかいもあって、今は側にいて、ルシアスの魂を狙う者達から渡琉を守ってくれている。

　今日は銀星とローズを遊びに連れて出たため、クロノスには留守番を言い渡してきた。

「そんなこと人間に関係ないね。ただ、クロノスが魔界に戻ってこないのは……人間が元凶だと聞いたんだ。お・ま・え・だよ」

　ソラトは吐き捨てるように言った。

　よほど渡琉が気に入らないらしい。

「……誰から聞いたんだよ」

「エメリッヒ」

　エメリッヒは去年の年末にやってきた。

　百年に一度、天界と魔界の間で行われる天魔杯争奪戦ゲームの魔界側の代理人だったのだ。

　さんざんひどい目に遭わされたが、最後はクロノスによって魔界に強制送還された。

　ニコニコとしているから愛想がよさそうに見えるが、噓うそつきでずるがしこい奴だった。しかも悪趣味なコレクターとして有名らしく、魂が抜けたキュートな少年少女の身体を魔界でコレクションしているそうだ。

「あの……変態エメリッヒか？」

「あ、やっぱりそう思う？　僕もさあ、エメリッヒはずっと変態じゃないかと密ひそかに思ってたんだけど……じゃないっ！　クロノスは僕が恋しくて毎晩毎晩、身み悶もだえながら涙にくれているそうじゃないか。けど、お前の魂との約束に拘束されているとかで、僕のところへ戻れないらいしなっ！」

　クロノスの性格を僅かでも知っていたら、それは大噓だとすぐわかるはず。なのにソラトは少し視線を外して、照れくさそうに内股になっている。

「お前、エメリッヒの言葉を信じたのか？　あんな噓くさい奴いないだろ。だいたいあの仏ぶつ頂ちよう面づらのクロノスがお前の言うように涙にくれるわけねえじゃん」

「そっ……それはわかってるけど、もしかするとクロノスだってそういうところがあるかもしれないだろっ！」

　今ごろエメリッヒに騙だまされたと気づいたのか、顔を真っ赤にしてソラトは焦あせっている。

「ねえよ」

「じゃあ、それは忘れてよ。というわけで、僕とクロノスとの幸せのために、お前には死んでもらうからっ！」

　ソラトの身体から黒い煙が湧き立ち、周囲を覆おおっていく。光を通さない闇やみはホームをうねるように走り、渡琉の周りにとぐろを巻く。

「銀星っ！」

　頼りの銀星はホームの向こう側にあるクレープ屋が気になるのか、こちらをチラリとも見ない。

「ローズっ！」

　頼りになるかどうかわからないもののローズを呼んでみたが、まだ緊急停車用の赤いボタンのところに立っていた。

　二人ともソラトに対してまるで関心がない。

「お……お前らっ！　こいつ、どうするんだよっ！」

　渡琉は時間を操作できるだけだ。魔界の人間相手に戦えるわけなどない。

「僕の可愛いしもべ達。この人間を骨まで食い尽くせっ────っ！」

　得意げに黄金の目を輝かせ、ソラトは渡琉を指さした。同時に黒いものがいくつも飛んできて、渡琉は自らを庇かばうように腕で視界を遮さえぎった。

「……っ！」

　横向きに屈かがみ目を閉じていたが、小さなものがコンクリートを跳ねる音を聞き、そろそろと目を開けた。

　すると身体は緑色、羽が淡たん褐かつ色しよくをしたイナゴが何匹も飛び跳ねているのが見える。

　こんなちっぽけなイナゴが人間を食い尽くすのだろうか。

「大丈夫ですか、渡琉様」

　その声に顔を上げると、渡琉に背を見せて立つクロノスの姿があった。頼りになる背中を見てホッと胸を撫で下ろし、渡琉はゆっくりと立ち上がる。

「俺……俺は大丈夫だ」

「安心いたしました」

　クロノスの服装はまるで中世の騎士のようだ。

　襟えり元もとがクロスするベルトで締められた外がい套とうは膝まであり、下に着ているシャツはレースがたっぷりついている。細くしなやかな腰を強調するように、こちらもクロスする二重のベルトで締められ、両側に細身の剣がぶら下がっていた。

「クロノス～……会いたかったよ～」

　ソラトはあり得ないほど甘ったるい声でそう叫ぶと、クロノスに抱きついた。クロノスの背中しか見えないが、腰にしがみつくソラトの顔がこちらを向いていて、渡琉に舌を出した。

「……なんだよこいつ」

「渡琉様。王子がご迷惑をおかけして申し訳ございません。私からよく言い聞かせますので、ご安心を」

　肩越しにチラリとこちらを見て、クロノスは言う。

　クロノスの容よう貌ぼうは凍こごえるほど寒い夜空に浮かぶ白い月だ。

　きらめく美しい黒髪は腰まであり、感情の読み取れない黒い瞳は静かな湖こ面めんを思わせる。

　誰もが振り返るほどの美び貌ぼうを持っているが、笑うことはほとんどなく、クロノスはいつも仏頂面をしていた。もともと感情を表現するのが苦手なようだ。

「わかった。任せるよ」

　渡琉がそう言うと、クロノスはソラトを連れて空へと飛び上がり、姿を消した。後を追ってケロルくんも姿を消す。

「それで、まだ時間を止めたままにしておくのかのう？」

　銀星が渡琉の側までやってきた。いつの間にかクレープを手に持ってもしゃもしゃ食べている。

「おい、それ、どうしたんだよっ！」

「暇ひまじゃったから、取ってきたんじゃ。なに、時間も止まっておるし誰も見ておらんよ」

　悪びれることなく銀星はそう言い、口元をハンカチで拭ぬぐっている。ローズの方は緊急停車用のボタンにはもう飽あきたのか、ベンチに座ってウサギのぬいぐるみで遊んでいた。

「……もう食っちゃってるから仕方ねえけど……二度とするなよ。それは泥どろ棒ぼうっていうんだからな。それより、魔界の奴が来てるっていうのに、お前ら薄はく情じようすぎじゃねえか！」

　渡琉が本気で怒っているのに、銀星はニコニコしている。

「あれはまだ随ずい分ぶんと子供じゃったからの。力を測るバロメーターにもなっとる闇のオーラはやけに少なかったんじゃ。あれじゃと大したことはせんだろうと思うてな。いや何、もしものことがあるからの。一応ちゃんと様子は見ておったんじゃぞ」

　銀星は真剣さをアピールするように、目を大きく開いて渡琉を見ていた。だが、様子を見ていたという割には、駅の向かい側にあるクレープ屋に足を運んでいたのだから、あまり説得力はない。

「でもな、あいつ、しもべを飛ばしてきたはずだけど……。しもべってなんだったんだ？　あのワンコロか？」

　目を閉じて腕で庇ったから、何を飛ばされたのか見ていないのだ。

　イナゴは見たが、あれがしもべとは思えない。

「その辺を飛び回っとるのがそうじゃ」

　銀星はホームにいるイナゴに視線を向けて言った。

「え……この、ぴょんぴょん跳んでるイナゴのことか？」

　バッタに似たイナゴはおおよそ三センチの大きさで、特に危険を感じることはなかった。

「そうじゃ。イナゴじゃ」

「……なんか弱っちくないか？」

　イナゴは高く飛び跳ねてホームから線路へと移動し、さらに向こう側にある草むらに消えていく。やはりイナゴもソラトのしもべであるより、自然で暮らしたいのだろう。

「そうじゃなあ……魔王の息子というのじゃからソラトも成熟すれば、それこそ空が真っ黒になるほどのイナゴを操るじゃろう。それも人間を食い殺すくらい凶暴なイナゴをの。さらに成長をすれば、ソラトが連れとるあの犬、今は小型犬にしか見えんが、魔界の凶獣ケルベロスが本来の姿じゃ。力の成長によって犬の姿も変わるじゃろう」

「……それは、ちょっと恐いかもな」

　数匹ぴょんぴょんするくらいなら可愛いが、空を真っ黒にするほどのイナゴの大群に襲われたくはない。またあのワンコロが凶暴に育った姿など、見たくもない。

「そういやあいつ、魔王の息子って言ってたけどさ、六百六十六番目って、偉いのかそうでないのかまたビミョ～な数字だよな。エメリッヒもワンツースリーだったけど」

　魔界は貴族社会らしく、エメリッヒは百二十三番目だと言っていた。数字だけ見ると大したことのないように思えるのだが、あれでも偉い地位らしい。

「６６６という数字に意味があるんじゃよ。ほれ、六が三つ揃そろうと、悪魔の数字とこの人間界では言われておるはずじゃ。魔界でもこの数字は特別なんじゃよ」

「ダミアン？」

「……ダミアンは知らんの」

「そういうホラー映画があったんだよな。で……ローズがなんか乳首とか言ってなかったか？　俺、緊張感なく笑っちゃったじゃねえか」

　だいたい見た目、フランス人形のようなローズが『乳首』というのだから、こっちの方が動揺してしまう。

「それは知らんのぅ。ローズ、ぬいぐるみで遊んどらんと、こっちに来んか」

　銀星にも知らないことがあるのか、ローズを呼ぶ。ローズはベンチから下りて、戻ってきた。

「おんしが時間を止めておるから赤いボタンを押してもちっとも反応せん。骸骨は帰ってしもうたし、わらわは面白くないえ」

　ローズは不満を口にしている。

「緊急じゃない時にはボタンを押したら駄目なんだっ！　じゃなくて、ソラトに向かって乳首がどうのって言ってなかったか？　あれはどういう意味だよ？」

「もう少しわらわを敬うやまい奉たてまつった言い方をせぬか。わらわは無能なサルに教えを説とこうとしておるんじゃえ」

　ツンと顎を反らせ、愛用の扇せん子すを広げて、ニンマリと笑う。

　本当は言いたくて仕方がないのに、こんなふうに焦じらして、優越感に浸ひたっているのだろう。

「なんだよ……じゃあいいよ。クロノスに聞くから」

「なんじゃおんしはそんなに知りたいのかえ。教えてやっても構わぬがの～どうしようかの～」

　ローズは本当に素直じゃない。

　ただ、こういう性格だとわかっているから、少しは可愛くも思えるのだが。

「ローズ」

「教えを請こいたいというのならわらわがサルに教えてやろう。魔王の息子はその身体のどこかに生まれた順番が刻まれるんじゃえ。〝６６６〟、すなわち六百六十六番目というのは、本来誇ほこれるものじゃった。じゃが、ソラトの場合、その数字が乳首の周りを囲むように浮き上がっておったらしくての。ついたあだ名が『乳首ナンバー・トリプルシックス』じゃえ」

　改めて聞くとまた笑いそうになったが、それをたえた。

　本人だって不本意なことだろうから。

「……俺、笑っちゃったけど……今はすっげ～同情してるよ。誰だってそんなところに番号が振られていたら嫌だって」

　もう少しましな位置があるはずなのに、どういう運命の悪いた戯ずらなのだろう。

「わらわはおもしろ乳首を見てみたいえ」

「お前、自分をレイディって言うよな。レイディがそんなこと口にするんじゃねえよ」

　渡琉がそう言うとローズは小さな舌を出し、プイと向こうを向いた。

「なんじゃ、また面倒なことになりそうじゃのう……」

「クロノスの知り合いみたいだから、任せたらいいんじゃねえの。それより銀星。時間を止めている間に、クレープ屋に食った代金を置いてこいよ」

　渡琉はポケットから小銭を取り出すと、銀星に握らせた。

「……人間界の規則は面倒じゃ」

　銀星はそう言いながらも、ふわふわと空中を浮かんでクレープ屋に向かっていった。

　一息ついた渡琉は、ホームから改札に向かう階段を見下ろしながら、新たに登場したソラトのことより先程の少女のことを思い出して、小さな息を吐いた。










　クロノスは誰にも邪魔されない場所として高層ビルの屋上へソラトを連れ出し、そこで話をすることにした。

　さすがに周囲を見下ろすほどの高さのあるビルだからか、屋上には誰もいない。

　その代わり、剝き出しの配管があちこち走っていて、ソラトはその上に座り、足をブラブラとさせていた。

「……じゃあ、魔界を去った後、クロノスは天界にいたんだ。僕は……そんなこと聞いてなかったよ」

　ソラトは縋すがるような目を向けてくるが、クロノスにとってそれらは煩わずらわしいものでしかない。

　それでも今はまだ幼くとも、ソラトは魔王の息子だ。

　彼を傷つけることは魔王の怒りを買うことにもなる。

　天界の思おも惑わくがわからない状況の中、憂慮すべきことをこれ以上増やしたくはない。

「お話しする義務はございませんでしたので」

　クロノスはなんの感情も浮かべず、機械的にそう言った。

　ソラトには速すみやかに魔界に戻ってもらいたいのだ。

「そうだけど……僕はクロノスが帰ってくるのを待ってたんだよ。ずっと……ずっとだ」

　膝にケルベロスを載せて、ソラトは黄金の瞳を微動だにさせずに見つめてくる。

　彼の瞳にはクロノスに向ける揺るぎのない信頼が浮かんでいた。

　煩わしい……。

　そんな苛いらつく気持ちを表情や態度には一切出すことなく、クロノスはさらに続けた。

「人間界に来ることを貴方のお父様はお許しになったのですか？　いえ、そんな許しなど出ないはずです。特に今は、エメリッヒが人間界に大変な干かん渉しようをしたばかりですからね」

　クロノスの冷ややかな態度にソラトは肩を竦すくめるだけだ。

　それでもクロノスが向けている拒絶に、ソラトは気づかない。いや、気づいていて知らぬフリをしているのか。

　どちらにしても帰る気配は見られなかった。

「……僕は人間界で問題を起こすために来たわけじゃないし、あの渡琉って人間のこともどうでもいいんだよ。ただ、クロノスにまた僕の教育係として戻ってきてもらいたくて……ただそれだけのために来たんだ」

　ソラトはクロノスの顔色を窺うかがうようにそう言った。

「私は魔界に戻るつもりはありません」

「クロノスは時の神ルシアスにふぬけにされたって聞いた。その罪で魔界には戻れないってことも聞いてる。でもそれは僕が父上にお願いすれば、許しが出るはずだよ。だから……そんなことで心配はしなくていいんだ」

　まだ幼いソラトにはクロノスの行動が魔界でどれほどの罪になるのか、わかっていない。

　いくら特別な息子に頼み込まれたとしても、魔王はクロノスを許しはしないだろう。

　もっともクロノス自身たとえ許されたとしても戻る気はない。

　いや、ルシアスの側を離れることなどできない。

「ルシアス様です」

「……どうでもいいよ、そんなの」

　唇を尖らせてソラトは不満げに呟つぶやく。

「王子」

「ね、僕にはクロノスだけなんだよ。クロノスだけが僕をわかってくれてた」

　それはソラトの錯さつ覚かくだ。

　クロノスは誰かを理解できた試しはない。

　もっともルシアスに関しては、誰よりも理解したいと思ってきた。

　自分が誰よりもルシアスの理解者でありたいと願ってきたのだ。

　それはソラトではない。だがクロノスがルシアスを思う気持ちと、ソラトの気持ちはきっと同じものなのかもしれない。

　そう思うと少しはソラトのことも理解できるが、かといって彼の側にはいられない。

「お友達と上手くいかないのですか？」

「友達なんていないよ。そんなの……クロノスが一番よく知っているはずだろ」

　ソラトは他の魔王の子供に比べて力の発達が遅いからか、馬鹿にされていたのだ。

　けれど、ソラトの力は生まれの順番に恥はじることなく、いずれ誰よりも強大になる。

　成熟に時間を必要とするだけなのだ。

　他の子供達がソラトを馬鹿にするのは、彼の生まれた順位が非常に高貴であることと、いずれ優すぐれた力を発揮する天性に対する嫉しつ妬とだ。

　なのに、ソラトにいくらそれを説明しても、理解しない。

　自分はなんの取とり柄えもない出で来き損そこないだと信じているソラトは、クロノスだけが自分を理解してくれる存在だと誤解しているのだ。

「そうでしたか」

「クロノス……ルシアスって奴はどうせ友達がたくさんいるんだろ？　でも僕にはクロノスだけなんだよ。クロノスしかいなかった……。一人くらい僕をわかってくれる人が側にいてくれてもいいじゃないかっ！」

　ソラトは今にも泣きだしてしまいそうなほど顔を歪め、そう叫んだ。

　それでもクロノスは、ソラトに対して冷ややかな態度をとり続けた。

「私が忠誠を誓った相手は一人なのです。お許しください」

「……じゃあ、僕がどれほど頼んでも、クロノスは戻ってくれないのか？」

「残念ですが」

　クロノスは目を伏せてそう言った。

　ソラトとこうやってまた話をする機会が訪れるとは思わなかった。

　もう二度と会わないだろうと、ソラトの存在すらクロノスの記憶から消し去っていたのだ。

　なのにソラトの中でクロノスはかなり美化されている。

「ルシアスのどこがそんなにクロノスを惹ひきつけてるわけ？」

「すべてです」

　ソラトに対してまるで興味がないという態度をとり続けていれば、いずれわかるだろう。

　今のクロノスにはルシアス……そして渡琉のことしか考えられないことを。

「クロノスがそこまで言うんだから……本当に魅力的な人物だってこと？」

「感じ方は様々でしょうが、私にとってはそうでした」

　ある話をした時のルシアスのことをよく覚えている。

　水辺に姿を映し、何かに思い悩んだように長い睫を伏せていた。

　肌き理めの細かい白い肌に印象深い薄紫の瞳。

　表情はいつも穏やかで、温あたたかい雰囲気を纏まとっている。

　光を纏っているような柔らかな衣裳を着ていて、淡い金髪を飾る髪飾りや、ケープが彼の気高さを引き立てていた。

　ルシアスのその姿はとても儚はかなげに見えるが、違う。

　心の強さと、信念を曲げない頑がん固こなところもあった。

　また驚くほど寛かん大だいだった。

　そんなルシアスがクロノスに言った。




　貴方はいずれ自らの罪と対たい峙じすることになるでしょう。

　決して、逃げてはなりません。




　それから──。




「そうなんだ」

「理解していただけましたか？」

「だいたいはね。でも僕、まだ魔界には戻らないよ」

　ソラトはパイプから飛び下りると、抱えていたケルベロスを離した。ケルベロスはクロノスの足にまとわりついて、くるりと巻いた尻尾しつぽを左右に振った。

　今は愛らしいポメラニアンに見えるが、いずれ直視できないほど凶暴な獣けものと化す。

　ソラトが成長すれば、いずれそうなるのだ。

　そして……それまでに真実を知るだろう。

「私は王子のお役には立てません」

「いいよ別に。でもクロノスがそこまで言う相手だよ。どういう奴なのか知りたいって思うものだろ。観察して僕なんか足元にも及ばない相手だってわかったら、諦あきらめて帰るよ」

「それはなりません」

　ソラトが渡琉に仇あだ成なす者ではなかったとしても、視界に映る場所にいてもらいたくない。

「もう決めたんだ。無理やり帰すつもりなら、僕だって考えがある。でも僕を敵に回すことは得策じゃないって、クロノスにはわかるよね？」

　誰よりもクロノスはそれを理解している。

　ソラトの我わが儘ままに付き合っていられないのだが、だからといって邪険にもできない。

「ええ」

「じゃあ。しばらく観察させてもらうよ」

　クロノスの前まで来ると、挑いどむように見上げ、にっこり笑う。

「ルシアス様はここにはいらっしゃいませんよ」

「やだな。僕知ってるよ。渡琉って人間がルシアスの転生した今の姿なんだろ。魂が一緒だってことは、多少、性格が違ったとしても行動や考え方は同じはずだよ。だから渡琉を観察させてもらう。僕より優れた奴だったら、すぐに諦めて帰るよ」

　クロノスはこれ以上、ソラトを説得する言葉を出せなかった。










「ローズっ！　自分の靴はちゃんとシューズボックスに入れろよっ！」

　さんざん振り回されつつもようやく帰宅した渡琉は、玄関でブーツを脱ぎっぱなしにしてリビングに駆けていったローズに叫んだ。

「もうすぐ『カレーな一族』が始まるんじゃ～」

『カレーな一族』というのはローズのお気に入りのドラマだ。カレー好きの一族が新たなスパイスを発見し、それを巡って様々な事件が起こるらしい。

　渡琉には意味不明なドラマだ。

「始まるんじゃ……って、おい、こらっ！　……ったくもう」

　渡琉は自分の靴を脱ぐより先に、ローズのブーツを靴箱に入れた。銀星は玄関で猫の姿に戻るため、靴自体がない。

　変身すると彼らの服はどうなるのか。

　靴などどこへいくのか。

　考えても仕方のない疑問ばかりだが、そういうものだと思うしかないのだろう。

「なあ、銀星。お前の両脚、汚れてねえか？」

「綺麗じゃぞ」

　後ろ足で立って前足を見せる。

　確かにむっちりとした肉球は綺麗なピンク色をしていて、汚れはない。

「はいはい、行っていいぜ」

　渡琉がそう言うと銀星は尻尾を高く上げて、リビングへと向かった。入れ替わりのように向こうからやってきたのはクロノスだ。

「お帰りなさいませ」

　クロノスの顔はいつも仏頂面をしているため、何を考えているのかをわかりにくくさせているのだが、今日は違った。

　クロノスの顔に少し翳かげりが見えるのだ。

「ソラトって奴……もしかして……？」

「申し訳ございません。魔界に戻るよう説得したのですが、聞き入れていただけませんでした」

　深々と頭を下げるクロノスに、渡琉はため息をついた。

「じゃあ、今もどこかにいるってことか？」

「……裏の空き地に……」

「はあっ？」

　慌あわてて洗面所に向かい窓を開けて外を見ると、年末のものとは違う建物があった。

　エントランスが印象的な二階建てだ。屋根はオレンジ色をしていて、壁は薄い黄色。玄関から延びるアプローチの床は幾き何か学がく模様を描いている。

　とても魔界の住人がいるとは思えない、まるでリゾートホテルのような建物だ。

「なんでいつもあの空き地なんだよ……。魔界の奴らが利用しないように、さっさと何か建てばいいんだよな。……それで、どういう知り合いだよ？」

　渡琉は窓を閉めて、振り返る。

　クロノスは珍しく疲れたような表情をしていた。

「私は以前、王子の教育係をしていたのです」

　もと殺し屋だったと聞いているクロノスが、どういう事情で教育係という似合わないことをしていたのか渡琉はふと疑問に思った。

　もっとも、それは渡琉の世界での感覚であって、魔王の息子の教育係だ。

　そこではクロノスのような人物が適任なのかもしれない。

「だからエメリッヒみたいに強制的に追い返せないってことか？」

「普通の魔界の者でしたら強制的に追い返しましたが、王子は仮にも魔王の息子です。無茶をして上を刺激したくないのです。できればご自身が納得して帰ってくださるのが一番なのですが……。渡琉様に危害を加えるつもりはないようですので、ご安心ください。私も王子からは目を離さないようにします」

　クロノスは淡々とそう言った。先程渡琉が目にした翳りはもう見られない。もしかすると単なる光の加減で、見間違えたのかもしれない。

「なあ、ソラトって奴がクロノスに戻ってきてもらいたいっていうのは理解できたけど、だからって俺を殺してどうこう……なんて、考えたりしねえよな？」

　もっともあんな弱っちいイナゴに襲われても死んだりはしないと思うが、あのワンコロは侮あなどれないような気がする。

　ポメラニアンでも鋭するどい牙を持っているのだ。

「もし本当にそのように王子が考えたとすれば……たとえ魔王の息子であっても容よう赦しやはいたしません」

　クロノスの瞳が冷酷な輝きを浮かべるのを目まの当あたりにして、渡琉は慌てて話題を変えた。

　魔王の息子とはいえ、ただクロノスを慕したってやってきたソラトだ。しかも渡琉と年齢が近い姿をしているからか、なんとなく憎めない。

「……そういやさ、ゼファーの姿が昨日から見えないんだけど、なんかあったのか？　別にどうでもいいんだけど、あいつが出てきそうな問題が持ち上がってるのに、姿を見せないから気になってさ」

　ゼファーは魂を導く者──死神と呼ぶと激怒する──だ。

　クロノスと一緒に天界から渡琉の魂を奪うために派遣された。

　ウエーブの効いた肩までの赤い髪を持っていて、太い眉と濃いブラウンの瞳は鋭い。

　精せい悍かんな顔立ちをしているため、男らしく見えがちだが、違う。

　ゼファーは誠実とか真ま面じ目めという言葉が不似合いなニヤニヤとした笑いをいつも浮かべていて、軽い男に見えるのだ。

　いつも人を馬鹿にしたような目つきをしていて、向けられると腹立たしい。

　性格は最悪で、味方かと思えば、自分の都合で敵側に寝返ることもある。

　本人からすれば一応、クロノスのことを考えて自分の行動を決めているらしいが、どうも信用ならないところが多すぎる。

　それでもゼファーはクロノスに恋心を抱いている。

　だからクロノスを慕うソラトの存在を許すわけなどない。いつもだったら絶対に邪魔をしにきただろうし、魔王の息子だということで、手が出せない相手だとしても、悪態の一つもついているはず。

　そんなゼファーが姿を見せないとなると、どうでもいい奴でも、気になる。

「慰い安あん旅行に出かけているようです」

「死神が慰安旅行ってなんだよそれ？」

　渡琉は驚きに目を見開いたが、別に普通のことなのか、クロノスは平然としている。

「死神ではありません。魂を導く者です」

「だから、呼び方はどうでもいいけど……。慰安旅行って……あいつ、いつも俺んちで慰安旅行をしてるじゃねえかっ！」

　渡琉の父親はアメリカに単身赴任していていないし、母親も保険の外交員をしているため、昼間は誰もいない。

　ローズも小学校に通っているし、銀星は渡琉の側に猫の姿でべったりだ。

　本来ゼファーも人間の世界で『嵐あらし』と名乗り保健医をしているのだが、ゼファーは勝手にこのうちで菓子を食い散らかしているのだ。

　特にゼファーのお気に入りはポテトチップスのようで、いつでもビッグサイズの袋を持って、もしゃもしゃと食べているのだからどうしようもない。

　ちなみにクロノスは『黒くろ野の』という名前で渡琉の高校の副教頭に納まっていた。

「確かにそうですが、今は不在の方がよろしいでしょう。ゼファーがいると話がややこしくなりますので」

「まあそうだけどさ」

　クロノスからすると、ライバル登場とばかりに高い確率でソラトに喧けん嘩かをふっかけるゼファーは困る存在だろう。

　とはいえ、渡琉としてはこういう時こそゼファーのいう恋心を最大に発揮してもらって、ソラトを魔界に追いやってほしかったのだが。

　本当に肝心な時にゼファーはいない。

　いつだってこの調子で使えない男なのだ。

「とりあえず……夕飯を温めるか……」

　ソラトのことはクロノスに任せ、渡琉はいつもどおりに過ごせばいいのだろう。

「そういえば、土産みやげを楽しみにしておいてくれと、ゼファーが言ってましたよ」

　土産って……なんだよ。

　死神が何を買ってくる気だ？

　天界まんじゅうとか、魂のサブレなんてものがあるというのだろうか。

　考えれば考えるほど気味が悪い。

「ありえねえ……」

　渡琉はどっと疲れに襲われながらも、キッチンへと向かった。
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　渡わた琉るは私立の中高一貫の男子校に通っていた。

　中学受験に受かれば高校へは受験もなく自動的に上がれるシステムだ。大学は成績によって推すい薦せんで上がれる場合もあるし、他を受験しなくてはならないこともある。

　ひと学年六クラスあるが、そのうち二つが特進クラスになっていて、国公立を目指すための勉強をしていた。

　もちろん渡琉は特進クラスではなく、普通のクラスだ。

　友達の杉すぎ浦うら則のり義よしは去年までは成績がよかったにもかかわらず頑かたくなに普通クラスにこだわっていたが、今年から特進クラスに変わったため、今は別々のクラスになっている。

　渡琉の成績は普通。どの教科のテストもたいてい平均前後で、飛び抜けて成績のいい教科はない。それでも数学は苦手で、時々赤点を取っては補習を受けていた。

「じゃ、またあとでね」

「ノリ、また昼な」

　一緒に登校した友達の則義と別れて教室に入ると、自分の席の隣にソラトがいた。

　昨日見たヴィジュアル系バンドのような服装ではなく、渡琉と同じブレザーの制服を着ていて、意外に似合っている。

「ちょっと待て、どういうことだよっ！」

「どういうって……あれ、クロノスに聞いてないのか？」

　椅子に座ったままこちらを向いて、ソラトはにっこりと笑う。どうやって揃えたのかわからないが、机には教科書が置かれていて、脇には鞄かばんもかかっている。

「聞いてないって……何をだよ？」

「お前を観察させてもらうんだよ。僕より優れた奴だったら、すぐに諦めて帰るってね」

　ソラトの足元には例のケロルくんがいて、やっぱり渡琉に向かって唸っていた。

　犬なんか連れてくるなよと言いたいのだが、自分も銀ぎん星せいを連れてきているので、このあたりは触れない方がいいだろう。

　もっとも銀星は渡琉が学校に入ると姿を消して、あちこちでひなたぼっこをしているからか、担任に怒られたことはない。

「そうじゃなかったら？」

「生きる価値なし、死んでよ」

　真顔でそう言ってソラトは立てた親指を下へ向ける。

「……お前らってすぐそれだよな。進歩がなくて泣けてくるよ。ていうか、いつ転校したことになってるんだよ？」

　ソラトは昨日初めて会ったはずなのに、もうずっといたような顔をして座っているのだ。

　クラスメイトの誰一人として、新しいクラスメイトの存在に疑問を持っていない。

「……あの……ローズに頼んだ」

　ソラトの歯切れの悪い言い方に渡琉はピンときた。

　ローズは十二神の一人ではないが、人間界で人々の記憶を操ることができる。

　だが簡単に人の頼みを聞く相手ではない。何か引き替えの条件を出すか、渡琉のようにローズの性格を把握して、虚きよ栄えい心しんをくすぐってやるか、どちらかだ。

　もっとも今のローズはソラトに対する例の興味がある。

「あいつが素直に聞いてくれるわけがねえから……まさか見せたとか？」

　ソラトは目を明後日あさつての方へ向け、頰を赤らめる。

　やはり渡琉の想像したとおりなのだ。

「なあ、他に方法がなかったのかよ……。家をすぐに建てられるんだったら、記憶操作もできるんじゃねえの？」

「もういいだろ、その話はっ！　というわけでお前は今日から僕のしもべだからな。僕の面倒を見るんだぞ」

　ローズがどういう記憶操作をしたのかわからないが、ソラトの言葉を信じるならば、どうもこっちが不利なようだ。

「どういう設定なんだよ」

「しもべだと言ってるだろ、馬鹿者め」

　してやったりとした顔をしているが、渡琉はため息をついただけだった。

　だいたい、懐中時計を手に入れてから、渡琉の周囲ではめまぐるしくいろいろなことが起こっているのだ。

　墜落しそうな飛行機の翼に立っていたこともあるし、ハリケーンで飛ばされそうになったこともある。

　だからちょっとばかりソラトに有利な記憶操作がされていたとしても、驚くほどのことではない。

「なあ、俺が馬鹿じゃなくて、お前がローズにやったことを馬鹿っていうんだよ。あのさあ、あいつは女の子なんだから、見せろって言われてもはしたないことだって拒否してくれよな」

　ローズはルシアスの妹だ。

　だが今は渡琉の妹として緋ひ野の家の一員となっている。

　毎日顔を合わせていると不思議と血は繫がっていなくても、なんとなく兄の目でローズのことを見てしまうのだ。

「そっ……それは僕が言うことじゃないだろっ！　兄貴はお前じゃないのか？」

「この世界で血は繫がってねえよ」

　渡琉の魂はルシアスのものだが、人間界でいう血は繫がっていない。それでもこの世界では、ローズが記憶操作をしたことで、渡琉の妹となっている。

　考えるとややこしいが、本当の兄きよう妹だいではないのだ。

「……そこ、もうチャイムは鳴ってるぞ。さっさと席に着くんだ」

　いつの間にか担任の岸きし辺べ六ろく郎ろうが教壇に立っていて、出席簿を開いていた。

　まだソラトには言いたいことがあったが、渡琉も渋々自分の席に着く。だが、妙な視線を感じて後ろを窺うと、クロノスが教室の隅にひっそりと立っているのが見えた。

　渡琉と視線が合うとうっすらと唇に微笑を浮かべた。

　騎士の格好をしているところをみると、今は渡琉以外の人間には見えないのだろう。きっとソラトの行動を見張るためにそこにいるのだ。

　内心ため息をつきつつ、今度は隣に座るソラトの様子を見る。

　ソラトは渡琉を観察すると言っていたのに、両脚をブラブラとさせて、教科書をパラパラ眺めたり、ペンケースを空けてみたりと、期待に満ちた笑顔をしている。

　いや、嬉しくてたまらないという様子だ。

　小学校に入学した初日の渡琉がこんなふうだった。

　ランドセルを背し負よって登校し、今までとは違う緊張感に少しばかりの不安。それ以上に、期待に胸を膨ふくらませていた。

　あの時の自分を見ているようだ。

　でも魔王の息子なんだよな。

　渡琉はその現実をようやく思い出し、気を引き締めた。

　だが、引き締めたはずの気は、その日何度も緩ゆるむことになった。

　確かにソラトは休み時間ともなると渡琉を追いかけ回してきたが、それでも学校生活を楽しんでいるように見えた。

　ローズの記憶操作で自分を人気者に仕立てたようで、ソラトは渡琉を追いかけ回していても、あちこちから声をかけられていた。だがソラトは嫌な顔をひとつせず、まるで旧知の仲のように親しく話をしたり、抜き打ちテストにもチャレンジしていた。

　クロノスを連れ戻すというよりそれは口実で、人間界で楽しく学校生活を送りにきたのではないかと誤解するほど、ソラトはのびのびとしていたのだ。

「……トイレにまでくっついてこられたのには参ったし、ちょっとしたことで俺が時間を止めることにいちいち文句垂たれてたけど、ソラトってなんか憎めねえよな」

　渡琉は屋上の柵さくに手をかけて運動場を見下ろしていた。

　さっきまで屋上にある道具室の上で昼ご飯を一緒に食べていたが、バスケをしようと誘いにきたクラスメイトに、ソラトは二つ返事でついていった。

　友達の赤あか松まつ健けん吾ごは道具室の上で、則義に宿題を手伝ってもらっている。渡琉は屋上から去ったソラトが気になって、道具室から下りて運動場を眺めていたのだ。

　これではどちらが監視しているのかわからない。

「そうじゃな」

　足元にいる銀星は渡琉と同じように運動場を見下ろし、太い尻尾を左右に振っている。

「……ソラトはさあ、魔界でこんなふうに遊んだことなかったんじゃねえの？　すっげ～楽しそうじゃん。ていうか、魔王の息子って魔界では友達と遊べないのかよ」

　こうやって眺めていると、ソラトは他の学生と変わりなく溶け込んでいる。ソラトのテンションがやや高く見えるものの、不自然ではなかった。

　ただ楽しい。そんな感じだ。

「以前も話したことがあったじゃろう、魔界は貴族社会で必ず地位に上下がついておるとな。特に魔王の息子は千人に達すると、次の魔王の座をかけての試練があるからの。互いに敵になる相手ばかりじゃろうから、そうそう仲良くはできんじゃろう」

　そんな世界に生まれなくて本当によかった。

　父親が同じ子どもが千人もいること自体、ゾッとすることだが、互いに仲良くできず、いずれ戦わなくてはならない状況など想像を絶している。

「自分の兄弟が千人って考えただけでも……ちょっと恐いなぁ。でもさ、ソラトみたいなタイプは厳しい試練に向かないような気がするよ」

　渡琉の想像する魔王は冷れい酷こく無む比ひなタイプだ。けれどソラトはそんなふうに見えない。

　もしそういう性格だったら、さっさと渡琉を殺そうとしていただろう。

「魔界の子供達は、天界の子供達とはちと違うんじゃ。ある一定の年齢になったら自分の性格をどうしたいのか決められるんじゃよ。冷酷でありたいのか、温厚でありたいのか、まあいろいろあるじゃろうがの。一度決めたら魂が消えるまで変わらんのじゃ」

　銀星が下を見るのをやめて、渡琉が手をかけている柵に飛び乗った。

　頰を撫でる風が銀星の髭ひげを揺らし、心地良さそうに目を細める。

「性格を選べるって……回転寿ず司しじゃねえんだから、なんだかなぁ。そういや俺、天界と魔界の存在が今もよくわからないんだけど。善と悪……みたいなものなのか？」

　渡琉にはまだよく天界と魔界がわからない。

　なぜそんなものが二つあって、人間界を観察しているというのだ。

「この世界での善、悪という概念とはちと違うのぅ。光と闇という説明の方が、近いかもしれん」

「魔界には地獄があるんじゃねえの？」

　渡琉の考える魔界は、悪いことをした人間が死んだ後に行く、地獄のようなものだった。もっともエメリッヒの登場で、想像していたものとは違うことが少しわかったのだが。

「そういうのはないのう」

「こっちの世界じゃ、悪いことをしたら地獄に行くとか、閻えん魔まさんに舌を抜かれるとか言うんだけどさ、そういうのはなしか？」

　おやつをこっそり食べたり、宿題をしていないのに、したと噓をつくと、母は渡琉によくそう言ったのだ。

　もちろん、この年になるとそんなものなど信じたりはしなかったが、クロノスやゼファーの登場によって、別の世界の存在を信じるようになった。

　だから地獄のような恐ろしい場所がもしかしてあるんじゃないかと思い直すようになったのだ。

「普通の人間が寿命を終えると、ゼファーのような『魂を導く者』によって天界の冥めい府ふへと送られるんじゃ。じゃが自ら命を絶ったり、人の命を奪った魂は汚れておってな、天界の冥府ではなく、魔界の澱おりへと送られる。ゼファーが『死神』と呼ばれて嫌がるのはそこじゃ。魔界へ送られる魂を導くのが『魂を刈かる者』、こっちが死神とも言われておる。『魂を導く者』は天界、『魂を刈る者』が魔界への案内人じゃ」

　渡琉からすればどちらも同じ『死神』だと思うのだが、ゼファーは『死神』と呼ぶと激怒する。銀星の話からすると、魔界の刈る者と同じにされるのが気に入らないようだ。

「じゃあさ、血の海とかあるのか？　ほら、よく言うだろ。悪いことをした奴は永遠に苦しむとか、針の山があるとか……さ」

　渡琉が興奮気味に聞くと銀星は短い前足を組み、唸った。

「ううむ。どう説明してやったらいいんじゃろうな。……冥府に送られた魂は比較的早いサイクルで転生が叶かなうんじゃが、魔界の澱へ送られた魂はそうはいかん。魂から負ふのエネルギーを取り去ってから、天界の冥府へ送られ、転生させるという作業があるんじゃ。じゃが魂から負のエネルギーを取るという作業は時間がかかるんじゃよ。その途中、魂もそれは恐ろしいほどの苦痛を感じるそうじゃ。そこから悪いことをしたら苦しみを伴う地獄へ送られる……というこの世界の考えになるのかもしれんが……。基本的にどの魂も転生をするんじゃよ。じゃからこの世界での死はわしらにとって大したことじゃないんじゃ。お前さん達の魂は循環しておる。存在する場所が違うだけじゃからの」

　確かにそういう考えだと、死は大したことのないように思える。けれどそれはあくまで銀星の意見を尊重してのことだ。

「……まあ、お前さんは一度、天界に行くべきかもしれんの」

「行ったら俺、殺されるんだろ？　まあ……あんたらにとって死は大したことじゃないのかもしれないけど、俺に死にに行けってのかよ」

　いくら渡琉が無鉄砲なタイプだとしても、敵ばかりだとわかっている場所へ無防備に向かうほど馬鹿ではないつもりだ。

「そうじゃないのう……」

　銀星は苦笑して髭を震ふるわせていた。

「……あっ、クロノスはあそこで見張ってるみたいだな……あいつも大変だぜ」

　渡琉は話を変えるように銀星にそう言った。

　クロノスは校舎の入口から少し離れた場所で、走り回るソラトを見つめている。その姿を見ていると、渡琉はなんだか胸がもやもやとしてくるのだ。

「どうしてかな……クロノスがソラトを見る目に……何かを感じるんだけどさ。それが何かまではわからないな」

　いつもは自分の側にいてくれるクロノスがソラトにばかり構っているから、気になるのだろうか。

「……変なこと聞いていいか？」

　銀星をチラリと見てすぐさま視線を逸らせ、軽く咳せき払ばらいをする。

「なんじゃ？」

「……俺っていうか……ルシアスって奴だけど……クロノスのこと……好きだったとか言わねえよな？」

　渡琉には誓ってクロノスに対してそんな気はない。

　だがソラトを見つめるクロノスが視界に入ると、胸をギュッと摑まれたような感覚が伝わってくるのだ。

　悲しいというか、辛いというか、なんだか不思議な痛みを感じる。

　その理由がどうしてもわからない。

「不思議なことに二人が並んでおると、妙にしっくりきたんじゃよ。全く正反対の存在じゃから、そんなふうに見えるのか、実は互いに必要としておるからそう見えたのか……わからんがの。とてもいい関係じゃったよ」

「いや……俺が聞きたいのは……その、恋愛感情って意味のことだよ」

「ん？　ルシアスとクロノスはそういった関係じゃないがの……。なんじゃ、お前さんはそういう目で見ているのかの？」

　銀星から驚きの目を向けられ、渡琉は思わずカアッと顔を赤くした。

「ちっ……違う。そんなんじゃねえよっ！　だから……上手く言えないんだけど……ああもうう、ややこしいっ！」

「渡琉～っ！　チャイムがもうすぐ鳴るからそろそろ教室に帰るよ～」

「わかった！」

　もう少し銀星と話をしたかったが、渡琉は後ろ髪を引かれながらも、則義や健吾と屋上を後にした。










「……本当のことは知らんようじゃの」

　いつの間にか銀星が足元に来ていて、呟くようにクロノスに言った。

　だがクロノスは銀星を見下ろすことなく、校舎に入っていくソラトや他の生徒達を目で追っていた。

「ルシアス様に言われておりました。いずれ自らの罪と対峙することになるだろうと」

　自ら犯した罪の重さを、ルシアスに出会って初めて思い知らされた。

　それでもソラトには申し訳ないが、再会するまで彼のことなどすっかり忘れていたのだ。

　あまりにも多くの罪をクロノスはこの身に負っている。だから一つの罪を掘り起こすのに、時間がかかるのだろう。

「そうじゃな。渡琉もいずれ知るじゃろうて」

　クロノスは暗あん澹たんたる思いを胸に、目を伏せた。

「ええ」

　いつかと覚悟をしてきた。

　ルシアスとも約束をした。決して逃げたりしないと、誓った。

　なのに渡琉に知られたくないと願う、狡ずるい自分が頭を支配しようとする。

「のう、クロノス。いずれはお前さんが渡琉に話さねばならんことじゃぞ。ソラトから聞かされるようなことになれば、大変じゃ」

　銀星は心配するようにクロノスを見上げてくる。

　そんな視線すら、今のクロノスにとっては厳しく、痛みを感じるものになっていた。

「……わかっています」

　ルシアスは許してくれたが、渡琉はどうだろう。

　もちろん、クロノスがもと殺し屋であることは渡琉も知っている。

　それでも見知らぬ相手のことならまだショックも軽かっただろうが、渡琉はソラトと出会ってしまったのだ。

　見ている限り、ソラトに対する悪感情は渡琉には見られない。

　今後、もしかすると親交を深める可能性もある。

　ソラトと渡琉の距離が縮めば縮むほど、クロノスの本当の罪深さを目の当たりにした時、渡琉は深く傷つくはず。

「……私は王子の母君をこの手にかけた」

　誰に告げるわけでもなくそう呟くと、昼休みの終わりを告げるチャイムが、いつもどおりに響き渡った。
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　とりあえずソラトという問題児につきまとわれながらも一日が終わり、何事もなく学校の門を出ることができた。

　友達の健けん吾ごはクラブ活動で、成績のいい則のり義よしは今日はあと一時間追加の特別授業があるため、渡わた琉るは珍しく一人で帰宅する予定だった。

　なのに相変わらずソラトがピッタリと並んで歩き、さらには渡琉に対して批判ばかりする。

「渡琉ってさ、時を司る神だろ？　なのに階段から転げ落ちそうになった奴のために時間を止めるなんてさ、ちっちゃくね？　もっとでっかいことしろよ」

「俺が何をしようとお前に関係ねえだろ」

　日常でそうそう時間を戻すようなことは起こらない。けれど時間を止めることは結構頻ひん繁ぱんにあったりする。

　だからといってその理由が小さいか大きいかなんて、ソラトが決めることではないし、関係のないことだ。

「僕が聞いてるルシアスって奴は、過去も未来もその手の中で自在に操れたってさ。でもお前は時間を止めるだけってなんだよ。時間の渦も操れないなんて、全然駄目じゃないか。やっぱ人間に転生すると天界の奴らはまるでふぬけだ」

　ソラトは馬鹿にしたように横目で渡琉を見て、フンと鼻を鳴らす。

　自分で言うのもなんだが、渡琉はソラトよりは建設的なことに使える力を持っているつもりだし、それなりに人を救ってきた。

「じゃあ、お前はどうなんだよ。ああ、そうだイナゴの攻撃だったよな。ホームをぴょんぴょん跳ねてたけど、自然に戻れて喜んでたんじゃねえの？　あれが誰を食うって？」

　渡琉が反撃に出ると、ソラトは褐色の肌を赤く染めて、眉を怒らせる。

「ばっ、馬鹿にするな！　仮にも僕は魔王の息子だぞっ！　イナゴだけじゃなくて……他にも使し役えきできるんだからなっ！」

「あ、そう。でも見せなくてもいいからな」

　銀ぎん星せいからソラトの力のことを聞いていたから、どれほど脅おどされようと、恐くはなかった。前を歩く銀星はケルベロスのケロルくんが気になるらしく、チラチラと見ては鼻に皺を寄せている。

　銀星は猫の姿をしているから犬のケロルくんが気に入らないのか、それとも単にケロルくんの存在が気に入らないのか、この状態ではわからない。

「ふん。恐れをなしたか。行けっ、黒の悪魔っ！　その力を見せてやれっ！」

　ホームで見せたようにまた渡琉に向かって指をさしたが、今度はイナゴのようなものは飛んでこなかった。

　渡琉は立ち止まって周囲を見回し、なんの変化もないことを確かめてから、ソラトに向き直る。

「……で？」

「なんだ、感じないのか？　お前は不感症か？」

　ソラトに睨にらまれ、渡琉はもう一度周囲を見渡し、そこでようやく黒いものを見つけた。

「え……あっ！　なんだよこれっ！　こそばっ！」

　足に蟻ありが登ってきていて、渡琉はすぐさま払った。イナゴより感触は気持ち悪かったが、数えられる程度の蟻に足を這はい登られても、恐くも痛くもない。

「俺が言うのもなんだと思うけど、他の奴らに偉っそうに攻撃を仕かけない方がいいぜ。ぜって～恥をかくって。いや、現にかいてるぜ」

　ソラトが必死に自らの強さをアピールしようとする姿を見ていると、渡琉は腹が立つより、なんだか可か哀わい想そうになってきたのだ。

「……人間のくせに僕を侮ぶ辱じよくするなっ！」

　ソラトの方からいちゃもんをつけてきたのに、逆ギレされるいわれは渡琉にはない。

「そんなつもりはねえよ。でもお前だって恥はかきたくねえだろ？　そこの銀星に聞いたけど、もっと大人になったら、お前ってすげえ力を持つらしいじゃん。それまで待ったらどうなんだよ。力を見せつけるのはそれからでいいだろ」

　彼らの寿命は永遠だ。どうせ成長するにもそれなりの時間が必要に違いない。

　そうすると、ソラトが成熟する頃には渡琉はすでに寿命を全まつとうし、きっとこの世にはいないはず。

「……もしかすると使っているうちに突然力が増すかもしれないだろっ！」

「そういうものなのか？」

　渡琉が疑問に満ちた目を向けると、ソラトは視線を逸らす。

「し……知らないけど……。で、でもっ他の同じ年代の奴らはみんな凄すごい力を発揮してるんだぞ。なのに僕が使えるのは、イナゴと蟻、恐くないケロルくんだっ！　なんでだよっ！」

　吐き捨てるように怒鳴るソラトだが、渡琉に対してというより自問自答しているようにも聞こえた。

「俺に逆ギレすんなよっ！　だいたい自分でわかってるんだったら、やめときゃいいだろ」

　そう言い返すと、ソラトはムッとしながらも、目には悔くやしさが浮かんでいた。

　もしかするとこのことで苛められたり、仲間はずれにされることもあるのかもしれない。そう考えると、ソラトがどうしてこの世界で自分を人気者にしたのか、わかる。

「こっちの世界のことわざで『大たい器き晩ばん成せい』ってのがあるんだよな。大物であればあるほど、大成するのに時間がかかるんだってよ。ま、要するに、早熟な奴ほど大したことがないってことだ。ってことは、お前はこの先すっげ～力を持つ可能性があるってことだろ？」

　渡琉の言葉に、ソラトは俯うつむき加減の顔を少し上げた。

「僕の周りの奴らはみんなそんなふうにおべっかを使うんだ。僕がそれに気づいてないと思ってる。馬鹿ばっかだよ」

　ソラトは魔王の息子だからきっと使用人がたくさんいる大きな屋敷に住んでいるに違いない。そういうところで雇やとわれている人達は、たいてい本当のことは口にしないものだ。

　だが、使用人達はソラトにゴマをするかもしれないが、渡琉は違う。

「なあ……お前の周りにどういう連中がいるのか知らねえけど、俺がどうしてお前にそんなおべんちゃらを言わなくちゃならないんだよ」

　渡琉の言葉にソラトはハッとした表情を見せ、目を丸くした。

「……そういえば……それもそうだよな。うん。そうだ」

　ソラトは生意気な奴だが、こうやって話してみると意外に可愛らしいところもある。

　魔王の息子なのに腹黒くは見えないし、感情もストレートで向けてくる態度もわかりやすいのだ。

　根が単純なようだから、きっと想像するほど悪い奴ではないのかもしれない。

「俺の名前は緋ひ野の渡琉。渡琉でいいから」

　そう言って右手を差し出すと、ソラトも同じように手を出し、互いに握り合う。

　ソラトの手は意外に硬かったが、冷たくはなかった。

「僕も……お前じゃなくてソラトだからな」

「わかった。ああ、そうだソラト。よかったら、夕飯ごちそうするよ。両親は今旅行で留守にしてるし、天界関係者しかいないから気を使う必要ねえしさ。ま、ソラトが気を使うタイプには見えねえけど。来るか？」

　そう提案すると、ソラトは本当に嬉しそうに頷うなずいた。

　渡琉はソラトを家に案内すると、ちょっぴり靴底の厚いブーツを玄関で脱がせて、キッチンに案内した。

　先に学校から帰っていたローズがソラトを見て驚くかと思ったが、第一声は「はよう夕食の準備をせぬか」だった。

　渡琉はソラトを椅い子すに座らせて、自分は夕食の準備をすることにした。

　料理は作らなくても、母親がカレーやシチューを作って鍋なべごと冷蔵庫に入れてくれているため、温めたらすぐに食べられる。

　今日はカレーにしようと、渡琉は鍋を火にかけ、焦こげないよう搔き混ぜるために、お玉を手に持った。

「なあ、銀星、サラダが冷蔵庫に入ってるから二段目からサラダの大皿を出して、ラップを取ってくれよ」

　ちょうど冷蔵庫を覗いていた銀星に、渡琉は言った。

「構わんよ」

　銀星は人間の姿に戻ってサラダの皿を取り出すと、ラップを剝がしてテーブルに載せる。

　ソラトといえば椅子に座っているものの、初めてだろう人間界のキッチンを興味深げに眺めていた。

「そういやさ、魔界にもこういうキッチンとかあって、飯を食うのか？」

　お玉でグルグルとルーを搔き混ぜながら、テーブルについているソラトに聞く。

「僕の屋敷はこんなちっちゃくはないけどさ。使用人も十数人いるし、食事のテーブルも凄く長いよ」

「ここじゃ、これが普通の家庭なんだよ。つうか、俺の両親が聞いたらいい顔しないぜ。この家はまだ何十年もローンが残ってるんだからな」

　渡琉の言葉にソラトが首を傾げる。

「ローンって？」

「借金のことだよ」

「それってさ、渡琉が貧びん乏ぼうってことだよね？」

　そうソラトに生き真ま面じ目めな顔で言われると、逆に腹を立てることができない。

「ま……なんていうか、まあ突き詰めて考えたらそうなるのかもしれねえけど。……そろそろいいかなあ」

　渡琉は話を逸らすように、温まった鍋からルーをお玉で掬すくうと、皿に盛った飯にかけて手際よくテーブルに並べた。

　ソラトは小さな鼻をヒクヒクと動かして、匂いを嗅かいでいる。

「……なんか……初めて嗅ぐ匂いだよ」

「わらわはもう食べたいえ」

　黙ってスプーンを握りしめていたローズがたまりかねたように言い、テーブルをたたく。

　緋野家ではテーブルについて『いただきます』を言わなければ食事を始められず、『ごちそうさま』と言わなければ、箸はしを置いてはいけない決まりになっている。

　本来ならそういったことを無視しそうなローズだが、母親に厳しく言い聞かされているためか、渋々守っているようだ。

「じゃあ、いただきます」

　渡琉の合図でローズと銀星は手をちゃんと合わせて「いただきます」と言い、ソラトは見よう見まねで手を合わせていた。

　その姿はとても魔王の息子と思えない。

「生卵を落として混ぜると美味いんじゃ」

　銀星はそう言って卵を割って、カレーの真ん中に落としている。

「わらわはヌルヌルしていやじゃ」

　ローズはそう言いながらソースをかけていた。

　ソラトは二人を見比べながらも、とりあえず何もかけることなく、ルーと飯を混ぜてスプーンで掬い、口に運んだ。

「……美味いか？」

　宙に目を泳がせながら、ソラトはもごもごと口を動かし、ゴクンと飲み込んだ。同時にパッと笑顔になる。

「すっごく……いける。こんなの食べたことないよっ！」

「そか。よかったな。そう言ってくれると、作った母さんも喜ぶよ」

　ホッとしながら自分の分を渡琉は頰張りながら、笑顔を浮かべた。

　美お味いしいものを食べると誰だって極上の笑顔になる。ソラトの顔はそんな表情だった。

　なんだか……調子狂うよなあ。

　渡琉はソラトの様子を窺いながら、内心ではホッとしていた。

　魔王の息子だというから、どれほど冷酷で嫌な奴なのかと想像したが、こうやって一緒にいるとまるで違うことがわかる。

　ソラトは確かに気の強い一面もあるが、どことなく憎めない。
















「そういえばソラトは魔王の息子なんだよな？　じゃあさ、魔王って……どんな姿をしてるんだ？　俺、すっげ～興味があるよ」

「……父上は滅多に屋敷に顔を出さないから……僕もまともに顔を見たことないんだけどね。格好いい顔をしてるとは思うけど……そう長く目を合わせていられないっていうか……凄く威圧感があって、僕にとっても……恐い存在かなあ……」

　ソラトは何かを思い出す時はいつもそうしているのか、やっぱり目をグルグルと宙に彷徨さまよわせて、そう言った。

　その表情がどこか抜けた感じに見えて、可愛い。

　……でもこいつは魔王の息子なんだよなあ。

　クスリとした笑いが漏もれるたびに、渡琉は内心ソラトが何者なのかを思い出し、気持ちを引き締めようとするのだが、どうもそれが難しくなっていることに気づいた。

　もっともソラトは天界の者ではないし、戦いを挑んできているわけでもなければ、魂を奪おうとやってきたわけでもない。

　だったら、そこまで警戒するほどのことはないのかもしれない。

「自分の父親の顔をまともに見たことねえって……変だって」

「魔王の息子はみんなこうなんだよ」

　ソラトはそう言うと、なぜか照れくさそうに鼻の頭を搔いていた。










　これほど急速に渡琉がソラトと仲良くなるとは思わなかった。

　クロノスはキッチンで楽しく夕食を摂とっている姿を眺めながら、内心ため息をついていた。

　渡琉がソラトと親しくなればなるほど、事実を打ち明けにくくなる。

　せめてもっとソラトが敵てき愾がい心しん丸出しで戦いを挑んできてくれたら、どれほど楽だっただろう。

　そう願ったところで、無駄だった。

　クロノスが思い出したソラトはもっと口数が少なく、笑顔もあまり見せない子だった。

　魔王の特別な息子ということで、使用人達はソラトを腫はれ物ものに触るように接していたし、もちろん本音で話すような者など誰一人いなかった。

　友達もいなかったから、当然ソラトを訪ねてくる人は皆無だった。

　ただでさえ独りぼっちのソラトから、クロノスは母親を奪ったのだ。

　あの時、仕事を終えてすぐさま姿を消したため、その後ソラトがどうなったのか、知らないし知ろうともしなかった。

　今だから考えることもできるし、後悔もしている。

　当時、ソラトの悲しみはどれほどのものだったのだろうか。

　ソラトは母が亡くなった後、姿を消したクロノスを疑いはしなかったのか。

　もし犯人がクロノスだと知れば、ソラトはどうするだろうか。

「クロノス、どうしたんだよ。こっちで一緒に飯を食おうぜ」

　キッチンの入口にいつしか佇たたずんでいたクロノスに気づいた渡琉がそう言った。

「いえ、どうぞお気遣いなく」

「じゃあさ、クロノス～。一緒にここで楽しく話そうよ」

　食事を終えたソラトは、席から離れてクロノスに駆け寄ってくると、腕を摑んで引っ張る。

　クロノスはその手をやんわりと解ほどいた。

「申し訳ございません……ご遠慮させていただきます」

「僕が追いかけてきたこと……実は凄く迷惑だったんだ？」

　ソラトはじっとクロノスを見上げて視線を逸らさない。

　一番信頼できない相手を慕したっているソラトの姿は、どこかしら滑稽でもある。

「そういうわけではありませんよ」

「クロノスがいなくなってから……いろいろあったんだよ。僕、そういう話をしたいんだ」

　過去はすべて捨てた。なのに今頃になって、思い出したくない現実が顔を覗かせる。

　いっそのこと、渡琉の知らない場所へソラトを連れ出し、密かに闇に葬ほうむってしまえば、事実を打ち明ける必要もなくなる。

　自らが奪った命の数を、あと一つ増やしたところで、罪の重さがどれほど変わるというのだ。

「なあ、クロノス。そうやって突っ立ってないで座ったらどうなんだよ？」

　渡琉の言葉にクロノスは我に返った。

　不穏な気配を感じ取ったのか、ソラトの足元にいるケルベロスが、唸りはしないものの、鼻の頭に皺を寄せてクロノスを見つめている。

「そうしようよ、クロノス。みんなで話した方が楽しいじゃないか」

「……王子。実はお話があります、少し外でお話ししましょう」

　クロノスは渡琉の視線を受け止めることなく逸らすと、ソラトの腕を摑んでキッチンから連れ出し、壁を通り抜けて裏庭へ移動した。

「話ってなに？」

　裏庭には青い筒状のゴミ箱が三つ並んでいて、それぞれ内容物で仕分けができるようになっていた。ソラトはゴミ箱が珍しいのか、そちらばかり見ている。

「何もおっしゃらず、どうか魔界へお帰りください」

　クロノスの冷えた言葉にソラトの顔が上がる。

　これ以上、こちらの視界に入る場所にいられると、たまらない気持ちになるのだ。

　自ら犯した過去に対し償つぐないを求められたら、当然受けなければならない。

　クロノスはそのつもりだったし、ルシアスにも約束したことだ。

　けれどルシアスは転生の実を口にして、今は渡琉の魂として存在している。

　ルシアスの望みをこの世界で叶え天界に戻るその日まで、クロノスは渡琉を守らなくてはならないのだ。

　たとえどんな事情があったとしても、クロノスの使命の優先順位は変わらない。

　あまりにもソラトの存在が邪魔になるようであれば、最悪、先程考えたことをクロノスは行動に移してしまう恐れがある。

　自分で自分をコントロールできなくなる理由が、ルシアスであり渡琉なのだ。これはもう理屈ではなく、クロノスにもどうしようもないことなのだ。

「まだ帰る気はないよ。こっちの学校も結構面白いし、渡琉ともっと話してみたいんだ。別にクロノスには関係ないことだよね。でも……クロノスが僕と一緒に帰ってくれるっていうのなら……すぐに帰ってもいいけど」

　ソラトは寂さびしげな目を向ける。

　目前の男が自分の母を殺したことも知らず。

「……」

　すべてを打ち明け、渡琉がこの世界で寿命を終えた後、ソラトに対してどんな償いでもすると約束すればどうだろう。

　だから今は、魔界に帰ってほしいと。

「クロノス？」

「貴方のお母様のことですが」

　重い口を開き、ようやく話す決心をする。

「母上のこと？　もう随分前に失しつ踪そうしたんだよ。聞いてない？」

　クロノスは失踪という扱いになっていることは知らなかった。

「失踪ですか？」

「そうなんだ。ある日突然、母上は姿を消した。そういえば……クロノスが出ていってからのことだよ」

「その理由を聞いておられますか？」

「別に、聞く必要はないから聞いてないよ。僕は捨てられても仕方のない出来損ないだし、父上にはもともと母上に関心はなかったから、そういうのが嫌になったんじゃないかな。僕はどうでもいいけどね。クロノスは理由を知ってるのか？」

　どうでもいいと言っているが、ソラトは母親をとても愛していた。

「ええ。……王子、実は……」

　クロノスがようやく決心し、ソラトに事実を告げようとした瞬間、自分を呼ぶ渡琉の声が響き、世界の時が止まった。










「父さんと母さんが乗っている客船が行方ゆくえ不ふ明めいになったらしいんだっ！　……今、ニュースの速報が入ったから、とりあえず時間を止めたんだけどな。……くそっ、予定表の載ってるパンフレットはどこだよっ！」

　渡琉は戻ってきたクロノスにそう言いながら、両親から渡されていた客船の日程表を探していた。確かリビングの引き出しに入れていくと聞いていたのだが、あちこち引っかき回しているのに、まだ見つけられないでいる。

「あった！　ええっと……この日程どおりに船が進んでいたら今は新にい島じまを通過したくらいか」

　一番下の引き出しに入っていたパンフレットを引っ張り出して、渡琉はテーブルの上に広げた。日付と船の位置を確かめるのだが、かなりおおざっぱなものだ。

「おんしらは携帯というもので連絡を取り合うのじゃろう？」

　ローズはお気に入りのぬいぐるみを膝に載せ、ウサギの前足をパタパタと上下させている。

　いつも世話になっている母親も行方不明なのに、気にならないようだ。

「無駄だろ。連絡が取れないから、行方不明っていうんだからな」

「おおっ！　下界のサルも言うようになったの」

「だから……もうちょっと言い方があるだろ……」

　ムッとしながらパンフレットをさらにチェックする。

　旅行会社の連絡先も書いてあるものの、ニュース速報で行方不明というのだから、電話してもきっと繫がらないだろう。

「現地に行った方が早いですね」

　クロノスの提案に渡琉は頷いた。

「じゃが、わしはまた嫌な予感がするんじゃが……気をつけた方がええの」

　銀星はソファに座ってサラダの皿を抱えてそう言い、もしゃもしゃと残りを頰張っている。

　ローズと言えばぬいぐるみで遊んでいて、興味なさそうだ。

「わかってる」

　天界の奴らが今度はどういう手で渡琉の魂を奪おうと考えているのかわからないが、この科学が発達した時代に、客船が行方不明になるなどあまり考えられない。

　しかも渡琉の両親が乗っている客船だ。

　偶然とは思えない。天界の仕し業わざと考えるのが妥当だろう。

「じゃあ……俺、ちょっと行ってくるよ。ソラトは悪いけど屋敷に帰ってくれるか？　こっちがすんだらまたゆっくり飯を食おうぜ」

　渡琉がそう言うと、テーブルの上に広げていた旅行のパンフレットを眺めていたソラトが顔を上げた。

「このあたりは、下界で『ドラゴン・トライアングル』って言われてるところだよ」

「なんだよそれ……」

　渡琉は初めて聞いた言葉に首を傾かしげた。

「ええっと、似たようなところで有名なのは『バミューダ・トライアングル』ってところかもしれないね。ここの地場は制御しやすいんだ。だから簡単に船や飛行機を別の次元に移動させて、悪いた戯ずらができるんだよ」

『バミューダ・トライアングル』──そこなら聞いたことがある。

　昔から船せん舶ぱくや航空機が原因不明の消失を遂とげると言われている場所で、一度は耳にする有名なミステリーの一つだ。

　ただそんな場所が日本近海に存在することは知らなかった。

「魔界の範はん疇ちゆうってことか？」

「そうなるかな。だから僕を連れていった方が絶対にいいよ」

　ソラトは自慢げに胸を張り、にっこりと笑う。

　だが、イナゴを飛ばす程度の力しかないソラトを連れていって、大丈夫なのだろうか。

　人間の渡琉が心配することではないのだろうが、やはり気になる。

「……クロノス、どう思う？」

「天界の者が仕組んだことでしたら、隠された船も見つけることができるでしょう。ですがこれがもし魔界の者が仕組んだことでしたら……発見に手間取るかもしれません」

　クロノスはソラトを連れていった方がいいという考えのようだ。

「でもソラトなら簡単に発見できるってことか？」

「可能性は高いでしょうね」

「わかった。じゃあ、ソラトも一緒に来てくれよ。ほら、銀星、行くぜ。そろそろ皿から顔を上げろよ」

　渡琉は銀星の抱えていた皿を引っ張り、テーブルの上に置いた。銀星は渋々という表情でソファから下りる。

「言っておくがのう、下界不介入じゃからの」

　銀星は面倒くさそうにそう言い、巻き毛の髪を撫で上げた。

　天界の奴らは口を揃えて下界不介入と言うのだ。

　彼らは人間界を観察することは許されているようなのだが、人間の起こす問題に介入することは許されないらしい。

「それはもう、耳にタコだよ……」

「わらわにもそれほど協力してほしいのかえ。ならそう言えばいいんじゃ」

　今度はローズがソファから飛び下りて、ついてこようとするのを、渡琉は止めた。

「ローズは家にいてくれよ。時間を進めたら誰からか連絡が来るかもしれないからな」

「わらわに使用人がするようなことをしろと言うのかっ！　なんと無礼な」

「仕方ないだろ。一応、俺以外の家族はお前だけなんだからな。銀星は猫だし、クロノスは姿が見えない。けど、お前は俺の妹だろ？　籍があるのはお前だけなんだからな」

　渡琉の言葉にローズは不満げな表情を浮かべた。だが、どうしても留守番が必要なのだから、仕方ない。

「まずは船を発見して事態を把握しよう。船が沈没とか、そうなりそうな事故が起こっていたら、その原因を特定してから、時間を戻す」

「では行きましょう」

　クロノスが差し出してきた手を取ると、渡琉は気を引き締めるように口を引き絞った。










　海上は想像したよりも物々しい様子だった。

　時間を止めているため音は聞こえないが、消えた客船を探すため、海上保安庁が船や航空機を何なん隻せきも出して捜そう索さくしていて、あちこちで強いライトの光が海を照らしている。

　青いイメージが強い南の海が真っ黒なコールタールのように見えた。足の速い巡視船が黒くて小高い山を切り裂くように波をかき分け進んでいく飛沫しぶきまでも、黒い。その姿がいくつもの光の筋となって、海上に船の軌き跡せきを残している。

「なんだか……凄いことになってるな」

　クロノスのフィールドに守られ、渡琉は上空から海の様子を見下ろしていた。

　捜索にやってきている高速艇もかなり大きな船だと思っていたが、上空から見るとやけにちっぽけに見える。

　上から探せば船の一つや二つ、すぐに見つけられると思ったのだが、それが甘い考えであることに気づかされた。

「夜だと明かりが目印になって見つけやすいと思ったけど……そうでもないんだな」

「たとえ目の前にあったとしても、異次元に捕まえられていたなら、人間の目には見つけられないはずです」

「じゃあ、どこかわかるか？」

　クロノスはじっと海面を眺めて、他とは違う空間を探そうと目を細めていた。

「あれかもしれないよっ！」

　そう叫んだのはソラトだった。

　ソラトは渡琉からやや右斜めに浮かび、ケロルくんを抱きかかえながら、もう一方の手で海を指さしている。

　渡琉もソラトの示す方向を目で追ってみたが、黒い海面があるばかりで、なんの変化も感じられなかった。

「……俺にはわからないな」

「あれは天界のものでも魔界のものでもないのう。なんじゃあの奇妙なエネルギーは……」

　左斜めに浮かんでいる銀星もソラトの指さす場所を見つけ、ううむと唸っている。

　何度目を凝こらしても渡琉には何も見えないし、感じない。さらに天界でも魔界でもないと言われても、渡琉は首を捻ひねるばかりだ。

「それってどういう意味なんだ？」

「あれは人間が作ったものじゃ。いや……ちょっと違うのう。まあ、中に入ればわかるじゃろうが、わしは行きとうないのう……雰ふん囲い気きが悪そうじゃ」

　銀星は可愛らしい顔を嫌そうにしかめて、行くのを渋っている。その様子から、どうもあまり気持ちのいい場所ではなさそうだが、みんなに見えているだろうエネルギーの場所は、渡琉にはどう目を凝らしても確認できない。

　なんとなく疎外感だ。

「俺には海しか見えないけど……そこへ行けるのか？」

「場所もわかりましたし、中に入ることはできるでしょうが……」

　銀星と同じく、クロノスの返事もどこか歯切れが悪い。

　それだけ彼らにとって気持ちの悪い場所なのは態度からわかるが、渡琉には何も感じない。

「……が、って。どういう問題があるんだ？　銀星はすげ～嫌そうだし、お前も気が進まなそうだぜ」

「いえ……ですが、まず私が見て参ります。渡琉様は銀星とここで待っていてください」

　と言って自分だけ行こうとするのを渡琉は引き留めた。

「俺も行くって」

「何があるかわかりません。ここでお待ちください」

　渡琉の身体を銀星に渡そうとするので、抵抗するようにクロノスの腕にしがみついた。

「そういう心配はわかるけど、もし中で何かがあっても、どうせ下界不介入でクロノスは見るだけで戻ってくるんだろ？　それじゃあ意味ねえから、俺も行く。ていうか、みんなで行こうぜ」

　肝かん心じんなところで下界不介入と言って戻ってこられても困る。自分の両親のことでもあるので、渡琉は待っているわけにはいかないのだ。

「いんや。わしかクロノスどちらか一人、残らんといかんの」

　銀星は珍しくそう言って、渡琉に同意してくれなかった。

「え、なんで？」

「エネルギーフィールドに船などを取り込むのは、そこを作った者にとって有利な場所となるからです。外部からそこへ入ると、相手の手の内に入ることになりますので、力の制限がされてしまいます。入ることは簡単ですが、出ることが難しいのですよ。仮に出られなくなった場合、内側から壊すことは大変困難だと思われます。そういった時のために、外からフィールドに穴を開けてもらわなければなりません。だから誰か一人は残らなくてはならないのです」

　そういう理由なら仕方がない。渡琉だって入ったら最後、出られなくなるのは嫌だ。

「じゃあ、銀星に留守番を頼んで、俺達は行こうぜ」

「僕だっているんだから、大丈夫さっ！」

　ソラトは薄い胸板をポンと叩いたが、渡琉は苦笑するしかない。

「……銀星、二時間ほど待って私達が戻ってこない場合は、外から穴を開けてください。では行きましょう」

　渡琉はクロノスに連れられて急降下をする。

　まだ春には遠いのに、生暖かい空気が身体を嫌な感じに触れながら、通り過ぎていく。

　不意に、空気の層のような、明らかに先程まで感じたものとは違う波のようなものが一瞬、身体を通り過ぎた。

　すると、今までは海しか見えなかった場所に、大きな客船が姿を現した。

　上部が白く下部が濃い藍あい色いろをしている優美な船体には『PRINCESS OF THE SEASプリンセス・オブ・ザ・シーズ[image: 〓]』の文字。

　船室のほとんどに明かりが灯ともっていた。後部の甲かん板ぱんにあるプールもライトアップされていて、夜の営業をしているようだ。

　確かに渡琉の両親が乗っている客船だった。

「あっ……あっちはなんだよっ!?」

　時と厳しい自然に晒さらされ、ボロボロに垂れ下がったマストを持つ帆ほ船せんが、客船に併へい走そうしていた。

　折れた船首には首のない馬の像が彫られていて不気味だ。

　船の側板は木の皮があちこち剝がれて垂れ下がり、砲ほう門もんからは錆さびた鉄の砲が覗いている。

　周囲は先程までなかった霧きりが立ちこめ海面を見えなくさせていて、今にも何かが出てきそうな雰囲気だ。

　クロノスは恐ろしいほど冷えた表情でボロボロの帆船を見つめながらも、渡琉を客船の後部のプールサイドへ下ろしてくれた。

「……もしかして……あれって、幽霊船っていうやつか？　いや、本当にこの現代にそんな船があるのか？」

　渡琉はすぐさま手すりに駆け寄り、ホラー映画から抜け出たような、帆船を見上げた。

　つり下げられているランタンの明かりはあちこちにあるが、不思議なことに全体的に幽霊船が淡あわく発光している。

　だから船全体が闇に紛まぎれることなく周囲から浮かび上がっているのだ。

「ここはとても……嫌な感じがします。渡琉様、絶対に私から離れないでください。よろしいですね？」

　クロノスは眉根に皺を寄せたまま周囲を見回し、両側にぶら下げている剣の鞘さやに手をかけ、いつでも抜ける体勢を整えている。

「嫌な感じってなんだよ？」

「悪霊の存在が感じられるのです」

　そう言ってクロノスは顔をしかめたまま相変わらずあたりを注意深く窺っている。

　だが、幽霊船ならわかるが、渡琉にはそういう気配は感じ取れない。

「……悪霊って襲いかかってきたりするのか？」

「時には。ただ、私がついておりますので、ご安心ください」

「それはちょっと恐いな。ソラトは魔界の出身だから大丈夫……って、お前も恐いのかよっ！」

　ソラトはクロノスの右腕にしがみつきビクビクと周囲を見回していた。

「お前、魔王の息子だろ？　こういう雰囲気は慣れてるんじゃねえのか？　魔界ってこうじゃねえの？」

　呆れた顔で渡琉が言うと、ソラトは褐色の肌を朱に染める。

「……別に恐いわけじゃないよっ！」

「え～どうだか」

「クロノス～、僕、怖がってないよね」

　ソラトはクロノスだけに使う甘ったるい声でそう言ったが、返事は返されない。寂しげな表情のソラトが可哀想になって、渡琉は慌てて話題を変えた。

「……でさ、確かに時間を止めてるけど……誰も甲板にいないのは変だと思わないか？　あんな気持ちの悪い幽霊船だって近くに来てるんだぜ。普通ならこぞって甲板に出てきて、驚いている人間がたくさんいてもおかしくないのにさ……」

　時間を止めていることも原因かもしれないが、誰一人としてそれを見ている人間がいないことが気になる。

「確かにそうですね……」

　客船の隣に浮かんでいる帆船の存在から、原因は船の事故でないことは明らかだ。銀星は人間の仕業だと言った。それはどういう意味なのだろう。

「プールサイドの扉から船の中に入れるみたいだし、行こうぜ」

「そうですね……」

　クロノスはピリピリと張り詰めた気配を纏っていて、今にも何かに斬きりかかりそうだ。

　綺麗な顔をしているだけに、思い詰めたような表情をするとやけに気迫が漂ただよい、声がかけにくくなるほど彼の美貌は艶えん美びに輝く。

「渡琉様、何かお気づきのことでも？」

「え……いや。なんでもねえよ」

　渡琉はクロノスから視線を外し、咳払いをしてプールサイドから船内に入った。

　そこでようやく人の姿を見つけたが、ベンチに座ってくつろいでいるところで時間が止まっているわけではなかった。

　みな何かに怯えるように身体を屈めていたり、この場所から逃げだそうと駆けだしたままの姿の人々もいる。

　渡琉は倒れてるボーイに近寄った。

「し……死んでるのか？」

　男は仰あお向むけに倒れていた。恐ろしいものを目撃したように、白目を剝いて口を大きく開けている。両手は肘ひじで折れ曲がり、手が助けを求めるように空中を彷徨ったまま止まっていた。

　白いシャツに黒いベスト、蝶ちようネクタイに、黒いスラックス。

　縁に赤のラインの入った帽子を被かぶっていて、後ろには客船の名前が銀糸で刺し繡しゆうされている。

「……いいえ。これは魂を抜かれています」

　クロノスは男の額ひたいに手を当て、そう言った。

「じゃ……じゃあやっぱり……死んでるってことだよな？」

「今は魂が抜けているだけですので、死んでいる状態とは少し違うでしょう。ただし、この状態が長く続くと、本当の死が訪れます」

　身体から魂がなくなっていたら、それは死としか思えないのだが、違うようだ。

　問題は、このボーイだけでなく、他の人々も同じような顔をして逃げ惑う姿のまま止まっていて、それぞれ白目を剝いていることだろう。

「こっちにもいるよ。あっちにもだ。みんな魂を抜かれてるみたいだ」

　ソラトが倒れている乗客の側にしゃがみ、動かない人間の鼻や睫を手で触りながらそう言った。

「……」

　見渡す限り、魂の抜けた身体が転がっている。

　どの顔にも恐怖の表情が浮かんでいて、誰一人としてこの客船での時間を楽しんでいる者はいなかった。

「なあ、これってどういうことなんだよっ！　普通じゃ考えられないことだよな？　人間の仕業だって言うけど、こんなことできる人間なんているわけないだろっ！　これは天界の仕業なのか？　それとも魔界の仕業なのか？　どっちなんだよっ！」

「これはソウルイーターの仕業です」

　クロノスはやっぱり周囲を注意深く窺いながら、警戒している。

「ソウルイーター？」

「苦しみながら孤独に死んだ魂が、死の原因になった場所から離れられずに、仲間を求めて悪霊化してしまったんだよ」

　ソラトはそう言って相変わらずクロノスの腕に摑まりながら、魂の抜けた人間の頰を足先で突いたり押したりしている。

　渡琉は白目を剝いた人間を凝ぎよう視しできるほどこういう姿に慣れていないが、怖がりながらも触れたりできるソラトはやはり魔界の人間なのだろう。

「悪霊化したソウルイーターって奴が魂を取ってるっていうのか？」

「ええ……。嫌な感覚の理由がソウルイーターだとは驚きましたが」

　相変わらずクロノスはあちこちを見ていて、両手とも剣の鞘から離れない。

　ソウルイーターというのは、危険な相手なのだろうか。

「悪霊化した人間だっていうのはわかったけどさ、マリーセレスト号事件じゃあるまいし、現代でこんな事件、聞いたことないぜ。やっぱり天界の奴らが絡からんでるんじゃねえのかよ」

　一八七二年、マリーセレスト号という船が無人の漂流船として発見された事件は有名だ。

　乗客や船長の姿は忽こつ然ぜんと消えていたが、テーブルには湯気の立つ料理が並べられていたのだ。海かい賊ぞくに襲われたのか、伝染病に感染して乗務員と乗客全員が死亡したのか、様々な憶測がなされたが、朝食は食べかけのままで温かく、コーヒーは湯気がたっていて、調理室では火にかけた鍋がグツグツと音を立てていたのに人だけが消えていた。

　他の船員の部屋には食べかけのチキンやシチューが残されていた。

　一体、マリーセレスト号の乗務員と乗客がどこへ消えたのか、いまだ謎のまま。

　だがそれはもう随分と過去のミステリーだった。

　それがこのソウルイーターの仕業だったとしよう。

　日常的にこのソウルイーターが出現しているというのなら、ニュースで怪奇現象という形で報道されてもおかしくないことだろう。

「彼らは何百年かごとに眠りから目覚めては、船舶を襲っているのです。きっと、どこかで眠っていたソウルイーターを起こした者がいるのでしょう。でなければ渡琉様のご両親が乗る船がソウルイーターに捕まるなど、偶然にしてはできすぎです。私達は罠わなにはめられたのかもしれませんね。ソウルイーターに渡琉様の魂を食わせることで、身体から引き離そうと企たくらんでいるのかもしれません」

　誰が計画したのかわからないが、こういうまどろっこしいやり方はやめて、文句があるなら正々堂々と目の前に出てくればいいのだ。

　なのにどいつもこいつも渡琉の周囲にいる人間を巻き込もうとする。

　本当に腹立たしい。

「誰がこんなことを計画したのかは後で考えるとして、どうすればその……ソウルイーターって奴からみんなを助けられるんだよ？　もと人間ってことは話し合いができたりするのか？」

　今しなければならないことは、みんなを助けることだ。

　渡琉はその方法を知りたい。

「それは難しいんじゃないかな。説得しようとしても悪霊化してるし、すでに理性なんてなくて、ただ腹を空すかせて魂を食らう存在になってるから」

　ソラトはそう言うが、渡琉はそう簡単に納得ができない。

「そんなのやってみなくちゃわからない……」

　急激に周囲の気温が下がったと思うのと同時に、クロノスが渡琉を自らの背後に追いやり、剣を掲かかげた。

「な……なんだよっ……」

「主しゆ賓ひんが来たようです。私から離れないでください」

　クロノスが取った戦闘態勢とは違い、ソラトは慌てて渡琉の後ろに隠れる。

　だが、ケルベロスのケロルくんだけは、唸り声を上げながらクロノスの横に立って毛を逆立てていた。

「わかってる」

　さらに周囲の気温が下がっていくと、空中にぼんやりとした白っぽい光が浮かび、それはゆっくりと人の姿へ変化していく。

　目を離さずにいると、その光は五、六歳くらいに見える少女の姿へと変わった。

　緑の瞳はやけに暗く涙に濡れ、小さな唇は薄い。

　蒼白い肌には血の気がなく、くすんだ金髪は二つに分けて三つ編みにしている。

　花柄の古めかしいワンピースは腰に大きなリボンがついていて、スカートの裾は広がり細い足首が見え、黒い革靴は汚れていた。

「あれが……ソウルイーター？」

　恐れを抱いだくほどの存在に見えず、渡琉は思わずそう聞いていた。

「静かに」




『私……独りぼっちですごく寂しいの……』




　心に直接語りかけてくる声は可愛らしいもので、魂を食らう存在にはとても見えない。

　だが、あの少女が食らった魂を取り戻さなければ、奪われた人達には死が訪れる。まだ確認はしていないが、その中に自分の両親が含まれている可能性も高い。

　少女はもともと人間だというのだから、話せばわかってくれるかもしれない。

「あのさ。こんなことしたって、寂しさは紛れないと思うぜ。死んだ後のことは俺もよくわからねえけど、ここじゃなくて上に行かなくちゃ、生まれ変われないぜ」

　渡琉はクロノスの背後から少し顔を出してそう言った。

　すると少女の緑の目が二つとも突然真っ黒な穴になり、ギザギザの歯を剝き出しにして、飛びかかってきた。

「うわああ────っ！」

　クロノスが剣で少女の身体を裂き、二つに割れた少女の身体の一つに、ケロルくんが嚙みついた。

　少女は空気を切り裂くような甲高い声で絶叫すると、その姿は空中で霧散した。

「……消えたのか？」

「いいえ。逃げただけです」

　クロノスは剣を鞘に収めて渡琉を振り返ると、強く肩を摑んだ。

「クロノス？」

「いいですか、渡琉様。悪霊化した魂を侮ってはなりません。説得すれば納得するかもしれないなどと安易に考えて行動してはなりませんよ。あの悪霊にとって貴方は餌えさなのです。話し相手でもなければ、友達でもありません。わかりましたか？」

　いつも以上にクロノスから真剣な眼まな差ざしを向けられ、渡琉は渋々頷いた。

　ただ、このままでは魂は戻ってこないし、時間を進めることもできない。

「じゃあ……船がここに入る前に時間を戻せば、とりあえず助けられるよな？」

　渡琉がそう言うと、クロノスは仏頂面に少し困惑した色合いを浮かべた。

「無理かもよ」

　クロノスを代弁するように、ソラトは言った。

　なんだか嫌な予感がしながらも、渡琉は金の懐中時計をポケットから取り出したが、どのボタンも押しても、うんともすんとも言わない。

　こんなことは初めてで、渡琉もどうしていいのかわからない。

「う……動かない。どうしてだよっ！　壊れたわけじゃないよな？」

　渡琉の動揺に比べ、クロノスは冷静だ。

「ええ。多分そうだろうとは思っていました」

「二人ともわかってたのか？」

　ソラトは「もちろん」と言い、クロノスは頷く。

「大きな円を想像してください。その中に小さな円があります。それがこのフィールドだと思ってください。渡琉様が時間を止めたのは大きな円の中でのことですので、小さな円の中も影響を受けました。ですが小さな円の中では悪霊の力が勝まさっています。そこに入ってしまうと、力の制限がされてしまう恐れがあったのですが……どうやら私の力も制限されてしまうようですね。私もいつものように壁を通り抜けることができませんので」

　そう言うとクロノスは壁に手をつけた。見慣れたとはいえ、壁の通り抜けはやめろと渡琉は常々注意しているが、いざ、できないとなると困る。

　では渡琉がここから外に出なければ、時間を戻すこともできないし、ましてや今止めている時間をもとに戻すこともできないのだ。

「じゃあ……どうしたらいいんだよ？」

「ゼファーなら説得できたかもしれませんが……」

　クロノスが腹立たしそうに呟いた。

「どういうことだよ？」

「彼は『魂を導く者』です。こういった迷う魂を説得して昇華させたり、食らった魂を吐き出させることも仕事のうちなのですよ」

　仏頂面がさらに不機嫌な表情を浮かべて、クロノスは嫌そうに言う。

「……あいつ、いっつも肝心な時にいねえんだよな。ほんっと、使えねえ奴だっ！」

　頼みがある時に限って姿を見せず、味方だと信じていたらあっさり裏切り、気がつけばヘラヘラと笑って自分のしたことなどすっかり忘れた顔で戻ってくる。

　ゼファーはそういう死神だ。

「ただすでにあのソウルイーターは人の命を奪っているでしょうから、ゼファーの範疇ではないのかもしれません」

　クロノスは周囲を見渡し、小さなため息をついた。

「じゃあ……誰がこういうのをなんとかしてくれるんだよ」

「魔界の『魂を刈る者』がいると、いいのですが……」

　その死神については、渡琉も銀星から話を聞いていた。

　天界側の死神が『魂を導く者』で魔界側の死神が『魂を刈る者』と呼ばれているのだ。

　自殺したり人を殺あやめたりした魂を魔界に連れていくのが『魂を刈る者』だったはず。

　だが、黙って話を聞いていたソラトが、ここで口を挟んだ。

「呼べたとしてだけど無理だよ。天界の『魂を導く者』は真面目に仕事をするらしいけどこっちは違う。特にこういう悪霊化した魂って、説得なんて聞かないし、無理やりは面倒だから放置して、時々死んだ者の魂だけを吐き出させて、本体は放置ってことが多いんだよね」

「はあ？　放置ってなんだよそれ。っていうか、ゼファーってあれで真面目に仕事してるのかよ。それも信じられねえけど……。じゃあどうしたらいいんだよ？　俺が外に出て時間を戻したら解決すると思うか？」

　このフィールドの外に出て時間をまず戻し、船がこの場所を通らないように警告するしか、今のところ手がない。

　もっともそうすると、この客船は解放されるかもしれないが、幽霊船は放置のままだ。そうするといずれ別の船を襲うだろう。

　それも渡琉には気が進まない。

　何か根本的に解決できる方法を模索したいのだが、一気に解決してくれそうな『魂を刈る者』はあまり頼りにはならないようだ。

「わかりませんが……一度、外に出た方がよろしいでしょう」

　クロノスの言葉に渡琉は頷いた。

　まずはこの客船を助けてから、幽霊船をどうにかする方法を考えるのだ。

　渡琉はそう決め、みんなで外へ出ようとしたが、クロノスが最初に危き惧ぐしたとおり、どうしても出ることができなかった。

　結局、内側からフィールドに穴を開けることを諦め、渡琉は両親を捜すことにした。

　クロノスはウロウロせずに銀星が穴を開けてくれるまでソウルイーターを刺激することなく、静かに待っていた方がいいと提案したが、渡琉は顔を横に振った。

　渡琉は両親を捜したかったのだ。きっと他の人達と同じように、魂を取られていることは予想できたが、どうしても自分の目で確かめたかった。

　先頭にケロルくん。次にクロノス。クロノスの右腕にしがみついて歩くソラト。左手に渡琉という順番で通路を歩き、客室に向かった。

　時間を止めていてエレベーターが動かないため、非常階段を使って下の階へと向かうことになった。

　時間を操作できないのは辛いが、助かったこともある。

　魂が抜かれた状態が長く続くと本当の死が訪れるとクロノスに言われたが、時間を止めている今の状態なら、原因を探すまでの時間を稼かせげるだろう。

　そう考えると動揺していた気が少しばかり落ち着く。

「ここだ……」

　部屋には鍵はかかっていなかった。ドアを開けて中に入ると、すぐに両親の姿を見つけることができた。

　六畳よりやや広い部屋には、真ん中にツインベッドが置かれていて、窓側にテーブルと椅子があった。

　母親はベッドの間に蹲うずくまり、それを守るように父親が覆い被さっていて、顔を天井に向けていた。その表情は今まで見た人々と等しく、恐怖に歪んでいる。

「父さんっ！　母さんっ！」

　多分、そうだろうと覚悟はしていたが、現実を目の当たりにすると、ショックが大きい。

　渡琉は動かない両親のもとに駆け寄って、震える手で二人の身体にそっと触れた。

　いつも強気で何事にも向かっていくタイプの母親が、ダジャレ好きの父親に守られている姿を見て、こんな状況なのに思わず微笑が漏れそうになった。

　やっぱり父親も男なのだと、渡琉は誇らしい気持ちにもなる。

「……」

　不思議とまだ身体は温かい。それでもこの身体からは魂が奪われていて、放っておけば死んでしまうのだ。

　そう、死だ。

「渡琉……大丈夫？」

　ソラトが渡琉を気遣うように、肩に手を置いた。

「わかってたんだけどさ……いざ目の前にすると、結構、動揺するもんなんだな」

　他の人と同じ目に遭っているのだと言い聞かせてここに来たのに、いざ目の前にすると、心臓が激しく鼓動し、大声を上げて暴れたくなるほど、気持ちが乱れる。

「大丈夫だって。すぐに、もと通りになるよ。だって、僕の母上は戻ってこないけど渡琉の両親はソウルイーターから魂を吐き出させたら解決だからさ。それに比べたら絶対ましだって」

　ソラトはそう言って渡琉を励はげましてくれた。

　だが、渡琉はソラトの母親が戻ってこないという言葉に驚いた。

「え、ソラトのお母さんは亡なくなったのか？」

「違うよ。ある日突然、出ていっちゃったんだ」

　苦笑しているつもりのソラトの表情には、紛れもない悲しみが浮かんでいた。

「……魔界でもそういうのあるんだ」

「僕に落胆したんだと思う。魔王の息子としては力も全然ダメダメでさ……母上はずっとそのことを気にしてたから……」

　いや、勉強ができないからといって、息子を捨てて出ていく母親はいない。きっと何か事情があったに違いないのだ。

「そんなことないって。子供が可愛くない母親なんているわけないだろ。きっと何か事情があったんだよ」

「そうかな」

　ソラトは俯き加減の顔を上げ、答えを探すように渡琉を見つめてくる。

「当たり前だろ。母親なんだから。じゃあさ、これが終わったら今度は俺がソラトの母さんを捜すの手伝ってやるよ」

「本当に!?」

「ああ。……あ、でもソラトの住まいって魔界なんだよな？」

　渡琉は本気でそう言ったのだが、ソラトの住まいは魔界だ。例のもらった骨を吹いて馬車を呼ぶしかないのかもしれない。

「僕が案内するからおいでよ。人間ってわからないようにする手はいくらでもあるし……」

「楽しみにしてるよ」

「やった！　じゃあ、約束だからね。クロノスが証人だよ」

　そう言って嬉しそうにしているソラトに、渡琉は随分励まされていることに気づいた。

「よ～し、じゃあまずこっちを片づけないとな」

　渡琉は歯を食いしばるように引き絞り、瞳が涙で濡れるのをこらえた。

　泣いている場合ではないのだ。

　両親だけではなく、ここにいるたくさんの人達の魂ももとに戻さなくてはならないのだ。それができるのは渡琉だけだ。

「なあ、あのソウルイーターから死神抜きで、どうすれば食った魂を吐き出してくれると思う？」

　両親に背を向けて渡琉はクロノスに聞いた。

「上手くいく保証はありませんが、ソウルイーターになった者の遺体を焼き、悪霊が戻るよりどころをなくしてしまうことですね」

「焼く……のか？」

　渡琉にはいまだかつて遺体を焼くことなど考えたこともないし、当然やったこともない。

　想像することすら躊躇われる行為であるのに、クロノスは平然と口にする。

「ええ。どうされました？」

「……わかった。じゃ……じゃあ、火をつけるものが必要だよな」

　渡琉は両親から離れ、入口にあるクローゼットを開けた。

　父親は煙草たばこを時々吸うので、ジッポーのライターと専用のガスオイルの缶をいつも所持している。

　もっとも母親から禁煙を言い渡されているので、荷物の奥に隠してあるに違いない。

「あるはずなんだよな……父さんいつもこっそり持ってるから……あった！」

　煙草とライター、ガスオイルの缶を入れた巾きん着ちやくを見つけ、渡琉はそれを上着のポケットに入れた。

　遺体を焼くだけならきっとこれで間に合うだろう。

「幽霊船に移動しようぜ」

　渡琉はもう一度両親の姿を見たい気持ちに駆られたが、そこをこらえて部屋を出た。










「底が抜けそうだよな」

　客船から隣の幽霊船に乗り移ったまではよかったが、甲板は腐ふ食しよくが進んでおり、あちこち穴が開いていた。

　まるで今さっき海から這い出てきたとでもいうように、舵だ輪りんや車しや地ち、マストの柱にはフジツボがびっしりついていて、得体の知れないどろりとした液体が垂れている。しかも腐った匂いがあたりに漂っていて、鼻がおかしくなりそうだ。

「渡琉様、離れないでください」

　少し渡琉が先を歩こうものなら、クロノスはそう言って引き留める。

「わかってるって」

　クロノスの心配もわかるが、早く問題の遺体を見つけるために渡琉は早足で歩き、後部にある船長室らしき部屋のドアを開けて足を踏み入れた。

　中はびしょ濡れで、あちこち海水が滴したたっている。テーブルの脚が腐っているのか、斜めになっていて、床には皿やカップが散乱していた。

「映画で見る船長室とは全然違うな……てことはここは船長室とは違うのかな？　だいたい金目の物がまるでないしさあ……」

　想像していた部屋とはほど遠い。金のカップもなければ、宝石を隠した宝箱もない。いや、荒らされてめぼしいものはすべて持ち去られたという感じだ。

「船の脇腹に砲弾の痕あとがありましたので、海賊に襲われたのかもしれません」

　クロノスは床に落ちていた日誌を取り、中身を読もうと開いていたが、用紙は海水に浸つかかっていたからか、中身はぐずぐずと床に溶け落ちる。

「それ、読めそうにないな」

「そうですね」

　いつもは仏頂面をしているクロノスが、どことなく面白くなさそうに見え、渡琉は思わず笑いが漏れそうになった。

　だが、ソラトの悲鳴とケロルくんの甲かん高だかい咆ほう哮こうに、慌てて船長室を飛び出した。

「クロノスっ！　出た……出たんだよっ！」

　ソラトは甲板を転げるようにして駆け寄ると、クロノスにしがみついて顔を埋うずめた。

　よほど恐かったのか、ブルブルと身体を震わせている。ケロルくんは甲板から下へ向かう階段に向かって吠ほえていた。

「王子。もう大丈夫ですよ」

　クロノスはソラトをやんわりと引き離し、言う。

　その表情はやけに冷ややかだ。食事の時も感じたが、どうもクロノスはもと教育係なのに、ソラトとやけに距離を取りたがっているように見え、渡琉は気になっていた。

　単に慕われるのが苦手だからか。

　それともソラトとは顔を合わせたくなかった何かがあるのか。

　もっともクロノスはもともと仏頂面のため、その本心はわからない。

　ただソラトが魔界の者だから、天界出身であるルシアスの魂を持つ渡琉の側に置きたくないからかもしれない。

「あいつ、僕を見てニヤって笑ったんだ。ケロルくんが追い払ってくれたから大丈夫だったけど……僕の魂なんて取れるわけないのにさっ！」

　冷たい態度を取られていても、ソラトはクロノスを慕っている。

「落ち着いてください。もう大丈夫ですから」

「本当に恐かったんだ……僕……」

　必死にクロノスにしがみついているソラトを見ると、本当にクロノスを慕って、心底信頼しているのだと気づかされる。

　母親に姿を消され、友人もできずに、魔王の息子相応の力も今はない。

　教育係として側にいてくれたクロノスとのことを思い出し、彼だけは自分の側にいてほしいと願うのは、仕方のないことなのかもしれない。

　そんなソラトの孤独は、両親にも友人にも恵まれている渡琉には、理解できるものではないのだ。いや、できると思うことは驕りだろう。

　渡琉は側にあったランタンを手に取ると、あたりを照らしながら階段を下りた。

　どちらに明かりを向けても、ほんのすぐ先に濃い闇が蹲っていて、ランタンの光を通してくれない。足元をよく見ていないと、腐った床のあちこちに穴が開いていて、ぼんやりしていると足を踏み外してしまう危険があった。

　中はやけにジメジメとしており湿気がすさまじく、塩を含んだ粘ついた空気が肌にまとわりついて不快指数ばかりが跳ね上がる。

「……死体とか骨とか……ないな」

　意外なことに、想像していたような骸骨もなければ遺体も見あたらないのだ。

　先程、姿を見せたソウルイーターの気配も感じられず、ただ静かだった。

　奥を確認しに行きたいのだが、暗くて先が見えないため、一人では行かない方がいいだろう。

　なんだよ、まだ下りてこないのか……。

　そろそろ下りてきていいはずなのにクロノスはまだソラトと甲板にいるようだ。

　だが渡琉は、甲板に戻って二人の姿をもう一度見ることができず、待つことにした。

　ソラトがどれほどクロノスに戻ってきてもらいたいのか、気づいたからかもしれない。

　もちろん渡琉にとってもクロノスは側にいてもらわなければ困る。これからもあるだろう天界の策略に、渡琉一人では立ち向かうことなどできないからだ。

　けれどソラトの魔界での状況を知れば知るほど、クロノスを自分の側に置いていることに罪悪感を感じてしまうのだ。

　足元にはいつの間にかケロルくんが来ていたのだが、渡琉と目が合うと、鼻の頭に皺を寄せ、牙を剝いた。

「お前が俺にそういう態度を取る理由がわかったよ。お前のご主人が慕っているクロノスを俺が独ひとり占じめしてると思ってるからだろ。でもな、俺にも理由があるんだよ……」

　俺はどうしたらいいんだろう。

　すぐに出せない答えに、渡琉はそっとため息をついた。










「それでね、クロノス。渡琉達が船長室を調べている間に、僕は船首側にある部屋を調べてたんだ。そうしたら、あのソウルイーターになった女の子の日記みたいなのがあったんだよ。それを読もうとしたら出てきたんだ。でもさ、それをもう一度、調べてみたいんだけど……一緒に来てくれる？」

　ソラトはクロノスの腕を摑んで船首側にある部屋に向かって引っ張る。

　だがクロノスは下へ向かった渡琉が気になってそれどころではない。

「いえ、それはのちほど。今は渡琉様を一人にはできません。まずは下へ向かいましょう」

　クロノスの言葉にソラトは顔を左右に振る。

「大丈夫だよ。渡琉にはケロルくんを護衛につけてるし、すぐに終わるよ」

　確かにケルベロスはソウルイーターを追い払う力を持っている。だからといって渡琉を一人にはしておけない。

　渡琉はいつだって無謀に突っ込んでいく。悪霊に説得は無駄だと説明したものの、渡琉のことだから本当に対面すれば、やはり説得しようとするに違いない。

　クロノスはソラトから離れて階段の下を覗き込んで渡琉の姿を確認した。渡琉はケロルくんを脇に従え、階段の一番下に座っている。

「渡琉様、確認したい場所があります。すぐに戻って参りますので、渡琉様はそこで動かずに待っていてください。いいですね？」

　クロノスがそう言うと、渡琉は見上げて「わかった」と手を振った。

「では王子のおっしゃる場所を調べましょう」

「こっちだよ」

　クロノスはソラトを追った。

　本当は渡琉と離れることは避けたかったのだが、ソラトと二人きりの場所で、打ち明けなければならない話がある。これはチャンスなのかもしれない。

　母親に捨てられたと渡琉に話すソラトに、何度も口内に苦いものを感じていたのだ。

　もし渡琉が何かのきっかけで、クロノスがもと殺し屋であることをソラトに話したら、いくら鈍感なソラトでも母親の失踪に疑問を持つはずだ。

　渡琉にはこの件がすんでから落ち着いた場で話すことにして、ソラトには先に打ち明けておいた方がいいだろう。

　クロノスはソラトの前を歩き、船首に向かった。

　船首側の部屋は調理室のようで、錆びてボロボロになった鍋や、割れて砕けた皿が床に転がっていた。テーブルや椅子もあっただろう場所は、床が腐って抜け落ちていて、代わりに底の見えない闇が広がっている。

「王子にお話が……」

　クロノスが振り返ると、ソラトは今まで見せていた表情とは違い、どこか冷さめた目をしていた。

「もしかして母上のこと？」

　上目遣いでじっと見つめるソラトから、笑顔は消えていた。

　今までとは何かが違う。

「……ええ」

　クロノスがそう答えると、ソラトは突然笑いだした。

　楽しいと言うより明らかに馬鹿にした笑いだった。

「……王子？」

「僕が知らなかったとでも？」

　ソラトは挑むような鋭い視線を向けて笑いを収めると、首の後ろからヒトデの形をした生き物を剝ぎ取って、床に放り投げた。

　同時に彼が本来持っている闇が、小柄な身体から立ちのぼった。

「まさか」

　床に転がされたブヨブヨした緑色の生き物は、クロノスもよく知るパワーイーターだ。

　罪を犯した者に対して使われる魔界の生き物で、大抵は何匹も身体に張りつかせて檻に入れて力を奪い、罪人を従順にさせる。

　ただ、別の使い方があるのだ。

　熟練した者であれば、自らが纏う闇や光の量をコントロールができるため、力の差がわかりにくい。それでも、大抵は相手が纏っている闇や光の量によって、向こうが自分より上か、それとも下なのか判断がつく。

　だが、相手を油断させるために、パワーイーターをこっそり身体に張りつかせることがあるのだ。そうすることで本来は力があるのに、劣おとっていると見せかけることができる。

　もっとも力のない者がそんなものを身体に張りつけたりすると、すぐさま動けなくなってしまう。だから強い力を持っている者でなければ、身体に張りつけて、日常を送ることなどできないのだ。

　それをソラトはやってのけた。

　では、いつしかソラトは魔王の息子に恥じない力を獲得し、クロノスの知るソラトではなくなっていたのだろう。

　問題はソラトがそうやって自分を誤ご魔ま化かしていた理由だ。
















「クロノス……お前は教育係なんかじゃなかったっ！」

　ソラトの身体からは濃い闇が溢あふれ出し、黄金の瞳は今まで見たことがないほど怒りに満ち、きつく握られた拳こぶしは小刻みに震えていた。

「僕の母上を殺すためだけに、教育係と偽いつわって僕の家にやってきたんだ。僕は何も知らずに……お前を慕った。本当に心から……信頼してた。馬鹿みたいだと思わないか？　母上を殺すためにやってきたお前を信じてたんだ。滑稽だよね」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながらも、決して視線はクロノスから逸らさなかった。

「……ええ。否定はいたしません。確かにそのために王子に近づきました。今更許しを請うても、無駄でしょうが、心からあの頃の自分を恥じ、申し訳なく思っています」

　クロノスは本当に後悔していた。

　そして、理解している。

　過去の罪の重さで、いずれこの身は滅びるだろうと。

「僕がそれを知った時、どれほどショックを受けたか、知らないだろうね。でもさ、誰よりも劣っていた僕が今の力を手に入れられたのは、あの時の悲しみと怒りからなんだよ。凄いよね。十日泣き続けて、十日怒り続けた結果がこれだよ。母上が殺されたっていうのに、父上は喜んだんだ。僕の力の目覚めをね。皮肉だと思わない？」

「王子。貴方の怒りはどういう形であっても受け入れる覚悟をしております。ただ、今しばらく、お待ち願いたいのです。渡琉様が一生を終え、天界に戻られる日まで。その後は……私をいかようにしていただいても構いません」

　どれほど身勝手だといわれても、渡琉がこの世界にいる限りは、クロノスは彼の側にいなければならない。

　渡琉を守るために。

　ひいてはルシアスを守るため。

「よくそんな身勝手なことが言えるよね。でもいいんだ。僕は別にクロノスに消えてもらいたいなんて思ってないから」

　一層濃い闇が背後の穴から噴き出し、それらは幾重もの束となって、クロノスの身体に絡みついた。

「……これはっ！」

　蛇へびのように身体に巻きつく黒い影は魔物ではない。

　この船の底に巣くう悪霊どもだった。

「誰がこの船をここに連れてきたと思ってるんだよ。僕に決まってるだろ。わざわざバミューダ・トライアングルの海底で眠っていたのを起こしてここへ連れてきたんだよ。直接、天界の十二神の魂を僕がどうこうするわけにはいかないからね」

　ソラトはフンと鼻を鳴らし悪霊に囚とらわれていくクロノスを冷ややかな目で見つめている。

「では……ゼファーのことも、ローズ様のことも、銀星のことも……すべて貴方が計画したのですか？」

「ゼファーに関してはちょっと別口で頼んで引き離してもらったけど、他はそうだよ。渡琉の味方を一人ずつ引き離して、クロノスと二人だけにしたかったんだ。なかなか上手くやれたね。僕もこんなに上手くいくとは思わなかったよ」

　酷薄な笑みを浮かべるソラトからは、人見知りで傷つきやすく寂しがりだったソラトの姿は見出せなかった。

　こんなふうにしてしまったのもすべてクロノスの責任なのだ。

　それでも、ルシアスの魂に手をかけることは、魔王の息子であっても許されない。

「たとえ……魔王の息子の貴方であっても……十二神のお一人であるルシアス様の魂を手に入れることなど……許されないことです」

　まとわりつく悪霊を引き剝がしながらも、クロノスはそう言った。

　だが後から後から噴き出してくる悪霊の数に、身体の自由がますます奪われていく。

「だから言っただろ。ソウルイーターに食わせて、何千年も船とともに沈んでもらうんだ。暗い海の底で、恨うらみや悲しみに満ちた悪霊の中に囚われた魂がどれほどの苦痛を強しいられるのか、知ってる？　そこで永遠に近い時を過ごすんだ。これなら僕が直接手を出したわけじゃないから、問題ないさ。それにソウルイーターに食われた魂を吐き出させることができるのは、『魂を刈る者』だけだからね。魔界の者は天界の者に誰も協力しないよ。裏切り者のクロノスの頼みなんて、それこそ誰も耳を貸さない」

　ソウルイーターにルシアスの魂が囚われることなど、絶対に許せない。

　これはクロノスの負うべき罪だ。

　ルシアスはなんの関係もない。

「あの方は関係ありませんっ！　それは私が受ける罰ですっ！」

　クロノスの叫びに、ソラトは満面の笑みを浮かべた。

　それはとても晴れやかで、ソラトが心から楽しんでいることがわかる。

「クロノスが慕っている相手を苦しめることに価値があるんだろ。今だって、苦痛に歪んだ顔をしているよ。綺麗な顔が苦痛で歪むのって本当に素敵だね。僕がどれほど心地よく感じているか、わかる？　愉快でたまらないんだ」

　酷薄な笑みを浮かべたソラトからは愛らしさは消えていた。

「渡琉様は貴方をとてもいいお友達だと思っていらっしゃるんですよ。そんな渡琉様を貴方は裏切るのですか？」

「最初に裏切ったのは……お前だろ、クロノス。だいたい下等な人間に対して魔王の息子であるこの僕が、同情なんかすると思うのか？」

　冷えた眼差しがクロノスを見み据すえる。

　まだ幼くとも六百六十六番目という特別な数字を持つソラトは、その順位に恥じない力を発揮しているのだ。

「クロノスが僕の母上を殺したことを打ち明けたらどんな顔をするだろうね。それとも僕を信じ、裏切られた時の渡琉の顔はどうなんだろう。どれから話したらいいんだろう。僕さ、こんなにワクワクした気分になったのは久しぶりだよ」

「────っ！」

　ソラトの笑い声を遠くに聞き、クロノスはまとわりついた悪霊達に引きずられ、船の底へと誘いざなわれた。










「遅いなあ……二人とも」

　あまりにも遅い二人に痺しびれを切らした渡琉が、階段を上がろうと立ち上がったところに、ソラトが下りてきた。

「ごめん。船首にも部屋があってさ、そっちをクロノスと見に行ってたんだ」

　ソラトは頭を搔いて微笑している。

「クロノスは？」

「向こうにも下へ向かう階段があって、クロノスはそっちを確かめながら下りるって言ってた。この船、前と後ろに分かれているみたいで、間で行き来はできないみたい。僕達はこっちを探そう」

　そう言ってソラトが歩きだそうとするのを、渡琉は止めた。

「……でも、時間がかかってもいいから、ここで別れて行動するより、みんなで行動した方が安全だと思うぜ」

　もっともクロノスが戻ってこないということは、こちらはこちらで大丈夫だと判断したからに違いない。

　それでもクロノスの姿が見えないと渡琉は不安だ。

「大丈夫だよ、渡琉。ケロルくんはソウルイーターを追い払ってくれるし、ケロルくんがいたら寄ってこないよ。僕が追い払うのは無理だけどさ」

　ソラトはそう言って笑っていたが、渡琉には今までのソラトとどこが雰囲気が違って見えた。だが、何がどう違うのか、そこまではわからない。

　いや、この場所のせいでそう感じるだけで、きっとただの気のせいなのだろう。

「こいつさあ、俺と目が合うと、牙を剝き出して唸るんだよな。なんかすっげ～嫌われてるみたいだぜ」

「もともと人慣れしないし、主人にしか懐なつかないから仕方ないよ」

　ソラトがそう言って頭を撫でると、ケロルくんは目を細めて気持ちよさそうな顔を見せる。本当に好き嫌いがわかりやすい奴だ。

「まあ……いいけどさ。じゃ、こっちはこっちで探すか」

　渡琉はカンテラを前にかざして、穴の開いた床に足を突っ込まないよう気をつけながら歩いた。

　丁てい寧ねいに見回っても、どこにもそれらしい遺体や骸骨がなかったのだが、もう一層下の階へと移動すると、状況が一変した。

　三層目になるその場所は船員の居住区だった名残なごりがあったが、さらに強い湿気と生臭い臭いに渡琉は鼻を押さえた。部屋を区切る壁板は失われていて、あちこち腐っていたが、やはり骨などの残骸は見あたらない。

「ひどい臭いだよな……鼻がもげそうだよ。どこかで大量の魚が腐ってるみたいだ」

　居住区に何かが残されていないか、ボロボロの敷物や、戸棚の引き出しを引っ張り出したりと、隅々までチェックしながら、粘つく床を歩く。

　けれど、あのソウルイーターに関するものは何も見つけられない。

「もげたら恐いよ」

「それもそうだよな……はは」

「まだ下があるみたいだよ。下りてみようよ」

　先が見えない階段を覗き込んでいるソラトに、渡琉は言った。

「あのさ、ソラト」

「何？」

「ローズに頼んで人間界で自分を人気者にしただろ？　そういうので友達になっても、本当の友達じゃないぜ」

　余計なこと思いながらも、渡琉はずっと気になっていたことをソラトに告げた。

「そんなの……わかってるよ」

　ムッとしたように唇を尖らせるソラトに、渡琉は慌てて言った。

「誤解するような言い方をしてたら謝るよ。そうじゃなくて、そんなことしなくても、ソラトはちゃんと友達ができるって言いたかったんだよ。記憶操作で友達を作ってもそれは本当の友達じゃないし、ソラトも嬉しくないだろ？　でもソラトはいい奴だから、ちゃんと付き合えばすぐに友達ができるって言いたかったんだ」

　渡琉はソラトに自信を持ってもらいたかったのだ。

　付き合えば付き合うほど、ソラトはいい奴だとわかってくる。ソラトに合った友達が必ずいるはずなのだ。ただ、今までは出会っていなかっただけ。

「僕に説教するのか？」

「だから違うって。そりゃ、魔界がどういうところか……俺にはわからないし、人間界でいう友達っていう定義をそのまま持っていっていいのかわからないから、俺が偉そうに言ってるように聞こえたり、知ったかぶりみたいに聞こえたら謝るよ。そういうつもりはないんだ。俺にはソラトはすごくいい奴だってわかってる。それに俺がソラトをいい友達だって思ってるんだぜ。だから、ソラトはもっと自分に自信を持っていいと思う。俺が保証するよ」

　ソラトに自分のよさをもっと理解してほしいのだ。

「……」

「でさ、あと、俺……いろいろ考えたんだけど……。俺にとっても……その……クロノスは側にいてもらわないと困るんだけど……。ソラトがどうしてもクロノスに戻ってきてもらいたいっていうなら……連れて帰ってもいいぜ」

　随分悩んだ結果、渡琉はそう決めたのだ。

　クロノスは渡琉にとっても大切な相手だが、今一番必要としているのは、きっとソラトなのだと思ったからだ。

　渡琉には銀星もいるし、まあ役に立つかどうかわからないが、ローズだっている。

　これから何が起こるのかわからないものの、二人がいればなんとか切り抜けられるはず。何より渡琉には両親や友達がいて、支えてくれる人はたくさんいるのだ。

「……え？」

「俺の方は何かあったら銀星がなんとかしてくれると思うし、大丈夫。クロノスがいなくても、なんとかやってけると思う。だから、連れて帰れよ。そうしたかったんだろ？　ま、時々二人で遊びに来てくれるといいな。あ、でも俺、一緒にソラトのお母さんを捜すって約束したから、まず俺が魔界に行くことになるのかな……」

　渡琉の言葉に喜んでくれるとばかり思っていたのに、ソラトの表情から笑顔が消えた。

「……ソラト？」

「え……あ、ごめん。これ……あのソウルイーターのことがわかるものかもって思ってさ」

　ソラトは階段の下にある隙すき間まを覗いて、顔を上げる。

　渡琉も同じように中を覗くと、ボロボロになって濡れている毛布が折り重なっているのが見えた。ソラトはそこから何枚かの写真を見つけた。

　写真は汚れているだけでなく、あちこち破れていて、まともに映っている写真がほとんどない。それでも指で擦って汚れを取ると、確かにあの顔色の悪い少女の生前の姿らしきものが映っていた。

「こんなところになんで私物があるんだろうな。居住用の部屋は向こう側だろ」

　部屋を仕切る壁や扉は腐食して失われていたが、それでも快適な場所があったことがわかる。

「何かの罰なのかもしれないよ。悪いことをしたからここで反省しなさい……とかさ」

「あ、そうか……あ、まだ、なんかあるぞ」

　毛布を剝がしてみると、小さな鞄が出てきた。水に長い間浸かっていた割には状態がよく、中身をしっかり守るように閉じていた。鍵はついておらず、力を入れて引っ張ると、簡単に開くことができた。

「やっぱりあの女の子のかもしれないな」

　どうしてここにあるのかわからないが、中からは文字の読める状態のいい日記と、レースのハンカチや、色とりどりの石、彫りの美しいオルゴールなどが入っていた。だがオルゴールは海水に錆びているようで音は出ず、日記は日本語でないため、渡琉には読めない。

「僕が読んでみるよ」

　ソラトに日記を渡し、渡琉は写真を手に取った。

　あの少女の生前の姿がそこにある。

　目が落ちくぼむことなくそこにあり、少しはにかんだ笑顔で映っている。隣にはふっくらとした顔の、母親らしき女性がいて、少女と手を繫いで立っていた。

　母親は艶つやのあるビロード地のワンピースを着ていて、娘は小さな花柄のワンピースを着ている。どちらも随分と昔の写真のようで、セピア色をしていた。

「あの子の名前はメアリー。一人だけここに取り残されたみたいだよ。海賊に襲われた……ってところまでは読めるけど……あとは滲にじんで読めないなあ」

　ソラトはくっついている紙を引き剝がしながら見ていたが、時は無惨にも日記を読めない状態にしていた。

「じゃあさ、この隙間に私物があるってことは、海賊から逃れるために隠れていたのかもしれないな。……海賊に殺されたのか？　それとも……水死か？　どっちだろうな」

　渡琉の疑問にソラトは顔を左右に振った。

「わからないけど……ソウルイーターになってしまうくらいだから、相当の恨みがあったはずだよ。寂しくて……孤独で……誰か側にいてほしくて……」

　語尾は小さくなって、聞き取れなかった。

　ソラトはまるで自分の悲しみのように語り、寂しげだ。きっとメアリーという少女と自分を重ねているのだろう。それが渡琉には妙に胸につまされた。

「な、遺体を焼くことなく、どうしたらあの子を解放してやれるんだろう。こんなところにずっと囚われてるのは可哀想だよな」

　渡琉がそう言うと、ソラトはクックックッと低い声で笑った。

「ソラト？」

「渡琉って変じゃないか？　両親の魂が食われてるんだぞ。なのに、可哀想……だって？　悪霊がさらにソウルイーターになったんだぞ。いくら魂を食らっても満足しない存在だ。人間性なんて欠片かけらも残ってない。今までどれほどの魂を溜め込んでいるのかわからないんだぞ。あんなのに同情してるのか？」

　吐き捨てるようにソラトはそう言い、階段から離れた。渡琉も鞄から顔を上げて立ち上がると、ソラトに向き直る。

　ソラトの豹ひよう変へんに渡琉は動揺を隠せない。

「……ソラト？」

「渡琉ってほんっとうに、お人好しだよね。まだわからないの？　何か言えば渡琉様、渡琉様ってうるさいあのクロノスが、渡琉からこんなに離れていられるわけないだろ。戻ってこないことを、おかしいと思わないのか？」

　ソラトは今までとは違い、どこか大人びた冷ややかな目を向けて、そう言った。

　確かにソラトの言うように、あれほど側にいろと言っていたクロノスが別行動を取るなんて、考えればおかしいことだ。

　ただ、渡琉はソラトを信用していたから、おかしなことだとは思わなかっただけだ。

「……どういう……ことだよ？」

「言っておくけど、渡琉に恨みなんてないんだ。これっぽっちもね。ただ、クロノスが渡琉を……というより渡琉の中にいるルシアスを大切にしているから、こうなったんだ」

　ソラトの足元にいたケロルくんが、見る間に姿を変えていく。

　ポメラニアンの姿が、まるで馬ほどの大きさになり、真っ黒に変わる。黒い毛並みはユラユラと漂い、闇の中に三組の赤い目がギラギラと光り、鋭い牙がやけに白い。

「意味が……わからねえよ」

「クロノスが僕の母上を殺したんだよ」

　ソラトは静かにそう言った。

「……えっ……」

　ソラトから聞かされたことに渡琉は言葉を失った。

「あいつは教育係なんて噓をついて僕の家に入り込んで、母上を殺したっ！　しかも最悪の死を与えたんだ。魂の消滅だ。知ってるか？　魂の消滅には二度目の人生がないんだ！　母上はもう戻ってこない！　僕の信頼を裏切ってっ……あいつはっ！　あいつはっ！」

　怒りと憎しみに満ちたソラトに、かける言葉が見つからない。

　クロノスはソラトの母親を殺した。

　理由はどうあれ、その事実は変えられない。

「だから……渡琉にはここで死んでもらう。そして魂は永遠にここに囚われるんだ……ソウルイーターの悲しみと苦しみの中でね」

　挑むようなソラトの瞳が向けられるのと同時に、周囲の空気が氷のように急速に冷えていった。あのソウルイーターが現れるときの兆ちよう候こうだ。

　ではソラトがこの場所を作り上げたのだろうか。

　渡琉やクロノスをここに連れてくるために。

　憎しみに満ちた心を抑え、クロノスを慕う振りをした。誰からも警戒心を持たれないよう、ドジな魔王の息子を演じていたのだ。

　──すべては母を殺された復讐のためだった。

「ソラト……」

「僕だって少しは悪いと思ってるよ。でも、クロノスを苦しめるには渡琉の死が一番なんだ」

　そこには渡琉の知るソラトの姿はなかった。

　今から渡琉を殺そうとしているのにやけに冷静で、躊躇う様子など全く見られない。

　きっとソラトは渡琉の命を簡単に奪える力を持っているのだ。

　時を操れるだけの渡琉は、ソラトが下す死の鉄てつ槌ついから逃げられないだろう。

　だが、渡琉にはやるべきことがあった。

　自分ができないのなら、誰かにそれを託たくさなくてはならない。

「……ソラト、頼みがあるんだ。俺がこんなこと言える立場じゃねえの……よくわかってる。けど、聞いてくれよ」

　命を奪われることを考えると、やはり恐い。けれど不思議と震えることはなかった。

「楽しい命乞ごいなら聞いてやってもいいよ」

　ソラトはケロルくんの頭を撫でながらそう言う。

「ソラトの目的は俺なんだよな。だったら……俺だけにしてくれよ。ソウルイーターが取り込んだ魂は全部解放してやってほしいんだ。頼むよ」

　ソラトの悲しみは深い。

　きっとソウルイーターになってしまった少女と同じように。

　信じていた者に裏切られ、さらに母親を殺されたのだ。

　どれほどクロノスを憎み、復讐心に駆られたのか、想像に難かたくない。

　だが、関係のない者を巻き込むわけにはいかないのだ。

「……渡琉の両親は帰ってくるんだから、いいよな」

「俺の両親は……俺の魂が誰なのか知らねえんだぜ。だから巻き込まないでやってくれよ。他の人達だって関係ねえ。なあ、みんな待ってる家族がいる。それは……ソラトだからこそわかるだろ？」

　愛する人を失った悲しみを、ソラトだからこそわかってくれるはず。

　渡琉はそう信じて、頼んだ。

「……クロノスを許してくれとは……言わないんだな」

「言えないよ。それはさ。……俺にはわかるんだ。ルシアスはクロノスの犯した罪を自らも背負うつもりで、天界に庇ひ護ごしたんだって。だから……ソラトが俺を苦しめることで少しでも救われるっていうなら……そうしていいよ」

　不思議とこれが正しい選択なのだと、渡琉にはわかっていた。

　理屈ではない。心がそう感じている。

「どこまでも腹立たしいことしか言わないんだな、渡琉は。けど、永遠の時を苦しめば考えも変わるよ。自分に痛みと苦しみを与えたクロノスを、いずれ憎み恨むに違いない」

　ソラトは瞳を燃えるように輝かせながら、渡琉を睨みつけてきた。

　けれど渡琉は、そんなソラトが恐くもなかったし、腹が立つこともなかった。

　演技だけではない、確かに渡琉はソラトと友情を感じたような気がしていたから。

「俺は誰も憎んだり恨んだりしない。もちろん……ソラトのことも。だから、関係のない人達は解放してやってくれよ」

　もう一度、渡琉がそう言うのと同時に船体が大きく揺れ、仕切りになっている壁が吹き飛んだ。その反動で身体が前屈みに倒れて、四つん這いのまま振り返ると、闇が広がっていた。

　見たことのない青い闇だった。

　船の床や階段などが闇に塗りつぶされていて、見えない。

　光の入り込む余地のない、暗くて深い闇だ。それ自体が生きているように渦を巻き、轟ごう々ごうという低い唸り声に似た音が響いている。

　だがよく目を凝らしてみると、中に人の姿が浮かび上がった。

「……もしかして……クロノス!?」

　クロノスの姿が見えたわけではない。

　ただ、なんとなくそう感じられて、渡琉はそう口にしていた。

「わかってたよ。あの程度の悪霊達じゃあ、クロノスをそれほど長く引き留められないってね。それでも真の姿でなければ振り切れなかったということは、ここのフィールドもまんざらじゃなかったってことかな」

　ソラトは揺れる船に影響されることなく真っ直ぐに立ち、ケロルくんは口から白い息を吐き出しながら、唸り声を上げた。

『ルシアス様を守るためなら……私は……神をも殺す────』

　地の底から聞こえてくるような低い声とともに、青い闇から浮かび上がったクロノスは、人とは思えぬ姿をしていた。

　長い黒髪は闇に溶け、蒼白い顔には幾何学模様を描く文もん様ようが浮かんでいる。

　目は血の色を思わせるほど赤く、閉じられた唇はやけに赤い。

　顔はまだ人型を保っているように見えるが、その姿は獣のようだった。

　腕や足はやけに長く、その先には鋭く長いかぎ爪があり、両脚は獣の後ろ足のような形をしていた。背後にはまるでメデューサの頭を覆う蛇のようにも見える黒い影が幾重にも連なっていて、ソラトを狙うように四方八方から伸びてくる。

「クロノス、ふざけんなよっ！　そんなこと俺は望んでねえよっ！」

　渡琉の声に、周囲に広がっている闇が、少しばかり躊ちゆう躇ちよしたように思えた。

「おいっ！　正気に戻れよっ！　これ以上、お前にソラトを傷つける権利はないんだぜっ！　自分がやったことを思い出せっ！」

　闇を押し止とどめるように、いつもより何倍もの姿と化したクロノスとソラトとの間に、渡琉は両手を広げて立ちはだかった。

「やめろってっ！」

　向かってくる闇を両手で力いっぱい、押し止めたつもりなのだが、触れても温もりは感じられず、身体の芯まで凍こごえるほど冷たい感触しか伝わってこない。

　これが本当にクロノスの姿なのだろうか。

『────』

　クロノスから放たれた蛇のようにうねる闇は、天井から壁を凄すさまじい勢いで這い、ソラトに向かって走る。

　ケロルくんはソラトを守るように空中を飛び跳ねて、襲いくる闇を嚙かみきり、鋭い爪で追い払う。それでも後から後から湧き出る闇は、腐った天井や床板を蛇じや腹ばら状に剝がして、ソラトに向かっていく。

「やめろっ！　……クロノス、俺の言うことを聞けっ！」

「……やっぱり凄いよ、クロノス。この僕ですらクロノスの深い闇には鳥肌がたってる。しかも、まだ全開じゃないこともわかる。僕じゃあ太た刀ち打うちなんてできない力の差もヒシヒシと感じるよ」

　背後から聞こえるソラトの声からは、やや焦りが感じられた。渡琉は必死にクロノスを押し止めながらも、続ける。

「クロノスっ！　聞いてるのかっ！　聞けよっ！」

　何を言おうとクロノスには聞こえていない。

　それよりもますます闇の密度が濃くなってきて、周囲の景色が永えい劫ごうの闇に塗りつぶされていく。クロノスがどうなるのかわからないが、闇が徐々に広がりをみせていることはわかる。

「ソラト、逃げろっ！」

「……我が名はソラト。魔王の六百六十六番目の息子。我が名において、命じる。開け、試し練れんの回かい廊ろうっ！　光と闇の交錯する中、裏切りの苦しみを知るがいい────っ！」

　背後でそう叫んだソラトの声と同時に、空中で花火のような光が弾はじけた。










　銀星はいつまでも時間の止まった世界で、二時間が過ぎるのを腹時計で測っていた。

　だが時間どおりに、フィールドに穴を開けて中を覗き、驚愕した。

　濃い闇の痕こん跡せきがフィールド内に満ちていたからだ。

　クロノスか……それともソラトなのか。どちらにしても、とてつもない事態が起こっていることだけはわかる。

　それでも今は静かだ。

　ただ闇が静かに横たわるだけ。

「何があったんじゃ……」

「銀星、何を覗いておる。入るのならそうすればいいえ」

　そこへやってきたのはローズだった。

「ローズ。お前さんは自宅待機じゃろうが」

　穴を閉じて顔を上げた銀星に、ローズはツンと顎を上げた。

「そろそろわらわの力も必要じゃろうと思うて、わざわざ足を運んでやったのじゃ」

　クルクルと巻き毛になっている毛先を弄もてあそびながら、ローズは空中で足を組む。

「時間が止まっておるからのう。退屈になってここへ来たんじゃろうが」

　ローズの好きなドラマは、時間が止まっているために見ることができない。だからすることがなくて、ここにやってきたのだろう。

「天界からわらわの友達が便りをくれてのう。それを知らせにやってきたんじゃえ」

「なんじゃ、どうしたんじゃ？」

「人間界から、数千年ぶりに『試練の回廊』の扉が開かれたそうじゃ」

　ローズの言葉に、銀星は驚愕に目を見開いた。

「なんじゃと」

　だからフィールド内に闇の痕跡が満ちていたのだ。

「おんしも知っておろうが、あれを開けるのを許されておるのは、魔界では魔王と一部の貴族、そして魔王の息子じゃえ。天界では十二神のみ許されている行為じゃ。もちろん、魔王の息子でも特別な力を持つ者にしかその資格はないはずじゃえ」

　当然、銀星にもローズにもその資格はない。

　あそこは特別な場所なのだ。

　何万年も前、まだ天界と魔界の関係がそれほどよくなかった頃まで遡さかのぼる。

　天界と魔界と住む世界は違ったが、それぞれの出身の者がこっそり友好を深めていた。

　彼らの友情を試すために──実際はどちらかが裏切ることを前提に──作られたのが試練の回廊だ。

「……嫌な予感がするのう……」

「今、人間界にいる者で、『試練の回廊』を開く資格があるのは、あのソラトだけじゃえ。あのようなへなちょこぶりでは無理じゃから、兄上様ではないかと来てやったのじゃ」

　確かにクロノスに資格はないし、十二神の一人であるルシアスの魂を持っているとはいえ、渡琉にしても無理な話だ。

「わしらはあのソラトを少々侮っておったのかもしれんの……」

「……なんじゃ、おんし、ソラトが『試練の回廊』を開いたと言うのかえ？　兄上様じゃなくて？」

　余裕の顔を見せていたローズが突然、慌てだす。

「あそこは二人セットで送られる場所じゃろうて。どう考えても渡琉とクロノスが送られたと考えるべきじゃろう？」

「……正直言うて、わらわは渡琉もクロノスもどうなろうと関係ないえ。じゃが、渡琉の魂は兄上様じゃ。兄上様が辛い目に遭うのは、嫌、嫌、嫌じゃっ！」

「のう、ローズ。悪いがのう……わしと交替してここでしばらく様子を見ていてくれんかの。ちょいとわしは行かねばならん用事ができたんじゃ」

　このままでは困った状況になるかもしれない。

　試練の回廊から助け出すことはできないが、打てる手は打っておきたい。

「救出の手だてがあるのかえ？」

「……送られた者は必ず自らの力で這い上ってくるしかないからのう。じゃが、何かできるかもしれん」

　銀星の言葉を受けて、ローズは疑わしい目を向けながらも、頷いた。

「それほどわらわが必要だというのなら、仕方ないえ。そう頼られてはわらわも嫌じゃと言えん。銀星。おんしの頼みを聞いてやろうかの。感謝するがいい」

「……そうじゃな。感謝しておるよ、ローズ。ではの、ここを任せていくぞ。さっき覗いた時はまだ戻ってきておらんかったからのう、また一時間ほどしたら中を覗いてやってくれんかのう……間違っても入るんじゃないぞ。出られんようになるからのう」

「わかっておるわ。さっさと用事をすませてくるがええ」

　なんだかローズに任せるのも心配だったが、銀星はその場から離れた。







　ずっと誰かの呼ぶ声を遠くに聞き、渡琉の意識はようやく戻ってきた。

　誰かに抱き上げられている感触がする。

　だが、身体中の関節があちこち痛み、目覚めているはずなのに周囲の景色が見えず、まだすぐに起き上がれなかった。

「渡琉様……お気づきになりましたか？」

　はっきりとしたクロノスの声に渡琉の視界はようやくクリアになった。

　周囲は濃密な霧に囲まれていた。

　五メートル幅の小さな島のような盛り上がった場所に渡琉達はいて、その周囲は海のような霧が広がっている。

　島からは一メートル幅の細長い道が真っ直ぐ伸びていて、先は霧の向こうに消えている。太陽はなく、空は薄紫の雲が低く垂れ込めていて、マーブル状になっていた。

　ここはどこなのだろう。

「渡琉様……」

　先程見せた暴走した姿は欠片もなく、クロノスはいつもの人間の姿をして相変わらずの仏頂面だったが、落ち着いていた。それが逆に腹立たしく、渡琉は抱き上げられている状態で勢いよく手を伸ばすと、クロノスの襟えり首くびを摑んだ。

「クロノスっ！　俺がやめろといったら、やめろ。あの件に関して、お前が言えることは何もないだろっ！」

　本気で腹立たしく怒鳴っているのに、クロノスの表情は相変わらず何を考えているのかわからない、クールなものだった。

「渡琉様。貴方は私の決意をわかっていらっしゃらない。貴方にどれほど罵ば倒とうされようと、私は貴方様の命を守るために側にいるのです。それを脅おびやかす相手は、誰であろうと私は戦います。たとえ……渡琉様が拒否しようと」

　静かに淡々と告げるクロノスに、渡琉は切れた。

「お前は馬鹿かっ！　何言ってるんだよっ！　自分のやったことを棚に上げて、戦うだ？　そんなの許せるわけねえだろうっ！　だいたい、お前がやるべきことはまずソラトに謝罪することだったんじゃねえのかよっ！」

　この男は自分のしたことを理解しているのだろうか。

　渡琉はこんなセリフなど聞きたくなかった。

「……王子から……お聞きになったのですね」

「ソラトの母親を殺したことを……どうして黙ってたんだよ？　どうしてっ!?」

　知っていたらもっとソラトに言えることがあったかもしれない。

　ずっとこの日のために、ソラトは自分を偽って、笑っていたのだろうか。自分の母を殺したクロノスを前にして、どう感じていたのだろう。

　渡琉はそれを思うと、胸が締めつけられて、たまらない気持ちになる。

「話そうとは……いたしました。ですが……きっかけが摑めませんでした」

「ソラトの母親を殺した理由はなんだよ？」

「何も申し上げることはありません」

　あっさり返され、渡琉はさらに頭にきた。

「クロノス……お前な、……お前……自分のやったことをもっとよく考えろよっ！　なんでそんなに落ち着いていられるんだよっ！」

　渡琉が激しく声を上げれば上げるほど、クロノスは平静になっていくようだ。

「私に……落らく胆たんされましたか？」

「違う。お前が自分のしたことを理解してないことに、腹が立ってるんだ」

　胸が痛いだけではなく、涙が滲む。

　この馬鹿にどう胸の痛みを伝えたらわかってくれるのだ。

「はっきり言うぞ。もし逆の立場だったら……俺だってお前を心底憎むぜ。母親を殺した相手なんだからな。どんな理由があっても、そう簡単に許せやしない。これが普通だ。ソラトの怒りをお前は受け止めなくちゃならなかったんだぜ」

「……はい」

　クロノスは小さな声でそう言った。

　逸らされている視線に、渡琉は急に目め頭がしらが熱くなり、一気に涙が溢れ出した。

「お前がもっと早くに打ち明けてくれていたら……俺達だけの問題ですんだんだっ！　お前が黙ってたから、俺の両親だけじゃなくて、他のたくさんの人達まで巻き込んだんだっ！　みんな、助けられないかもしれないんだぞっ！　お前のせいだっ。みんなお前のせいだっ！　わかってるのか？　もっとわかってくれよっ！」

　渡琉はクロノスの胸板を何度も叩いた。

　腹が立って頭の線が切れそうで、何かにこの怒りをぶつけなければどうしようもなかった。

　けれど、見上げたクロノスの表情が今まで見たことのない苦痛に歪んでいた。漆黒の瞳には悲しみが浮かんでいる。

　渡琉は今まで振り上げていた拳を今度は背に回し、クロノスの身体を抱きしめた。

　身体の奥から労いたわりと温もりが湧き上がってくる。

「……俺……なんてひどいことを……違う……違うんだクロノス。……ごめん。クロノスだけが悪いんじゃねえよ……」

　そう、クロノスだけが悪いのではない。

　クロノスの持つ闇はとても深い。同じだけの孤独を渡琉は触れていて、感じた。

　彼一人を責めることは愚おろかなことだと渡琉は気づいたのだ。

「申し訳……ありません……」

　クロノスのその言葉には、確かに後悔と苦悩が滲んでいた。










　渡琉はクロノスから離れて、霧の中に浮かぶ島に立った。

　見渡す限り大量のドライアイスが周囲に撒まかれているような霧が島の周囲を覆っているのだ。その下がどうなっているのかわからない、ただ、島から飛び込むような真ま似ねはしない方がいいようだ。

「お前にはいろいろ聞きたいこともあるけど、まずここから出るのが先決だよな。もう一度ちゃんとソラトと話し合おうぜ。俺達はいいんだ。でも、両親や他の人達をあのままにしておけないからな」

「……ここから出ることには同意いたします。ですが……王子のことは私にお任せください」

　クロノスは周囲を見渡しながらそう言った。

「いや、お前だけの問題じゃあねえんだよ。……それより、なあ、飛べないのか？」

　この話はきっとどこまでいっても平行線になるだろう。

　だから渡琉は話題を変えた。

「はい。そういった力が全く感じられないのです。この場所には力を奪う何かがあるのかもしれません」

「まあ……俺の時計もずっと動かないから、無理だと思ったんだけどな」

　ポケットから金の懐中時計を取り出して確認したがやはりどこを押しても動かず、時間の針は止まったままだ。

「とりあえず道を進めばどこかに出るだろうから、行くか」

　渡琉が細い道を歩きだそうとすると、突然、白いプレートが現れ文字が浮かび上がった。だが何が書かれているのか、わからない。

「なんだよ……これ。文字なのか？」

「ここは『試練の回廊』のようです」

　クロノスは厳しい表情でそう言った。

　その言葉で渡琉はソラトから聞いた最後の言葉が『試練の回廊』だったことを思い出した。

「ソラトがそんなことを言ってた気がするけど……なんだよそれ」

「……私も噂に聞いたことはありますが、実際来たのは初めてなのです」

「何をするところなんだ？」

　渡琉の疑問にクロノスは口を少し開いて、やめる。

「どうしたんだよ、クロノス」

「相手の罪を背負って出口を目指す。それが『試練の回廊』だ」

　背後からかけられた声に振り返ると、先程まで自分達がいた場所に、見知らぬ男が立っていた。すらりとした身長は百八十を超えている。アイスブルーの髪は腰まであり、髪と同じ色の瞳には厳しい光が湛たたえられている。

　面長で鼻筋は通っていて、学識の高さを感じさせる聡明な顔をしているが、頑固そうな雰囲気が漂っていた。

　髪は左右に分けられ、金色の額飾りをつけている。パールが混じっているようなきらきら光る布が、幾重にも重なって裾すそが広がる衣服を着ていた。

　右手には銀星が持っているのとはまた違う、ピンクゴールドの杖を持っていた。背丈より高い杖の上部には白い宝石が一つあり、その周りに様々な色の石が光っている。

「シルヴァ様」

　クロノスは珍しく驚いた表情でそう言った。

「誰だ？　お前の知り合いか、クロノス？」

　渡琉はクロノスとシルヴァを交互に眺めて言った。

「久しぶりだと言えばいいのかわからないが、私は十二神の一人、運命を司る神だ。少しは見覚えはないのかと君に問うてみたところで……無駄のようだ」

　シルヴァのどこか馬鹿にしたような言い方に渡琉はムッとしながらも、初めて見る十二神の一人に驚きを隠せなかった。

　これがルシアスと同じ地位にある神の一人なのだ。

　そして渡琉から魂を取り戻したいと、考えている奴らの一人になるのだろう。

「十二神の一人……ってことは、十二人いるうちの一人ってことだよな」

「そうなるだろうな」

　そう言ってシルヴァは横目で渡琉を下から上へ、上から下へと眺めて、片眉を上げる。どうも想像していた姿ではなかったようだが、ありがたいことに言葉にはされなかった。

「……もしかして、助けに来てくれたとか？」

「それは無理というものだ。君達がもとの場所に戻るには、闇と光が交互に支配する長い回廊を、自分の力だけで、相手の罪を背負って歩かなくてはならない」

　シルヴァはどこまでも続いている幅の狭い道へ視線を移し、密やかに息を吐く。

　どこか冷めたようなアイスブルーの瞳は、言葉の重みを全く伝えていないようだ。

「罪を背負うってなんだよ？」

「行けばわかる」

　チラリとシルヴァは渡琉を見下ろしたかと思うと、すぐさまクロノスに視線を移した。

　クロノスは恐ろしく冷えた表情でシルヴァを見つめながら言う。

「渡琉様にそんなことはさせられません。霧きりの海に飛び込めば、すぐにここから出られます。貴方はそうしてください」

　貴方はそうしてください……という言葉に引っかかりを覚えた渡琉は思わず聞き返していた。

「それですむのかよ？」

「代わりにクロノスは永遠にこの場所に囚われることになる。そういう場所だ」

　渡琉の疑問に答えたのはシルヴァだった。

「簡単に出られないことはわかってたけど、やっぱそういう仕組みかよ。ていうか、クロノス。お前さ、くだらないこと言うな。行くぜ」

　クロノスの手首を摑んで引っ張り、渡琉は細い道に足を踏み入れようとした。だが、そんな渡琉をクロノスが引き戻す。

「渡琉様に私の罪を背負わせるわけにはいかないのです」

　ここでもクロノスは渡琉のことを第一に考えているのだろう。だが、二人ともここに長居していられない理由がある。渡琉はそれを自覚しているが、クロノスはそういったことをすぐに忘れるようだ。

「あのな、もとの場所に戻って俺達はやることがあるだろ？　お前はソラトから逃げるつもりか？」

　渡琉はしばらく睨み合っていたが、クロノスは観念したように頷いた。

「……逃げるつもりはありません」

「だったら俺達は行くしかないんだよ。話し合ってる時間もねえ。さっさとここから出るぞ」

　ここで時間を食うわけにはいかない。

　渡琉は現実の世界へ早く戻り、たくさんの魂を助けて、時間を正常に戻さなくてはならない。クロノスはクロノスで自分の罪と対峙しなくてはならないのだ。

　渡琉はクロノスを引っ張り、細い道に足を踏み入れた。

「なかなかいい性格をしているようだ」

　シルヴァは姿を消すことなく、霧の海から数センチ上に浮かびついてくる。

「手伝うつもりも、助けるつもりもねえなら、あっちへ行けよっ！」

　モルモットでも観察しているような視線を向けられていると、苛々してくるのだ。

「アドバイスはできる……かもしれん」

　まるで棒読みのそのセリフからは、とてもそんなありがたい助言をくれるようには思えなかった。

「あ、そう。じゃあ少しでも楽にいけるアドバイスをくれよ。え……クロノスっ!?」

　道を歩き始めてすぐに、クロノスが蹲ったのだ。伏せたクロノスの表情は真っ青で、長い睫が震えている。

「クロノス、どうしたんだ？　どこか痛いのか？」

「……身体が……動きません……睡魔が……」

　ガクガクと身体を震わせていたかと思ったら、クロノスはあっという間に意識を失った。

　渡琉はクロノスの整った顔を軽く叩いたり、身体を揺すってみたが、固く閉ざされた目は開かない。よく観察してみると、クロノスは驚くべきことに眠っているのだ。

「睡魔って……お前、ここで寝てどうするんだっ!?」

　呆れた声を上げながら、渡琉はクロノスの上半身を上へ下へと大きく揺すってみたが、どうあっても目を覚まさない。

　よほど深い眠りに落ちているのだろう。

「ここは闇の道。闇の者は眠りに落ち、光の者は朽くちていく場所。早くクロノスをつれて出ないと君の身体は闇に浸食されて身体が消える。その魂がルシアスだからこそ、この道は君にとって最悪の場所なのだよ。もっともクロノスを置いていけば、君だけはすぐに助かるだろう」

　クロノスを摑んでいる手が痺れを感じている。

　自分の手に視線を落とすと、指先が黒く染まっていて、僅かずつだが黒い部分が上へと移動していた。

「ということは……この先に光の道があって、そこじゃあクロノスがそうなるわけかよ」

「察さつしがいい」

「罪を背負うってのはこういうことか。クロノス、俺の肩に手を回せ。ほら、寝てる場合じゃねえから、しっかりしろよ」

　そう言いながら渡琉は、眠りに落ちて非協力のクロノスを背負った。だが体重以上の重さが身体にのしかかり、背負うことは困難だと判断すると、両手を摑んで引っ張る。

「……お……重い……。お前って……こんなに重かったっけ？」

「体重は問題ではない。それがクロノスの罪の重さだ」

　シルヴァは息切れしながらもクロノスを引っ張っている渡琉に、涼しい顔でそう言った。

「なあ……こういうのは……大抵……同等の条件で……やるもんだよな？　俺と……クロノスの体格差は……この場合……考慮なしか？」

　歯を食いしばりながらもクロノスを引っ張り、渡琉は細い道を歩いた。

　指先だけではなく足先もやられているのか、身体の末端から力が抜けていく。

「面白いことを言う」

「で、あんたは……そうやって……見てるだけかよ」

　手伝ってくれるとは思わなかったが、一人だけ平然としているシルヴァに、腹が立ってくる。

「そうしてやりたいが、手を出せないことになっている」

「下界不介入だろ？　耳にしすぎてうんざりだよ。それで……ルシアスと……あんたは……どういう関係だ？」

　ゼエゼエと息を吐き、額に浮かんだ汗を拭うことなく、渡琉は聞いた。

「意見はよく対立していた」

　そう言いながらもシルヴァは前を見ていたが、どこか面白くなさそうだ。

　シルヴァとルシアスは同じ十二神の一人だというが印象は全く違う。

　ルシアスは何をしてもすべてを許してくれるような、優しさと慈愛に満ち溢れた雰囲気を纏っていて、女性にも見える美しい容貌をしていた。だが、シルヴァは正反対で、ピリリと肌に感じる厳しさが常にある。さらに眉間に寄る皺の深さに、融ゆう通ずうの利かない一面が表れているような気がした。
















「対立？　天界には……もう少し……いい関係の奴は……いないのかよ……」

「そうだな……寿命を司る十二神の一人、アリエルが、腹立たしいことにルシアスに心しん酔すいしているんだ。だから君の人間界での寿命を縮めることを頑なに拒んで困っている」

　意外なところに自分の味方がいることを知り、渡琉の顔に思わず微笑が浮かんだ。

　会ったことはないが、アリエルはきっといい奴に違いない。

「じゃあ……そいつに……縮めるんじゃなくて……増やしてくれるように……頼んでおいてくれよ……」

「増やしてどうしたい？」

「時間を戻すとさ……一カ月……寿命が縮まるらしいんだ……。どれだけ使っても……簡単に死なないように……手を打って……おきたいんだよ」

　両手の感覚がなくなってきたので思わず確かめてみると、手が真っ黒に染まっていた。シャツを捲まくり上げると肘まで黒くなっている。なんだかこのまま手の先からボロボロと崩れ落ちそうな、そんな嫌な予感が拭えない。

「なるほど」

「上での……俺の評判はどうなんだよ。ルシアスじゃなくて、俺」

　渡琉はクロノスが下げている剣の二重になっているベルトを解いて腰に巻きつけた。手の力が仮に失われても、こうしておけば引っ張ることができる。

「いいわけがない」

「じゃあ……相変わらず……俺から魂を奪おうと……狙ってるのか？」

　僅かずつでもクロノスを引っ張り、渡琉は先を急いだ。

　永遠とも思える道にうんざりしながらも、話す相手がいることで、救われている。

「随分とおしゃべりだな、君。あまり口を開くと、余計に体力を失うぞ」

「気遣ってくれて……ありがたいんだけどさ……実は……こいつ……すっげ～重くてさ。でも……しゃべってると……少しだけ……気が紛れるんだ。で、どうなんだ？　俺の魂はやっぱり……まだ必要なのか？」

「当然だ」

　これほど抵抗しているのだから、そろそろ諦めてくれたらいいのに、呆れるほど彼らは融通が利かない。

「なあ……どうすれば……俺が自分の寿命を終えるまで……目を瞑つぶってくれるんだ？　……いいじゃん。あんたらからしたら……俺の一生なんて……一瞬だろ？　そのくらい……放っておけよ」

　ズルズルと引っ張りながら渡琉は喉のどから声を絞り出すように言った。

「……ルシアスが転生をした本当の目的を知らないのか」

　シルヴァの言葉に渡琉は目を丸くした。

　今更問われる質問ではないはずだ。

「人間の中で……人の人生を魂に刻みたいとかなんとかっ……て聞いたけど……違うのか？」

　渡琉は意識を失っていたため、直接聞いたわけではないのだが。以前、ルシアスがクロノスにそう告げたらしい。

「確かにそうだが、その先の理由は？」

「先って……。就職して、好きな人と結婚して子供をつくって……ええっと……ちっちゃくても一いつ戸こ建だてを買って……温かい家庭を……築くとか？」

　シルヴァはそこで初めて唇を歪めた。

　一応、笑っているようだが、冷笑に近いものだった。

「それは君の夢だろう」

「うっ……うるさいなっ！　……てことは……違ったのか？」

「一度、君は天界に来た方がいいかもしれない。下では力に制限がかかって、自由に使えないだろうからな。天界だともう少し扱えるはず。そこで自分の館に戻れば、ルシアスの本当の目的を知るはずだ」

　シルヴァは歪めた唇を戻して言う。

「……なんだよそれ」

「私の口から話せるのはここまでだ」

　静かに話題を切り上げるシルヴァに、渡琉は言った。

「あ、上手いな……。そうやって……天界に興味を持たせて……俺がこっそり忍び込んだら……サクッと捕まえて……魂を抜き取るつもりじゃ……ねえの？」

「ルシアスと違い、君はひねくれている」

　嫌そうに眉を顰ひそめるシルヴァに、渡琉は怒鳴った。

「さんざん……嫌な手を使って……俺の魂を奪おうとしていたくせに……捻ねじれても仕方ねえだろっ！」

　もちろんソラトがここに二人を送り込んだのはわかっているのだが、今こうやってクロノスを引きずっている状況だって天界の手引きが全くなかったとは、言い切れないのだ。

　もしかすると裏で協力し合っている可能性だって否定できない。

「捻れてはいないが、ひねくれている。まあいい、私はここで君達のどちらかが失敗するのを待っているんだ。そうすれば、ここに『魂を導く者』を呼び、ルシアスを連れ帰ることができる」

「俺は……クロノスを……置いていったりしねえよ……ここさえ抜けたら……クロノスは……俺を……軽々と連れ帰って……くれる……だろうからな」

　そう自分さえなんとか切り抜けられたら、後は簡単に終わるはず。

　そこまでがんばればなんとかなる。

　息がますます浅くなり、吐き出す回数も増えてくる。頭痛がひどくて身体中から汗が噴き出してきて、衣服を湿らせていく。

　手がどこまで黒く染まってきたのか、確認するのもなんとなく恐い。

　いや、そんな時間も惜おしいのだ。

「まさか、自分の罪はクロノスより軽いと思っているのか？」

　自分が生まれて今までの間にどれほど罪を犯してきたのか、考えたことなどない。それでも人を殺したことはないのだから、重いといえどたかが知れているはず。

「俺は……誰も殺して……ねえよ」

「転生の実を口にして人間界に下りた罪は、相当重い」

　そう言って横目で見つめてくるシルヴァに、渡琉はムッとした。

「それは……俺じゃなくて……ルシアスのことだろ？」

「君はルシアスだ」

　何を今更という口調で言われ、渡琉は頭を無性に搔き乱したくなった。

　魂が誰だろうと渡琉は渡琉なのだ。魂の持ち主がしたことに、いちゃもんをつけられても、渡琉には自覚もないし、知りもしないことだ。

「……魂が、だろ。くそ……なんて……ややこしいんだよ」

「クロノスは途中で断念するかもしれないからな。君を放り出して逃げるかもしれない」

　そうなったら魂をいただいて帰るとでもいうのだろうが、そうはいかない。

「それはねえよ……絶対な」

「あれを信頼しているのか」

「あれって言うな……だから……理屈じゃねえんだ……俺の……心が……そう感じてる。……俺にとっても……クロノスは……必要なんだ……」

　ルシアスの魂が伝えてくれているのだ。

　クロノスは他の誰よりも信頼できる相手だと。

　最初はそれを信じて付き合ってきた。けれど今は違う。無表情の中にも微かすかな感情の揺れを感じられるようになった。クロノスを知れば知るほど、彼が必要で、信頼できる相手だとわかったのだ。

「そうか」

「で……どうしてそう……見てるだけなんだ？　あんたがその気になれば……俺の魂なんて……簡単に持ってけるんじゃ……ねえの？」

　クロノスはぐっすり眠っている。シルヴァがどういう力を持っているのか知らないが、多分向こうが本気になれば、ただでさえ弱っている渡琉は、抵抗などできないだろう。

「迷っている」

「……へえ……」

　迷うということは少しはルシアスに対して理解を持ってくれているのだろうか。

　渡琉がここで説得すれば思い止まってくれるだろうか。

「あの……俺はさ……」

　喉から絞り出すように必死に声を出した渡琉に、シルヴァはあっさりと切り捨てた。

「下へ手たな説得をしようとしているのなら無駄だ」

「……あ……そう……」

　本当に天界の奴は融通が利かない。

　だったらしゃべりかけてくるなと怒鳴りたかったが、やめた。

　無駄な体力はもうない。

「はあ……はあ……くっ」

　ようやくクロノスを引っ張って歩いているのだが、渡琉はもう限界に近かった。

　きっと首まで黒く染まっているような気がする。

　視界は何度もグニャリと歪んで見え、そのたびに頭を振って、気力を奮い立たせようとするのだが、足が動かなくなりつつあった。

「……俺が……ここで倒れたら……魂を持って……いくんだろ？」

　ついに膝が折れ曲がり、歩みが止まる。

　昔、学校行事で十キロマラソンがあったが、あの時の比ではない。

　身体中がバラバラに砕けていくような痛みを感じ、息苦しくて、心臓まで痛む。目を閉じたら次に目が覚めないのではないかと思うほど、気分が悪い。

「その方が君にとって楽だ」

「……俺はどうあっても……ここを切り抜けなくちゃ……ならないんだ……」

　両親だけではない、巻き込んでしまったたくさんの人達の魂をもとに戻さなくてはならないし、止めている時間も戻さなくてはならない。それに、救えるのならあのソウルイーターになってしまった悲しい少女のことも助けてやりたい。

　きっと自分ならできると、自うぬ惚ぼれではない、確信があった。

　そのためにもここを切り抜けなければならないのだ。

「残念だが……あと少しだ」

　シルヴァの言葉を聞きながら、渡琉は自分の意識が遠のくのを感じていた。










　渡琉が倒れている側に、シルヴァが屈んで覗き込んでいる姿を見つけたクロノスは、慌てて駆け寄り、引き離した。

　抱き上げた渡琉は手だけではなく、首まで真っ黒に染まっている。闇に浸食されて苦しみながらも、ここまでクロノスを運んでくれたのだ。

　逃げ出そうと思えばできたのに、渡琉はそうしなかった。

「渡琉様……」

　渡琉の額に浮かんだ汗をそっと拭って、髪を撫で上げてやる。随分と苦しい道のりだったはずなのに、渡琉の唇には微笑が浮かんでいた。

　クロノスは自らの上着を脱ぐと、抱えている渡琉の身体をくるんで、背負う。小柄な身体からは想像できないほどの重みを感じたが、たえられないものではなかった。

「ここからはお前の番だ」

　シルヴァは渡琉の時もずっとついてきたのだろうか。

　一体、どうしてこんなふうにつきまとうのだ。

「お前の罪は……魔界の住人に死を与えていたことではない。その責務から逃げたことだ。さらに未遂とはいえルシアスの命を狙ったこと」

「からかうだけに……いらっしゃっているのでしたら……お帰りください」

　光が身体を浸食していくのがわかる。

　身体が腐って末端からぐずぐずと崩れ落ちていく感覚だ。

『試練の回廊』の噂は聞いていたが、これほどのものとは思わなかった。

「ああ、そうだ。君など必要ないと彼は言っていた」

　シルヴァはそう言って真横にずっとついてくる。

　なんのためにそこにいるのかわからないが、警戒はしておいた方がいいだろう。

「渡琉様が……どう思おうと……私があの方を……必要としているのです」

「それほど忠誠を誓っているのなら、お前がここで犠ぎ牲せいになればいいだろう」

「渡琉様は……それを望んでは……いらっしゃいません」

　二人でここを切り抜けなければならないのだ。

　渡琉は困難を乗り越えてクロノスにバトンを渡してくれたのだ。ここで自分が失敗するわけにはいかない。

「それはお前の都合だ」

「約束……ですから」

　渡琉を守りルシアスを守る。

　それがクロノスの存在理由だ。

「ルシアスをここで天界に帰すというのなら、今までどおりお前はルシアスの庇護下で仕えられるよう、私から進言してやってもいい」

　多分、シルヴァは噓はついていない。

　クロノスが頷いたらそのとおりにしてくれるはず。

「ルシアス様が……渡琉様の中にいることを……望まれているのです……」

「……お前の存在は天界を汚す。ルシアスをもな」

　シルヴァは軽けい蔑べつするような口調ではなく、まるで挨拶をするような気安さでそう言った。それが余計に腹立たしい。

「それで……ルシアスが転生した本当の理由を知っているのか？」

「自分の魂に……人としての経験を……刻きざみたいと……願っていらっしゃいます」

　ルシアスが禁忌を犯してまで望んだことだ。渡琉が一生を終えるまで、クロノスはその営いとなみを見守るのだ。

「少年の身体をしているが、彼はとても重いはずだ。罪の重さがそうさせている」

「……いいえ」

　一歩の幅が少しずつ狭まっていく。

　膝から下に鉛なまりの鎖でもつけられているようだ。

　だがクロノスの罪の重さに比べたら、渡琉のこの重みなど大したことはない。

「なんだ。どちらもまだ真実にたどり着いていないのか。転生の実を口にしたことも重罪だが、人としてこれから成そうとしていることは、それ以上に重罪だ」

　シルヴァのその言葉には、クロノスも引っかかった。

「……だから……なんです？」

「この少年とともに、本当の理由を探しに天界に来るといい」

　どういうつもりでシルヴァがそんなことを言い出したのか、クロノスはその意図を計りかねていた。

「……」

「そう約束をするなら……ここは見逃してもいい」

　苦しいながらも歩みを止めることなく、シルヴァの様子を窺うと、じっと見つめてくるアイスブルーの瞳と交差した。そこには有う無むを言わせない光が灯っている。

　シルヴァだけが知る何があるというのだろうか。

「本当の……理由とは……なんです？」

　歩きながらもクロノスはそう聞いた。

　これはクロノスを惑わす罠なのか、それとも本当のことを言っているのか、知りたいのだ。

「それを知れば、ルシアスが人間界にいることは間違いだと理解し、お前も本来の役目を思い出すはずだ」

「いいえ」

　クロノスが天界から与えられた使命は、渡琉の中にあるルシアスの魂を連れ戻すことだった。

　今はもうその使命は過去のものとなっている。

「考えたことはないのか？　どうしてルシアスがお前に何も言わずに転生の実を口にしたのか。お前にすら拒否されることがわかっていたから何も言わなかった」

　クロノスの忠誠を揺るがそうとしているのなら無駄なことだ。

　それを知っているはずのシルヴァが、クロノスには理解できない。

「私は……誰の意見も……聞く気は……ありません。惑わされる……ことも」

「嫌味なほど強情だ」

　シルヴァは冷ややかな視線を向けてはいたが、感心もしているようだ。

「ご存じの……はずです」

「知っているのか、どれほどの者がルシアスを手に入れたがっているのか。なのに、お前ほど近くにいることをルシアスに許された者はいない」

「……光栄だと……言わせたいの……ですか？」

「どうも説得というまどろっこしいことは私には難しいようだ」

　小さくため息をついて、シルヴァは纏う光を強める。

　ここでやり合う気はクロノスにはなかったが、向こうはそうはいかないようだ。

「……私もです」

「私がここでお前を一定時間足止めすれば、すべてはもとどおりだが、お前の居場所はない」

　シルヴァはそう言って渡琉を背負っているクロノスの前に移動すると、持っている杖をかざした。










　僕は……どうしたかったんだ？

　悪霊がうろつく薄暗い場所で、ソラトは両脚を抱えて座り込んでいた。

　ケロルくんはさっきから近寄ろうとするソウルイーターの少女を何度も追い払い、煙のような息を吐いている。

　人間には襲いかかるようだが、ソラトのような魔界の者は、仲間だとでも思うのか、何度追い払ってもソウルイーターは少女の姿で現れ、悲しげな顔を向けてくるのだ。

　いや、ソラトがバミューダ・トライアングルから目覚めさせたから、文句でも言いたいのだろうか。

　どちらにしてもソラトには鬱うつ陶とうしい。

　こんな悪霊に懐かれたくもなければ、憐れん憫びんの目を向けられる理由もない。

「あっちへ行けよ。僕はお前なんかに好かれたくないんだからな。今じゃあ僕の力でお前なんか消せるんだ。嫌ならあっちへ行け」

　もう何もできない頃のソラトではないのだ。

　魔王の子供の中でも、上位に位置する力を持つまでになった。

　そう、魔界ではすべてにおいて優劣が生じる。

　家系はもとより、両親の血筋、地位。子供はその生まれた順番も重要だ。

　一番目というのはあまり意味はない。

　なかでも羨せん望ぼうを向けられる番号は四、五、九、十三、四十四、六十六、九十九、四百四十四、六百十六などがある。

　ソラトはもっとも素晴らしいと言われている六百六十六の番号を引き当てた。といっても、生まれた時にそんな自覚などあるはずもなく、後から聞かされたことだ。

　だがソラトはちっとも嬉しくなかった。それに見合う力がなかなか備わらなかったからだ。

　そんな時やってきた教育係が、クロノスだった。

　クロノスは笑顔という言葉を知らないのか、いつだって仏頂面をしていた。

　話しかけたら返事はしてくれるものの、口数は少ない。

　それでも、芳しくないソラトの勉強や力のコントロールの仕方など、根気よく教えてくれた。

「クロノス……どうして僕は全然駄目なんだろう……」

　何もできずに腐っていると、クロノスは淡々と言った。

「力がどのくらいの年月を経て成熟するかは、個人差があるのです。特に、強大な力を操る者ほど、時間がかかります。王子はお生まれから考えると、時間がかかるタイプだと思われますので、ご心配なさらなくても大丈夫ですよ」

「そんなの保証ないだろ。だいたい、父上の他の息子達に比べて僕は本当に全然駄目なんだよ。個人差があるのはわかってるけど、もう少し使えてもいいと思わない？　突然変異でいくらがんばっても駄目ってこともあるんだよ」

　巨大な力を得られるかもしれない……そういう片へん鱗りんが全く見られなかったソラトだ。何を言われても信じられずにいた。

「悲観的な考えはよくありませんよ」

「悲観的にもなるよ……僕が操れるのはイナゴか蟻くらいだ。しかも少し飛ばせるか、行進させられるかだ。こんなの魔王の息子として恥ずかしいって、母上も言ってる」

　母親は何もできないソラトにいつだって落胆し、さげすみ、嘆なげいていた。

　そのせいで母親はソラトの兄ばかりに期待を向けていたのだ。

　悲しかったが優劣がすべての魔界では、仕方のないことだった。

「急ぐことはありません。ゆっくりでいいのですよ」

　クロノスは同じ言葉を繰り返すだけだ。

　感情をあまり表に出さず、クールな表情を崩さない。自分から話題を提供することはほとんどなく、ソラトが話しかけてようやく口を開いてくれるクロノスに、友達という存在があるのか興味があった。

「……そういえば、クロノスには友達はいる？」

「いいえ」

　クロノスはあっさりとそう答えた。

　ソラトにとって友達がいないことは、恥ずかしいことでもあったのだが、クロノスに感情はみられなかった。

「そうなの？」

「おかしいですか？」

　チラリとクロノスはソラトを見下ろす。

　漆黒の瞳には、どことなく疑問が浮かんでいるように見えた。

　ソラトはそんなクロノスが不思議でならなかった。

「欲しくないの？」

「そんなふうに考えたことがございませんので」

「どうして？」

「王子は欲しいのですか？」

　冷ややかなクロノスの眼差しにはなんの感情も浮かんでいなかった。

　確かにクロノスはソラトが悩むようなことは考えたことがないようだ。

　だが、ソラトは友達が欲しい。

「当然だよ」

「では、今はいらっしゃらない？」

「ま……まあね。でも……どうして大人のクロノスには友達がいないんだよ？　その……クロノスも嫌われてるのか？」

　クロノスの表情を見つめながらソラトはさらに聞いた。

「ですから、そういったことを考えたことがないのです」

「寂しくないのか？」

「王子は寂しいのですか？」

　クロノスは変わっているのかもしれない。

　それとも、もともと友達という存在を必要とすることなく、大人になったのかもしれない。

　どちらにしてもソラトは友達が欲しかった。

「え……そんなんじゃないけど……友達は欲しいかな」

「では、お作りになればよろしいでしょう」

　クロノスは自分にもいない友達を、作れと簡単に言う。

　作ろうと思ってすぐにできたら、ソラトだってこんなに悩まない。

「友達って言うのはそう簡単にはできないんだ。親友なんてもっと難しいんだよ」

「面倒ですね」

　クロノスはため息交じりにそう言った。

　こういう返事が出てくるのだから、確かに友達は必要ないのかもしれない。

　ただ、クロノスはちょっと変わっているように思える。

「……クロノスって面白いよね」

「そうですか？」

「っていうか……友達のいないクロノスに相談するのが間違ってるんだよね」

　普通は友達がたくさんいる人に相談することであって、それ自体が面倒だと考えるクロノスに聞くことが無む謀ぼうだったのだ。

「そのようです」

「……やっぱりクロノスって面白いよね」

　ソラトはなんだか笑いが漏れた。

「そうですか？」

「うん」

「それほどお友達が欲しいものですか？」

　クロノスは顎を何度も撫でて、ううむと唸っている。

　一応、ソラトの気持ちを考えてくれているようだが、理解にはほど遠いようだ。

「友達にしかできない相談だってあるんだよな。だいたい父上は滅多に顔を見せてくださらないし、母上はできのいい兄上のことで頭がいっぱいだから、僕の話なんて聞いてくれないよ」

　特別なことではなく、ごく普通に日常の出来事を話し合える相手が欲しかったのだ。

　ちょっとした時に頼れる相手が欲しかった。

「そうなのですか」

「ま、いいや。クロノスが聞いてくれてるから」

　クロノスとは年が離れすぎていることもあって、同じ年齢の子と話すことを考えると、物足りなかった。

　けれどケルベロスのケロルくんよりは意思の疎通ができたし、相づちだって打ってくれた。それに他のおべっかを使う使用人とは違って、クロノスにはそういう媚こびを売るところがなかったので、気楽だった。

　だいたい、生まれて今まで気楽に話せる相手がいなかったから、日が経たつにつれてクロノスに対する依存心が強くなっても仕方ないだろう。

　クロノスは、何を考えているのかわからないところがあったが、どんな時でも感情のままに言葉をぶつけることはなかった。

　母親のようにヒステリックになることもなければ、顔を合わせれば見下す視線しか向けない兄でもない。

　また使用人のように顔色を窺うわけでもない。

　ソラトにとってクロノスは一緒にいて気持ちが落ち着く相手だった。

　だがクロノスは、やってきて半年ほどした頃、唐突に姿を消した。

　同時に、母親が消えた。

　いつものお気に入りのベッドに、焦げた人型だけが残されていた。

　それは魂の死だった。

　二度目のない、魂の死。

　確かにソラトは母とは上手くいっていなかった。

　いつだって母はソラトより兄を可愛がっていた。兄の方がすべてにおいてソラトより優秀だったからだ。それでも母の気分のいい時は、向こうから話しかけてくれた。たとえそれがくだらないどうでもいい内容であっても、ソラトは嬉しかった。

　そんな、いつだって兄を優先する母だったが、それでもソラトの母だ。

　小さい頃は膝の上で甘えさせてくれたし、頭だって撫でてくれた。

　死んでほしいなんて思ったことなどなかった。

　最初は、クロノスのことなど疑いもしなかった。けれど、母が亡くなったことが発見されたその日に姿を消したのはクロノスだけだったのだ。

　ただ一番激怒するであろう父の魔王は、怒りを見せることもなく、また犯人であるクロノスを捜すこともなければ、母の死の事実を公表することもなかった。

　母は死んだ。

　理由も告げられず、それだけだった。

　ただ、これだけはわかる。

　クロノスは母を殺すためソラトに近づき、チャンスを狙っていたのだ。

　亡くなった日、母は珍しくいつも側につけている使用人に暇を出し、一人で休んだのだ。

　そこを狙われたのだろう。

　クロノスは教育係でもなんでもない。

　ソラトのことなど付属でしかなかった。

　ただ、母を殺すためだけに、ソラトの側にいて面倒を見ていたのだ。

　クロノスにとって、さぞかし滑稽だったろう。

　ソラトは簡単に手なずけられたのだから。

　もちろんクロノスはソラトに優しい笑みを浮かべたこともないし、取り入ろうとしていたわけではない。

　ソラトが勝手にクロノスを信用し、警戒することもなく無防備に慕っただけだ。

　だから余計にソラトはクロノスを憎んだ。

　誰も教えてくれないクロノスの行方を長い間探してきた。

　時間が経てば経つほど母親を殺された恨みが蓄ちく積せきされていき、再会を果たせたら、どれほどの苦しみを味わわせてやろうかと、そればかり考えてきた。

　ようやく悲願を果たせたというのに、胸に支えた痼しこりは一向に取れない。

　復讐は終えた。

　クロノスが悪いのだ。

　信じていたソラトを裏切り母を殺したクロノスが悪い。

　あとはどちらかが、戻ってくるのか。

　罪の重さを背負う苦痛に耐えかね、自分だけ助かろうとする姿を見届けようとしている。

　クロノスが戻ってくるのか、それとも渡琉が戻ってくるのかわからない。

　どちらでもいいが、ほんの少しだけ渡琉に戻ってきてほしいと考えていた。

　友達だと言ってくれたのは渡琉が初めてだった。

　ソラトの噓を信じて、失踪した母親を一緒に捜すと言ってくれたのも、渡琉が初めてだ。

　本当の友達のようにソラトのことを考えて、駄目なことは駄目だと告げてくれたのも、渡琉が初めてだった。

　正直にいうと渡琉のことは嫌いではなかった。

　ただ、クロノスが何よりも大事にしている相手だったから、こうなっただけだ。

　もっと違う形で出会っていたら、こんな結果ではなく、いい友達になれたかもしれない。

　力がほとんど使えなかった頃は、６６６の数字を持つ王子のくせに、イナゴを飛ばすことくらいしかできない奴だと言って馬鹿にされて苛められた。

　なのに母親のことがあって力が目覚めたら、今度は遠巻きに眺められるだけで、誰も近づいてはこなかった。

　苛められていたから、その報復をされると思ったのだろう。

　ソラトはますます孤立していった。

　側にいてくれるのはケルベロスのケロルくんだけだった。

　あとはソラトの機嫌ばかり取る使用人しかいない。

「どっちでもいいから……さっさと帰ってこいよ」

　二人を『試練の回廊』へ堕おとした入口となる闇の穴をじっと見つめながら、ソラトは呟いた。

　もし渡琉が戻ってきたら「母親を殺すようなクロノスなんて置いてきていいのだ」と言って慰なぐさめてやるのだ。もしクロノスが戻ってきたら「やっぱりお前は自分だけが助かればいい、身勝手な奴なのだ」と言って責め立ててやる。

　そう、責め立ててやるのだ。

　最初から決めていたことなのに、なぜこれほどまでに空むなしくて、胸が痛むのだろう。

　悪いのは自分ではなくクロノスなのに、罪悪感が生まれている。

　きっと渡琉のせいなのだ。

　クロノスが忠誠を誓っている相手が渡琉だから、こんなにも嫌な気分に陥おちいっているのだ。

　ソラトが暗い目をして微動だにせずに両脚を抱えていると、『試練の回廊』を開いた空間が再度開き、光の裂け目から渡琉が転がり出てきて床に倒れた。

　渡琉がクロノスを置いてきたのかと思うと、一瞬、落胆したが、そんな気持ちはすぐに消えた。

　クロノスはすぐ後から同じように裂け目から出てきたが、もう一人、光を纏った天界の者が姿を現した。

　クロノスは両手に剣を構え、アイスブルーの髪を持つ天界の男が振り下ろす杖を受け止めている。

　渡琉の中の魂を巡って天界の者がやってきたことはすぐにわかったが、この場はソラトがクロノスを苦しめるために用意した場所だ。

　そこへ便乗されるのはソラトのプライドが許さない。

「ここは魔王の息子であるこの僕が用意した場所だっ！　天界の者が挨拶もなしに立ち入るのは、無礼であろうっ！」

　ソラトが怒鳴ると、髪と同じ色の瞳を持つ天界の男がチラリと視線をこちらによこしたが、それだけだ。

　天界の事情などどうでもいい。

　渡琉の魂が一体誰なのか、どうでもいい。

　クロノスは渡琉を守ろうと天界の男と戦っていて、天界の男はルシアスの魂を奪いたくて戦っている。

　どいつもこいつも、渡琉のことばかりだ。

　だが、ここはソラトの場所だ。

　好き勝手にされてたまるものか。

　ソラトは、床にうつ伏せになって倒れている渡琉の側まで駆け寄ると、グッタリしている身体を摑んで起こした。

「……あ……ソラト……」

　渡琉はソラトと視線が合うと確かに唇に微笑を浮かべたが、すぐさま視線を逸らせた。

「よく聞けっ！　こいつの魂は僕が握ってる。このまま僕が殺してやることもできるし、魂を潰すことだってできるんだぞ」

　ソラトは渡琉を抱え、背後から回した手を身体にめり込ませ、渡琉の心臓を摑んだ。

　渡琉は目を大きく見開いてソラトを見上げると、低い呻うめき声を上げた。










　身体がバラバラになるかもしれないと思うほど苦しかったのに、耳に響く甲高い音に渡琉は目が覚めた。

　潮しおの香りが鼻につき、頰に触れていた床は海水で濡れていた。

　そんな冷たい床からゆっくりと顔を上げると、真っ先に目に飛び込んできたのは、クロノスがシルヴァと戦っている姿だった。

　そこにソラトがやってきて、身体を抱き起こしてくれた。

　憎んでいると言いながらも『試練の回廊』から戻ってきたことで、ソラトの中の何かが変わってくれたのかもしれないと期待したのだが、違った。

　ソラトは背後から右手を回して、渡琉の心臓を摑んだのだ。

　渡琉は服も着ているし、何より身体を覆う皮膚もちゃんとある。それなのに、ソラトの右手は衣服や皮膚にめり込んで、渡琉の心臓を確かに摑んでいるのだ。

　そんな渡琉に気づいたのか、先程まで親の敵かたきとでもいうように争っていたクロノスとシルヴァは動きを止めた。

「王子っ！　おやめくださいっ！」

　クロノスは蒼白な顔でそう言い、シルヴァはきつい口調の中にも、焦りを滲ませた声で言った。

「天界の者に手をかけるなど、たとえ魔王の息子であろうと、許されぬことだ」

「そんな言葉なんて痛くも痒かゆくもないね」

　ソラトはそう言って渡琉の心臓を摑んでいる右手に力を入れた。

　息が止まりそうなほど、鋭い痛みが胸から伝わる。

　それでも渡琉は絞り出すようにして言った。

「……ソラト……お前の気がそれですむなら……したいように……しろよ。その代わり……ソウルイーターが飲み込んだ魂を……解放するって約束してくれ」

「そのくらい聞いてやるよ」

　ソラトは硬い口調でそう言ったが、こらえた辛さが滲み出ていることに渡琉は気づいた。

「本当にこれで……ソラトはもう苦しまないんだよな？　後悔したりしねえよな？」

　ソラトの苦しみを癒いやす方法を渡琉には見つけられない。

　けれど渡琉の魂を奪うことで、ソラトが本当に癒されるというのなら、それでいいのだ。

「だったらいい……。ああ、クロノス……手ぇ出すなよ。……そっちのシルヴァもだ……」

　クロノスはただでさえ白い顔を青ざめさせて、珍しく動揺をしている。あんなクロノスを見るのは初めてかもしれない。

　シルヴァといえば何をするわけでもなく腕を組んでなにやら様子を見ているだけで、止めることもなければ、声すら上げない。

　あの男の考えは、この状況を逆さか手てに取って渡琉の魂をいかにして手に入れるかということだけなのだ。

　全く十二神はどうしようもない。

「王子、貴方の母を殺した罪は私のものです。渡琉様が背負う必要のないものです。お願いします、どんな苦痛でも私は厭いといません。ですから……渡琉様には手を出さないでください」

　自らの剣を床に揃えて置くと、クロノスは耳にすると胸が痛むほどの、悲痛な声で訴えた。

　その声は渡琉の魂を揺さぶって、いても立ってもいられない気持ちにさせる。

「……クロノス。よせ……俺はいいんだ……」

「お願いします王子。私の罪でこの方を奪わないでください……お願いします……」

　クロノスはさらに四つん這いになり、額を床に擦りつけるようにしてソラトに土ど下げ座ざをしている。

「……なんだよ……やめろよ。そういうの……やめろっ！」

　ソラトは渡琉の胸から手を離すと、せわしなく髪を撫で上げた。

　見上げた先にあるソラトの顔は今にも泣きだしそうなほど、悲しみに歪んでいた。

「ソラト……」

「みんな渡琉のことばかりだっ！　渡琉、渡琉って……そんなにこいつが大事なのかよ……」

　ソラトの心の底から吐き出された言葉は、渡琉の中にもあった。だからこそ、ソラトの苦痛が自分のもののように思えた。

「違う、ソラト。みんなが気にするのは……俺のことじゃない……俺の中にいるルシアスだ。なんかむかつくだろ？　俺は……俺なのにさ……」

　渡琉の言葉にハッとした表情を向けたソラトは、顔を左右に振って、息を吐く。

「……もういいよ」

　ソラトは渡琉をクロノスに押しつけると、少し離れた場所に座り込んだ。

　するとあのソウルイーターの少女があどけない表情でソラトの側にやってきて、寂しそうにソラトを見下ろした。

　ケルベロスのケロルくんは唸ってはいたが、追い払いはしない。

　それは不思議な光景だった。

「友達はできたためしがないのにさ、こんな悪霊には好かれるんだ」

　ソラトは膝に両肘を置いて、疲れた顔でため息をつく。

　渡琉は、離そうとしないクロノスをやんわり押しやって、ソラトが座り込んでいる側に近づいた。ソウルイーターの少女は渡琉のことが気に入らないのか、可愛い顔を目の落ちくぼんだ恐ろしい顔へと変化させて、威い嚇かくしてくる。

　それを無視して渡琉はソラトに声をかけた。

「ソラト……」

「もし……ここで渡琉を殺したら……きっと後悔する。だからもうやめる」

　母親を殺され、それを相談できる友達もいない。ずっと怒りを吐き出す先を探していたのだろう。そんな孤独がソラトをここまで追い詰めた。

　渡琉にはとても憎めない。

「今更やめたところで、天界を侮辱する行為を行ったことに対する罰は受けてもらうことになるだろうな」

　じっと様子を見ていたシルヴァが突然口を開いて、ソラトに冷ややかな目を向けていた。

　この場でこれほど邪魔な存在はないだろう。

「なあ、シルヴァ。あんたがどれだけ偉い十二神の一人か知らねえけど、ソラトが『試練の回廊』を開いたことに便乗したくせに、よく偉そうに言えるよな。何が侮辱だ。あんたがやったことの方が侮辱じゃねえのか!?」

　渡琉の言葉にシルヴァはアイスブルーの瞳を丸くする。

　聡明に見えて物事の本質を全く理解しないシルヴァに、渡琉は腹を立てているのだ。

「なんだ。君が私ではなく魔界の味方をするとは思わなかったな」

「……よく言うよ……助けてもくれずに、俺が寝てる間にクロノスに襲いかかってたんじゃねえか。そんなあんたの味方なんてするわけねえだろ」

　見逃してくれると楽観していたわけではないが、渡琉が眠っている間にクロノスと戦っていたのだ。シルヴァがルシアスと意見はよく対立していたと聞いたが、それがひどい裏切りのように感じられた。

「王子……渡琉様が寿命を終えて天界に戻られましたら……私の命はいかようにしていただいても構いません」

　クロノスは静かにそう告げた。

「……だから……もういいって言ってるだろっ！」

「ソラト……」

　渡琉は、傷ついて小さくなっているソラトを抱きしめてやりたくて仕方がなかった。

　だが手を伸ばすのと同じくして、見知らぬ男の声が響いた。

「王子！　こちらにいらっしゃったのですか」

　幽霊船の階段を下りてきたのは、渡琉の知らない男だった。

　男は肩にかかるほどの黒髪を七三にわけて、黒いサングラスをかけていた。

　どこから見ても人間に見えたが、纏う雰囲気が異様で、威圧感がある。

　服装は身体にピッタリあった紺のスーツを着ていているが、黒いバイザーをつけているせいで、まっとうな職業の人間にも見えない。

　そんな男の足元に、猫の姿の銀星を見つける。

「銀星。なんで来たんだ？　ていうか、来ていいのか？　いや、この人は誰だよ？」

　待っているはずの銀星が姿を現したことに、渡琉は驚いた。

「入口の見張りはローズに任せておる。わしはお前さんの助けを呼んできたんじゃよ。何を驚いておるんじゃ……感謝はないのかのう」

　せっかく助けに来たのになんじゃという顔で、銀星は目を細めて面白くなさそうに髭を震わせる。

「……え？　助けって？」

　渡琉が銀星から話を聞く前に、ソラトが叫んだ。

「……オセっ！　どうしてきたんだよっ！」

「連絡を受けてお迎えに参りました……ですが……『試練の回廊』を開くとは……何事です」

　オセと呼ばれた胡散くさい男は、生真面目な表情に困惑の色を浮かべる。

「裏切り者のクロノスと、あいつが慕う人間を一緒に堕としてやっただけだ。さっき二人とも帰ってきたけどさ」

　そう言いながら、ソラトはどこか吹っ切れた顔をしていた。

　まだわだかまりはあるのだろうが、ソラトは渡琉を殺すことも、クロノスを苦しめることも諦めてくれたのだろう。

「もしやそちらは、ルシアス様の転生された渡琉という人間ですか？」

　オセは、大抵の魔界や天界関係者が、ルシアスの魂を持った渡琉に出会った時にそうするように、上から下、下から上へと視線を動かし、品定めをした。

　このあからさまな侮辱には、いつだって渡琉は気分が悪くなる。

「そうだけど。あんたは誰だよ」

「王子の教育係のオセと申します。このたびは大変なことを王子がいたしまして、なんとお詫わびを申し上げていいやら……」

　と、言いながらもオセの視線はソラトを向いていた。

　お詫びなんて口ではそう言っていても、心では思っていないようだ。

「このような大それたことをなさるとは。いくら王子でも罰を受けることになりますよ」

「覚悟してる」

　ソラトは口を尖らせてプイと明後日の方向を向く。

　いつものソラトに少し戻ったことに気づき、渡琉はホッと胸を撫で下ろしていた。

「銀星……ローズ、むくれてるんじゃねえか？」

　プライドの高いローズは命令されたり、仲間はずれにされたと思うと、臍へそを曲げるのだ。しかも一度曲がるとなかなか機嫌を直してくれない。

「そうじゃな。それよりお前さんは『試練の回廊』に堕ちておったんか」

「……なんとか帰ってきたけどな。きつかったよ……」

　まだ手に残る黒い染みを振り払うように、手を上下させて渡琉は苦笑した。

「まあ……無事ならええじゃろう。それよりどうするんじゃ。今も時間を止めたままじゃろうて」

　銀星の言葉に渡琉も現在の状況をようやく思い出す。

　試練の回廊は無事に抜け出せたが、肝心の問題は何も解決していないのだ。

「それが……ソウルイーターっていうのがここにいてさ、客船の乗客達の魂を食っちまったんだよ。そいつを吐き出させてからでないと、止めた時間を正常には戻せねえんだ」

　渡琉は銀星と話しながら、オセと話すソラトの様子を窺っていた。いろいろ話はあるだろうが、キリのいいところで間に入り、ソラトとソウルイーターのことを相談したかった。

「……で、お前さんは何をしに来たんじゃ。助けに来てくれたようには見えんがの」

　銀星はシルヴァに向かって怪訝な顔を向ける。

　アイスブルーの豊かな髪をサラリとなびかせて、シルヴァは眉間に皺を寄せた。

「伝えたいことがあったが、すでによく言い聞かせた。では、私は失礼させてもらう」

「なんじゃ、伝えたいこととは？」

　銀星が渡琉の方を見るのとほぼ同時に、シルヴァは背を向け、階段へと歩きだした。

「……歩いて帰るのか？　十二神の一人のくせに、なんだか、だっせ～な」

　渡琉の言葉に肩越しに振り返ったシルヴァが、ムッとしたように目を細めた。

　ここは力の制限がかかるため、軽やかに姿を消すことができないのだろうが、その退場の仕方がなんだかとても滑稽だったのだ。

「なんだよ。文句があるなら言えよ」

「私とした話を思い出して、よく考えることだ。いいな」

　シルヴァはそう言い残すとフンと鼻を鳴らし、このくらいわけないというように、スウッと景色に溶けるように姿を消した。

「……変な奴。できるなら最初からそうすりゃいいのによ」

「で、何の話をシルヴァとしたんじゃ？」

　銀星が怪訝な表情を向けてきた。

「一度天界に来て、ルシアスの館に行けってしつこく言われたんだよ。ルシアスが転生の実を食べた理由がわかるってさ。でも、天界に行ったらサクッと俺の魂を取るだろうって言ったら、黙りやがったぜ。あれはぜって～やる気なんだぜ」

　あからさまな罠に自らはまりにホイホイ行くほど、渡琉は馬鹿ではないつもりだ。

「自分の館に戻れと言われたのかのぅ」

「まあ……そうなるんだろうけど。帰ったら何があるんだ？」

　渡琉が銀星にそう聞きながらもソラトが気になり、チラチラと様子を見ていた。

　だが、恐るべき事実を耳にして、思わず顔を上げた。

「貴方の母上を殺せと命じたのは……貴方の父上である魔王様です」

「……なっ……ど、どういうことだよっ！」

　驚愕しているソラトから視線を逸らし、渡琉は静かに佇んでいるクロノスに問いかけるような表情を向けた。

　だが漆黒の瞳は何も語らない。

「クロノス……」

　渡琉の言葉にクロノスは静かに顔を左右に振った。

　違うというより、問われても答えられないというような仕草だった。

「貴方の母上は……王子を殺そうと企んでいらっしゃった。兄上の立場を優位にしようと思われたことが原因のようです。それに気づいたお父上が先に手を打たれたのです」

「……どういう……ことだよ……父上が？」

　ソラトはオセを見て、クロノスを見る。

　渡琉はその視線を追って同じように顔を動かし、オセがさらに説明するのを待った。

「クロノスは魔界で唯一、『死の翼』を行使することを許された者。魔王以下、それが許された貴族の命令により、罪人や相応の罪をもつ者の魂を消滅させるのがクロノスの責務です。理由を知ることを許されず、また、背そむくことも許されない。もっともクロノスはその責務から逃げ出してしまいましたが……」

　オセはあざけり笑うような表情をクロノスに向ける。

　魔界の殺し屋にそんな役目があるとは渡琉も知らなかった。

　渡琉の世界ではとても許されない行為だが、魔界ではそれ自体が普通なのだろうか。

「噓だ……そうなのか、クロノスっ!?　じゃあ、なんで言ってくれなかったんだっ！」

　渡琉の隣に佇むクロノスにソラトは悲痛な面持ちを向ける。だが、クロノスはいつもどおり感情のあまり見えない顔で言った。

「死を与える理由を問うことは許されていません」

「そんなの……おかしいよ……」

　ソラトの声は震え、視線は宙を彷徨う。

「おかしくはありません。クロノスが知らぬのは当然のことです。もっとも理由を知ると貴方が傷つくだろうと危惧されて、お父上は貴方にすらお話しにならなかったのです。いずれはお話しになるおつもりのようでしたが、もう少し時間が経ってからと思われたのですよ」

　オセはソラトを宥なだめるように穏やかな口調でそう言ったが、ソラトは両手で頭を押さえて、激しく左右に振った。

「ソラトっ！」

　辛そうなソラトの様子に駆けだそうとした渡琉のジーンズを銀星が摑んで引き留め、クロノスは肩を摑む。

「なんだよ……離せよ、ソラトが……」

「いかん。離れた方がよさそうじゃ」

　銀星は嫌そうにそう言い、さらに強くジーンズを引っ張る。

「どうして母上が……兄さんとは比べられてきたけど……僕を殺そうなんて……そんなの噓だ。だって僕も母上の子供なんだぞっ！　なのにどうしてっ！」

「……落ち着いてください、王子」

「そんなの……噓だっ！　噓だ……噓だっ！」

　ソラトは癇かん癪しやくを起こしたように両手を振って、オセの手を打ち払う。

　瞳の焦点が合っていないソラトは、怒りと悲しみに満ちていた。こんなソラトを放ってなどおけない。

「帰りましょう、王子」

「……じゃあ、僕は……」

　ソラトは膝をつき、自らを守るように両手で身体を包んだ。

「今回の謝罪は魔王様から天界になされるはず。貴方はなんの心配をなされることなく、魔界へお戻りになれますので、ご心配される必要はなにもありません」

　オセは相変わらずソラトの気持ちなど理解せず、魔界に戻ることばかり口にしている。

　あれではソラトが可哀想だ。

「そんな心配なんて……どうでもいいんだよっ！」

　渡琉は銀星やクロノスが引き留める手をようやく払い、ソラトに近づいた。オセが睨みつけてきたが、もちろん無視する。

「ソラト……落ち着こうぜ……な」

「僕は……結局一人なんだ……いつだってそう。友達もいない……母上にも疎うとまれてたんだ……殺してやろうって思うほど……さ。なんだよ……なんでだよ……」

　ソラトは苦痛に顔を歪め、見ているのが切なくなるほど、悲痛な声を上げた。

　母親が自分を殺そうと企んでいたから、父親によって殺害された。

　ソラトはそれを知らずにクロノスをずっと恨んできたのだ。

　では、本当は誰を憎み恨めばよかったのか。

　亡くなった母親か、それとも何も知らせてくれなかった父親か。

　ソラトは座り込み両膝の間に顔を埋めて肩を震わせていた。

　渡琉には慰めの言葉が出てこない。

　ただ、そっと肩に手を置いて、自らも膝を折り、今この状態でただ一つの真実であろうことを口にした。
















「そんなことない。俺はソラトの友達だ。ソラトがそう思ってくれなくてもさ」

「……誰もいらない。もう……誰も……僕なんて誰もいらないんだ……」

　ソラトの身体から急に粉末状の闇が溢れ出し、彼をまるで守るように円を描いて、渦になる。それに呼応するかのように、穴の開いた床から黒い塊が噴き出し、それらはソラトを取り巻く渦に合流して、巨大な闇を作り上げていく。

「ソラ……ッ！」

「渡琉様っ！　無防備にこの闇に触れてはいけませんっ！」

　クロノスは渡琉の腕を摑むと、自らの腕の中に抱き込んで、ソラトから引き離す。もう片方には銀星を抱えていた。

「……なっ……何がどうなって？　何がどうなってるんだよっ！」

「わしもあれに触れるのは……嫌じゃな」

　クロノスに守られた銀星は鼻の頭に皺を寄せて、目を細める。

　この闇は天界の者にとってあまりいいものではないようだ。だからクロノスが渡琉と銀星を自らの胸に抱き込んでいるのだろう。

　確かにこうやってクロノスに守られていても皮膚が粟立ち、吐き気がする。今までとは違う闇が目前に横たわり、重苦しい渦が何重にも巻いているのだ。

　闇の中心にいるだろうソラトの姿はもう見えなかった。

　ただ、教育係といったオセだけは闇の渦に髪をなびかせ、薄ら笑いを浮かべていた。

　まるでこうなることを予想していたかのように。

「あいつ……笑ってやがる……なんでだよ？　お前が連れてきたのは、助すけっ人とじゃなかったのかよ」

「そのつもりじゃったが……わしも引っかけられたようじゃ」

　銀星はムッとした顔でそう言う。

「だから……何がどうなってるんだ？　じゃあ、あいつはなんのために来たんだよ？」

「……わしも詳しくは知らんがのう。ただ、思い出したことがあるんじゃ。魔王の特別な子供の育て方は……一いつ風ぷう変わっておったはず。母親もそのためなら喜んで命を捧ささげるそうじゃ」

　銀星は渦巻く闇を眺めながら、思い出すようにぽつりと言った。

「銀星……なんだよ……それ……」

「魔王の息子は特別な育て方をされると聞いたことがあっての。憎しみや悲しみで力を成長させるんじゃ。やり方の詳しいことは母親が直接教育されるそうじゃから、ようわからんがの」

　そんな恐ろしいやり方で子供を育てるなんて、渡琉の常識では考えられない。

「……じゃあ……オセって奴が話していたのは……もしかして噓か？　……母親がソラトに冷たくしたのも、クロノスに殺されることも、了承の上って言うのか？」

「あくまで聞いた話じゃ。ソラトがそう育てられているのかどうかは知らんぞ」

　銀星は動揺する渡琉に慌ててそう言う。

「クロノスは、知らないのか？」

「……私には……わかりません」

　頼りのクロノスはいつもの仏頂面のまま、答える。

「お前は魔界出なのに、なんで知らねえんだよっ！」

　こんな噓ばかり並べられて、どれが本当かわからない状態のどこに、真実があるというのだろうか。

　本当はどうなのか、渡琉は知りたくて仕方がなかった。

　いや、知らなくてはならないのだ。

「……周囲に興味を持ったことがございませんので……知ろうともしませんでした」

「でも……もし本当に銀星の言うとおりなら……そんなの許されねえよっ！」

「お前さんが常識と思うことと、魔界の常識が違うだけじゃ。自らの命を捧げて息子の成長を促うながすのは、母として最高の死といわれておる。お前さんの価値観だけで、それを否定するのは愚おろかなことじゃぞ」

　銀星は静かにそう言う。

　確かに渡琉は人間界で過ごしていて、そこでの基準でしか物事を考えられない。魔界の何が常識なのか知らない渡琉には、意見をすること自体が驕りなのだろう。

　それでもソラトは苦しんでいる。

　苦しむということは、ソラトにとって魔界のその常識は間違っているということだ。

「そんなこと言われても……俺は……許せねえよっ！」

「……外野は黙っていてください。王子は魔王の後継者でもあるのです。憎しみと悲しみが王子をより強い者へと育ててくれるのですよ。あなた方には関係のないこと」

　オセは楽しそうに唇を歪めて、笑っている。

　殴り倒したくなるほど、嫌な笑顔だ。

「下界不介入はどこへいったんだよっ！　自分達の都合のいい時だけ人間界で問題を起こすんじゃねえよっ！」

　渡琉が怒鳴ってもオセは知らぬ振りを通す。

　さらに渡琉は言葉を続けた。

「もし本当のことを知ったら……ソラトはもっと苦しむじゃねえかっ！　お前らの勝手であいつを振り回して、それで力を身につけたって、意味ねえだろっ！　人を信じられない、冷酷な魔王ができあがっていいのかよっ！」

　今までの説明がすべて噓なのだ。

　ソラトは今、噓を本当だと思い込んで苦しんでいる。

　だが、真実はさらに残酷なものなのだ。

　母の死はソラトのためだった。

　それを知った時、ソラトは壊れてしまうような気がした。

「ええ。それが魔王の資質として一番必要なものですから」

「……これでいいのか？　銀星っ！」

　渡琉は誰でもいいから味方が欲しかった。

　こんなの間違っている。同じようにおかしいことだと、誰かに言ってほしかった。

「魔界の常識について外の世界の者が意見することは愚かだと言っておるじゃろうが」

　銀星はあくまで傍観者を決め込むつもりのようだ。

「じゃあ、こんな理不尽なことを認めろって言うのか？」

　こんなの認められない。

　絶対に許せない。

「ああ……なんとなくわかりますよ。そこの人間にルシアス様の魂が宿っていることが。お節せつ介かいなところがよく似ていらっしゃいます」

「……うるさいっ！」

　渡琉の方が頭がおかしくなりそうだ。

「聞くんじゃ、渡琉。わしには関係のないここから逃げ出したいのはやまやまじゃが、お前さんが救おうと思うておる魂は、悪霊ともどもソラトの成長の糧かてにされるはずじゃて。なんとかせんといかんじゃろう」

　ボソボソと耳元で囁ささやくように言う銀星に、渡琉は声を上げた。

「なんだって────っ！」

「……叫ぶんじゃない。耳が痛いじゃろう」

　銀星は嫌そうに耳を両脚で押さえる。

「ちょっと、あんた。ソラトの成長には……ここの悪霊とか、ソウルイーターが食った魂とか必要だなんて、言わねえよな？」

　否定してほしいと期待を込めて渡琉は尋ねたが、返事は残酷なものだった。

「そうですね。ここは悪霊どもがうじゃうじゃしていて、大変結構です。それに……新鮮な魂も随分とあるようで、王子には最適の場所」

　オセはとんでもないことをサラリと言った。

「そういうことかよ。確か綺麗な魂って魔界では手に入りにくいもんなんだよな。以前、エメリッヒがそう言ってたことを思い出したよ。……このために、ソラトを煽あおってクロノスがどこにいるのかを耳打ちしたんだろ。だってな、おかしいじゃねえか。ソラトが今頃クロノスを追いかけて人間界に来るってさ。もっと早くにクロノスが天界にいることを知ってもおかしくなかったんだからな」

　すべてが計画されたものだったと認めると、怒りで頭が沸ふつ騰とうしそうなので、考えたくない。けれど、今頃ソラトがクロノスを捜しに来たのもおかしなことなのだ。

　一つずつ、考えてみるとどれもこれも、誰かがソラトの成長を促すために用意したものだという構図が見えてくる。

　しかも、下界不介入を上手くすり抜けたやり方で。

「魂を食らったのはソウルイーターですよ」

　黒いバイザーを外したオセの目は大きく出っ張っていて、顔の側面についていた。それはカメレオンのように左右独立した動きを見せて、どこを見ているのかわからない表情で、ニッと笑ってみせた。

「魔界の連中っていうのは……どいつもこいつも、腹黒く計画してやがるくせに、そうやって自分がやったんじゃないって言い張るんだよな」

　身体の痛みなど吹っ飛ぶくらいの怒りが渡琉を覆った。

　身勝手で自己中心的な魔界の考えに、頭の線が何本も吹っ飛びそうだ。

「本当のことでしょう」

「……どうしてこう、魔界の奴らってむかつく奴ばっかりなんだよ。ソラトがすっげ～普通に思えて仕方ねえよ。それよりこれをなんとかしなくちゃならないんだったな……」

　渡琉が闇の中に身を投じてソラトを捜しに行こうとすると、摑んでいるクロノスの手が拘束を強めた。

「なりません、渡琉様」

「……なんでだよ」

「あの闇は普通の闇ではありません。たとえ貴方の身体に光が満ちていたとしても、人の身体で触れてはならない危険な闇なのです」

　それは闇がどういうものかまだよくわかっていない渡琉にもわかる。

　今、目の前に広がっている闇は普通ではないことは。

　だからといって、このままにしておけない。

「でも……ソラトはあの中で悪霊だけじゃなく、俺の両親や他の関係ない奴らの魂までエネルギーにするんだぜ」

　ソラトのことも両親のことも、他の乗客のすべてと悪霊まで助けなければならないのだ。

　それが今の渡琉のやるべきことだ。

「では、渡琉様に安全な場所に移動していただいて、私が王子を説得して参ります」

「無理だよ。クロノスがソラトの母さんを殺したんだぜ。どういう理由があったとしてもさ。そんなクロノスの話に耳を傾けるわけねえじゃん」

　渡琉がそう言うとクロノスは厳しい目を向けた。

「渡琉様を絶対に行かせません」

「あの闇は今までになくやばい感じなのは俺だってわかる。けど……俺にはあの中でソラトが泣いてるような気がしてならないんだよ。あいつ……絶対に泣いてる。独りぼっちなのを自覚するなんて、辛すぎるよ。でも俺はあいつは一人じゃない。真実をちゃんと話してから、俺は違うって言ってやりたいんだよ」

　ソラトは苦しんでいるだろうが、きっとわかってくれると思うのだ。

　渡琉はそれほど長い間ソラトと一緒にいたわけではないが、いい奴だと思う。本当の自分を隠し、力のない魔王の息子を演じていたとはいえ、学校でのソラトは傲慢でもなかったし、身勝手でもなかった。

　大人にはわからないだろうが、ソラトは渡琉と同じ傷つきやすい孤独な子供だ。

「……どうしても行かれるというのなら、私ができうる限り渡琉様をお守りします」

　クロノスはそれが条件だというように有無を言わせない口調で言った。あとは渡琉の行動を止めるだろうオセが問題だ。

「銀星」

「わかっとるよ。本当は嫌なんじゃが……仕方あるまいて」

　銀星はよっこらしょっと声を出し、クロノスの腕から飛び下りると、フリルの似合う少年の姿に変わった。

　くりくりとした銀髪の巻き毛に大きな目はフランス人形を思わせる。くびれのない細長い足にピッタリとしたブーツ。手には銀星の武器が握られている。それは幾何学模様を描いたような複雑な装飾が上部になされた綺麗な杖だ。

「そこでコソコソお話しされていますが、手出しは無用です。私の可愛い王子がこれから偉大な力を獲得されるのですよ。その邪魔をするのでしたら、容赦はいたしませんよ」

　オセは渡琉達の不穏な様子に気づいたのか、威嚇するようにぎょろりと目玉を向けた。

「後からやってきてそりゃねえだろ。偉そうにすんのも大たい概がいにしろって」

「王子の成長を阻止するつもりですか」

　オセはそう言いながら馬ほどの大きさのカメレオンへと変身した。

　体は扁へん平ぺい。表面には顆か粒りゆう状じようの隆りゆう起きがある。身体の色は緑りよく灰かい色しよくで、なにやら不規則な斑はん点てんが混在している。眼は大きくて左右独立にぎょろりと動く。

　目の下まで裂けた口からは、長い舌がちょろちょろと見えた。

　瞳は赤い炎のように燃えさかり、鋭い爪を持つ前足が、内包する怒りを表現するかのように、床をゆっくりと引っ搔き、先端の尖った長い尾が空中でこちらを狙う。

「私の可愛い王子の邪魔をする者は、何なん人ぴとたりとも私が許しません……」

　オセはオセなりにソラトを大事にしているのだろうが、これは間違っている。

「……そうじゃねえよ。俺は両親や関係のない人達の魂を持ってかれるのを阻止するんだよ。あんたは下界不介入だろ？　……銀星っ！」

「ちょっとの間じゃぞ」

　銀星は美少年の姿をしていたが、瞳を力強く輝かせていた。

「これは我ら魔界の定め。それをお前ごときが邪魔だてする気か？」

「のう、オセ。わしは魔界のやり方に口を挟む気はサラサラないんじゃが、ここがどこかを忘れておらんかの？　ここは人間界じゃ。そこで騒動を起こす輩やからを止めるのも、下界不介入のうちじゃと思わんか？」

　銀星は一応、道理を説いてくれている。

「ドラゴン・トライアングルにしろバミューダ・トライアングルにしろ。そこは我らに許された特別な場所。ここで何が起ころうと、問題になりはしない」

　オセは長い尻尾を左右に振り、銀星に向かって爪を立てた。

「渡琉っ！　行くんじゃっ！」

「わかったっ！」

　オセは銀星に任せ、渡琉はクロノスに抱えられながら、ソラトの作り出した闇に足を踏み入れた。

　まるで海の底深く沈められたような圧迫感に襲われる。

　闇が光を食らおうとするかのように、黒い霧が身体を覆ってきた。外から見れば、すぐにソラトを見つけられると思ったのに、見た目より中はとても広く、それらしき姿が見えない。

「この闇の中で人間の渡琉様はあまり長居はできません。いいですね」

　クロノスの言うとおり、この闇に足を踏み入れてからというもの、吐き気が止まらず、目め眩まいが凄まじい。鼻がもげそうなほどの異臭と、指先からグズグズに溶け落ちてしまいそうな感覚がずっと身体を支配しているのだ。

　本当にここはやばい場所だ。

「わかってる……あ、あっちになんか見えたぜ」

　周りの影より少し薄い闇が、揺れた。

　よく見るとケルベロスのケロルくんだった。すでにポメラニアンの姿はしておらず、凶暴な魔界の獣がそこにいた。

　ケロルくんはうふ～っと、鼻を鳴らし、こちらに背を向けた。だがついてこいと言わんばかりに、立ち止まったまま何度も振り返る。

「案内してくれるんじゃねえの？　行こうぜ」

　ケロルくんの後を追い、幾層もの闇を越え、光が届かない永劫の闇が渦を巻いている中心にソラトはいた。

　頭こうべを垂れ両膝を抱えて座っている。

　その姿はまるで周囲から自分の姿を隠そうとしているようにも見えた。

　すべてを拒み、自らも否定し、何も見ず、聞かず、ソラトは孤独に囚われていた。

　だが、やはりあのソウルイーターのメアリーが傍らに佇んでいて、渡琉達に気づくと迷惑そうに顔を上げた。

「俺を、もっとソラトの側に連れていってくれ」

「……」

「クロノスッ！」

「……はい」

　気の進まない表情のクロノスは、渡琉の身体を庇護しつつ、さらにソラトの側へと近づいた。

「ソラト、俺だよ。渡琉。聞こえてるか？」

「……」

「さっき本当のことを聞いたよ。まだソラトの知らないことがある。お前知ってたか？　知らなかっただろうな。知ってたらそう簡単に奴らの思惑どおりに、ならなかっただろうしさ。ソラト、よく聞けよ。魔王の息子の育て方は特別らしいんだ。母親が自らの命を捧げて息子の成長を促すことが最高の死なんだってよ。俺はそういうの認めたくないけど、ここでの常識は通じねえから、それはちょっと脇に置くぜ。けど、ソラト、お前はあいつらの掌で思いどおりに踊らされてるんだぜ。嫌じゃねえのか？　抱く必要のない憎しみや悲しみで成長するなんて、空しいと思うだろ？」

　渡琉は身体を屈めて、ソラトに聞こえるようにと、はっきりとした口調で続ける。

「本当のことを知ってソラトはまたショックを受けてると思う。だってな、ソラトのお母さんはソラトを本当に可愛がっていたから、憎まれ役をやってたわけだろ？　ソラトの力を促すために、死まで選んだんだ。愛してなかったら……できねえよ」

　魔界でのやり方に同意などできないが、ソラトの母親の愛情は、切ないほど深い。

　渡琉はこれも親子の繫がりの一つの形なのだと思った。

「……」

「落ち込む必要も、自分を責める必要もねえじゃん。ソラトは愛されてるんだし、一人でもねえ。俺がいるって言っただろ」

　渡琉の言葉にソラトは沈黙を守ったままだ。

　聞こえているのか、そうでないのかわからないが、渡琉は続けた。

「俺はソラトを友達だと思ってるし、ソラトにもそう思ってもらい……っ！」

　喉がいがらっぽくて、咳き込むのと同時に、口から黒くて粘ついた液体を吐いた。掌に落ちた黒い液体は、肌を伝って闇の中へと消えていく。

　これがどういうものなのかわからないものの、試練の回廊で痛めた身体は、この闇でさらに悪化しているようだ。

「……もう戻りませんと」

　クロノスがソラトから距離を取ろうとするのを、渡琉は引き止めた。

　ここで引き返すわけにはいかない。ソラトが孤独と決別し、前を向いてくれるまで、渡琉はここでソラトと話をしなくてはならないのだ。

「何言ってるんだ。これからだろ」

　渡琉の声が聞こえているのか、それとも全く聞こえていないのか、ソラトがピクリとも動かないため、判断のしようがない。

　ただ今まで闇を吸収していたように見えたのだが、今は静寂を保っていて、渦を巻くこともなく、動きを止めている。

　渡琉の言葉を聞いてくれているからこそ、闇は動きを止めているのだ。

「……もう……誰も信じられない……」

　ソラトはぽつりと呟いたが、よく耳を澄ませていないと聞き取れないほどの大きさだった。

「これから先、信じて裏切られないっていう保証はねえからな。俺だってなんの保証もしてやれねえのに、信じろっていうのも変だけど、まず自分が誰かを信じなくちゃ、誰もソラトを信じてくれねえぜ」

　渡琉だってまだ十六だ。

　偉そうに言えることなど何もない。

　もしソラトのような体験をしたら、孤独からきっと膝を抱えて蹲って、立ち上がることすら拒否するかもしれない。

　それでも、自分を本当に信じてくれる人を見つけるには、時には傷つくことも必要だと思う。

　けれど傷ついても一人じゃないのだ。

　きっと誰かが支えてくれる。

「……母上が僕に冷たかったのも、兄上とあからさまに比べていたのも、殺された振りして死ぬことも……みんな僕のためだって……そんなのどう信じられるんだよ？」

　我が身を賭としてもソラトのためだと信じた母親の愛情に、息子はどう応こたえたらいいのだろう。

　渡琉にもわからない。

　それでも死の責任を背負うことなど、母親は望まないはずだ。

「ソラト……俺は……っ！」

　まだソラトとは話さなければならないことが山のようにあるのに、渡琉の身体は限界にきていた。

　自分では必死に意識を保とうと、奥歯をギリギリと音が漏れ出るほど嚙み合わせているのに、無駄だった。

　意識は予期せぬほど唐とう突とつに失われ、膝からすとんと力が抜けた。

「渡琉様っ！」

　クロノスの手の感触すら、渡琉は感じることができなかった。










「……渡琉様っ！　しっかりしてくださいっ！」

　渡琉の声が途切れると、クロノスの声が響いた。

　こんなに心配と焦りに満ちた声など、ソラトは聞いたことがない。

　渡琉は誰にでも好かれるようだ。

　羨うらやましく思いつつも、今のソラトにはそれもどうでもいいことだった。

　渡琉の言葉は聞こえていたが、その内容を理解できるまでには至らなかったのだ。

　いや、頭ではわかっていたかもしれない。

　魔界でどんなふうに魔王の息子を育てるのか、やり方などソラトは聞いたことがなかった。母親がそのために命を捧げることも厭わないなんて、それが魔界の常識だろうとソラトには馬鹿げているとしか思えないのだ。

　だいたいソラトは様々な噓に翻ほん弄ろうされてきた。

　そのたびに噓の真実が明かされ、力が開花するほど、憎しみや悲しみを受けてきた。

　また、新しい真実が出てきた。

　ずっと噓ばかりで塗り固められてきたのに、渡琉が話したことが事実だと、言い切れるとでもいうのか。

　本当に母親がソラトを疎ましく思い、兄を贔ひい屓きしていたのかもしれないのだ。

　これほどの虚構に満ちた世界で生き抜くことは、今のソラトにあまりにも辛い。

　自分が傷つかないためには、僅かに存在する優しさや思いやりなど捨ててしまった方が楽に違いない。

　外界をすべてシャットアウトして、最初から孤独を友とすれば、心は痛まないだろう。

　誰かを求めようとするから、傷つくのだ。

　自分は自分。

　世界でただ一人の存在だと自覚してしまえばいい。

　もう、ソラトは傷つきたくなかった。

　無防備に誰かを信じ、裏切られたくはない。

　自分だけが傷つくなんて、馬鹿らしくて情けなくて耐え難がたい。

　騙されて傷つくより、騙して傷つける方がよっぽど楽だ。

　そうすれば二度と、自分は傷つかない。




『ソラト』




　不思議と渡琉の声がひときわ心に届き、ソラトは顔を上げた。

　渡琉はクロノスの腕に抱かれているのだが、ぐったりとしている。

　名前を呼ばれたような気がしたが、幻聴だったのだろう。




『ソラト』




　だが、もう一度渡琉が自分の名を呼ぶのを聞いた。

　渡琉は身体をクロノスにあずけたまま、目を閉じているのに、なぜ声が聞こえるのだ。

「もういいから、渡琉を連れて……帰れよっ！」

　戻ろうとしないクロノスにソラトが怒鳴ると、いつもは伶れい俐りな面立ちに微笑が浮かぶ。

　ソラトが見たことのないクロノスの微笑みに圧倒されていると、ブラブラと垂れ下がっていた渡琉の手がスッと上がり、空中を指さした。

「……なんだよ」

　闇しかないはずのその場所にソラトが視線を向けると、唐突に画像が現れた。長方形に浮かび上がるスクリーンには、母親が生きていた頃の姿が映し出されている。

「……母上？」

　母親はソラトが覚えているとおりの姿で映し出されている。

　高く結い上げた髪。面長ですっきりと通った鼻筋。ソラトと同じ金色の瞳は生き生きと輝いていた。在ありし日の母親の姿が底に映し出されていた。

　まるで今にもこの場に現れそうなほど、画像はリアルそのもので、ソラトは声を失ったまま尋ねるようにクロノスを見た。

「これはルシアス様の過去見の力です。過去にあった出来事を再現しているのです。決して作られたものではありません」

　では、これはソラトの知らない、けれど本当のことだったというのだろうか。

「……」

　最初は長方形のスクリーン上に映っていた画像があっという間に周囲に広がった。

　自ら作り出した闇の中にいたはずなのに、いつの間にか自分の屋敷にある庭にソラトは立っていた。

　ソラトの母は地位の高い貴族の出ではなかった。けれどソラトを産んでからというもの、洋風の立派な屋敷と、素晴らしい庭を与えられたらしい。

　母親は使い魔達を広々とした庭に放ち、それを眺めてお茶を飲むことを、こよなく愛していた。

「これも……ルシアスの力か？」

　そう問いかけたが、クロノスや渡琉の姿はなかった。代わりに、母親がソラトもよく知る伯お母ばと、お茶を楽しんでいる姿を見つけた。

「母上っ！」

　駆け寄って母親の手を摑もうとしたが、霞かすみを摑むがごとくすり抜けた。

「……映像……って言ってたのはこういうことか？」

　母親の目の前で手を振ってみるが、こちらを見ることもない。試しにテーブルやカップにも触れてみようとしたが、できなかった。

『魔王の特別な子でありながら、あの子の力の発達が遅いのは、貴方が厳しくしないからだと言われてるわよ』

　母の姉である伯母は本当に心配そうにそう言った。

『ええ、知っていますわ。地位の低い私の子供だから、血が汚れているのだと言われているそうね。だからソラトには何をしても無駄だと聞いたわ』

　いつまでも立派な力を持てないことで、他の魔王の息子達から出来損ないのように言われることは多々あったが、母親がそんなふうに言われていたなんて、ソラトは知らなかった。

『それは妬ねたみよ』

『妬みは私にとって心地いいものでしかないわ。それより、あの子を力いっぱい抱きしめてやれないことが、時々間違っているのではないかと思うの』

　寂しげに目を伏せる母親からは、寂しさと辛さを感じ取った。

　いつも兄と比べ、ソラトを抱きしめることを拒否していた裏に、こんな母の気持ちが隠されていたとは、知らなかった。

　いや、本当にこれは母なのか。

　ソラトの知る母とはあまりにも違う言動に、動揺を隠せない。

『いいえ。それがあの子を強くするのよ。あの子は特別な子。我が一族に輝かしい地位をもたらしてくれた素晴らしい子。あの子には次の魔王になってもらわなくては。だから優しくしては駄目。優しさからは弱さしか育たないわ。まるで天界の子供のように、優しいだけの弱い子供になるわよ』

　その伯母の言葉には決して嫌なものは含まれず、不思議と愛情に溢れていた。

　二人ともソラトのことを心から思い、どうすれば立派になるのかを考えてくれているのだ。

　こんな二人の会話があったことも、ソラトは知らなかった。

『わかっていますわ。魔王の特別な息子の育て方をすべて学びました。あの子を抱きしめて、可愛がってあげることは、あの子のためにはならないことも』

　自分が特別な存在であることは、小さな頃から嫌と言うほど聞かされてきた。

　それが重荷で仕方がなかった。

　ソラトは周囲の大いなる期待に応えられる存在になるより、母親に抱きしめられたかった。

　それを我慢していた母の姿を腹立たしく思いながらも、自分のためにどうすればいいのか、一生懸命に考えてくれている母親の愛情深さに胸がいっぱいになった。

『孤独と憎しみがより強い力を与えてくれるのよ』

『知っています。だから兄と比べて、辛く当たっているのよ。でも……それだけじゃ足りない。何かもっと大きな出来事があの子には必要なの』

　母は悩んでいるようだった。

　周囲から求められている力をソラトが持てなかったからだ。

『死は最大の愛情よ。私がその役目を負ってもいいわ。あの子は私に懐いているし、私には子供はいない。だからあの子は私の大切な子でもあるの』

　伯母はそう言い、母親の手を握る。

『いいえ。ソラトの母は私よ。あの子のためなら私はなんだってできます。死が必要だというのなら、迷わず私はあの子に自らの命を捧げるわ……可愛いソラトのためですもの』

　母は迷いのない目を伯母に向けていた。

　兄ばかり可愛がっている母を見て、どれほど辛い思いをしたか。だが、母はソラトを愛してくれていた。

　命を捨てていいと思うほど。

「そんな愛情なんていらないっ！　母上、やめてくださいっ！」

　ソラトは触れることもできない過去の映像に向かって叫んだ。

　けれど、もう遅い。

　どれほど願っても母親は戻ってこないし、抱きしめてもらいたい腕はもうない。

　一度だって力いっぱい抱きしめられた記憶がないのに。

「嫌だ……嫌だっ！　母上……嫌だッ！　僕は……出来損ないのままでよかった。それで母上に抱きしめてもらえたっていうなら……僕は……何もできないままでよかったっ！」

　では魔王の息子を育てる母はみなこれほどまでの決心を持っているのだろうか。

　憎しみや悲しみを子供に与えるためなら自らの命をかけて噓をつくのか。

　みなそれを当然のごとく受け入れ、まるでそれが最大の愛情だというふうに、考えているのだろうか。

「こんな……こんなやり方なんて……認めない……」

　母親の映像が揺らぎ、懐かしい我が家の庭が闇に溶けていく。

　戻ってきた暗闇の中に一人の男が立っていた。

　薄紫の瞳は穏やかで、不思議と視線を合わせていると、優しい気持ちになってくる。

　今ままで見たどんな美の女神より、今目の前にいる男性は美しい容貌をしていた。

　淡い金髪は真っ直ぐで足元まである。肌理の細かい白い肌はつるりとしていて、光を纏っているように闇の中でぼんやりと発光していた。
















「誰……？」

『私はルシアス』

「……え？　じゃあ、今のはお前が見せたのか？」

　ルシアスは小さく頷く。

「こんなものを見せて……どうしたいんだよっ！　母上の死を僕のせいにしたかったのか？　死の本当の理由を知らせて、クロノスにはなんの罪もないと……そう言いたかったのか？」

　ソラトが叫ぶと、ルシアスは少し目を伏せ、顔を左右に振った。ただそれだけなのに、優雅な物腰に目が釘づけになる。

「じゃあ……どうしてこんなものを見せたんだよ……」

『……真実を知り、後悔をしているのですか？』

　耳に心地よく響くルシアスの声を振り払うように、ソラトは激しく顔を振った。

「そんなことないっ……そんなことは……。知らないより……知ってよかった。そう思う。でも……こんなやり方で魔王の息子を育てるなんて……間違ってる！　じゃあ、僕の力の成長が止まったら……次は伯母さんが死ぬのかっ？　変だよ……そんなの……おかしいよっ！」

　親しい者の死を背負わなければ手に入れられない力なんて、本物ではない。

　ソラトはそんなことまでして、力が欲しいと願ったことはないのだ。

『他の誰でもない、貴方だからできることがあるはず』

　ルシアスは何もかもわかっているようにそう言った。

「……魔王になれって言いたいんだろっ！　僕が魔王の息子だってことで、こんな目に遭っているのに、そんなふうに言うのか？　ああ、お前のことは聞いてるぞっ！　自分の職務を放棄して、人間に転生したってさ。そんなお前に説教なんてされたくないっ！」

『渡琉だからこそできることがあるのです。まだ……渡琉自身は気づいていませんが、それは彼が探さなければならないこと。貴方が答えを見つけたように』

「……お前は……逃げたわけじゃないのか」

　ルシアスはただ微笑し、右手を高く上げる。

　するとソラトの周囲にあった闇が吹き飛ばされ、もとあった船の景色に戻った。だが、ボロボロだったはずの船は新品同様の姿に戻り、すでにこの世にいないはずの人々が船の旅を楽しむように、談笑し、子供達は廊下を走り回っている。

「……今度は……なんだよ……」

　廊下を照らすカンテラは赤々と火を灯し、人々が自分達の住まいである個室に出入りする姿もあった。

　これもルシアスの過去見の力なのだろう。

　だがなぜ、過去の船の姿を見せる必要があるのだ。

「おのれ、ルシアス。余計なことをっ！」

　オセが怒りに満ちた表情で、怒鳴った。その側で銀星が隙を見せたなとばかりに、自らの杖でオセの頭を殴りつけた。

「ギャッ！　この猫じじいがっ！」

　カメレオン姿のオセが目を怒らせて怒鳴る。だが銀星は小さな唇から舌を出して馬鹿にしながら、オセを翻弄していた。

「オセ、もうや……」

「お母さん……」

　はっきりと聞こえた声にソラトが振り返ると、ソウルイーターの少女が、過去見によって見せられている映像の中にいる人物に、駆け寄っていく。

　あの写真に写っていた、丸顔の中年女性だった。

「お母さんっ！」

　映像で触れられないはずなのに、少女は大きく手を広げた母親の胸に飛び込み、幸せそうな笑みを浮かべた。

　同時に彼女の身体から白い発光体が数え切れないほど飛び出し、上昇していく。

　魂など見慣れているソラトだったが、幻想的な魂の乱舞に、思わず目を奪われていた。

　ソウルイーターだった少女が今まで食らってきた魂をすべて解放し、行くべき場所へと導かれていく。

　母親はきっと少女に戻ってくると約束していたのだ。

　けれど母親は海賊に襲われ、ここではない場所で殺されてしまったのだろう。

　少女は亡くなってからも、ずっと迎えを待っていた。

　永劫とも思われる時を待つ間に、孤独から魂を食らい続けてきたのだろう。

　けれど、いくつ魂を食らっても少女の孤独は癒されなかった。

　少女の望みはただ一つ。

　母親の迎えだったのだ。

　少女はここで母親に会え、ようやく望みが叶った。

　それが過去見の力から、僅かの間蘇よみがえったかりそめの姿であっても、少女にとって何よりのものだったのだろう。

「孤独から得られるものなんて……なんにもないんだよな……」

　ポツリとソラトが言葉を漏らした。

　ルシアスはソラトが今まで見たどの笑顔よりも美しく微笑んだ。それは冷え切った心を温めてくれるような、慈愛に満ちたものだった。

　クロノスがどうしてルシアスのもとにいるのか、理解できるような気がした。

　孤独を癒してくれる光がそこにあるから。

「……よくわかったよ」

　今ならあの少女がソラトにつきまとったこともよくわかる。

　ソラトと少女は同じだったのだ。

　母親の愛情を求めて、ずっと彷徨っていた。

　それが飢うえとなり、魂を食らい続けてきたのだ。

　ルシアスの姿は急に色彩を失っていき、景色に溶けていく。

　同時に豊かな色彩に彩られた過去の船内は柱が割れて倒れ、床が腐り抜け落ち、荒れ果てたもとの姿へと戻っていった。

「……え？　あ、ちょっと待ってよっ！」

　ルシアスがいた場所に、クロノスに抱きしめられた渡琉の姿が戻ってくる。

　ソラトは渡琉に駆け寄り、動かない身体を揺さぶった。

「まだ聞きたいことがあるんだっ！」

「……ソラト。俺は……お前の友達だからな」

　目を覚ました渡琉は開口一番、そう言った。

　虚きよを衝つかれたソラトが、目を大きく見開いていると、同じセリフをもう一度渡琉は口にした。

「お前がなんて言おうと、俺の友達だからな。今決めた。絶対決めた」

　ソラトは笑った。

　それがとても自然のような気がしたからだ。










　目が覚めてもすぐに自力で歩けなかった渡琉は、格好悪いと思いつつも、クロノスに身体をあずけたまま抱き上げられて甲板へ向かった。

　そこまでの間に、ソラトは渡琉に何があったのか話してくれた。

「あれが……解放された魂か」

　船のあちこちから白い発光体が浮かび上がって空へと昇っていく。

　一部の発光体は、併走している客船へ向かい、吸い込まれていった。

　きっと両親や他の乗客の魂が有るべき場所に戻ったのだろう。

「遺体を焼かなくても……ちゃんと解放してくれたんだな……ホッとしたよ」

　ソウルイーターが張っていたフィールドが魂の解放とともに失われたのか、空には星が輝き、海面を覆っていた霧も姿を消していた。

　止めていた時間も時を刻み始めている。

「兄上様はちゃんと戻ってきたのかえ？」

　空中から下りてきたローズに、渡琉は言った。

「お前……家で留守番をしてろって言ったのに」

「わらわが銀星に『試練の回廊』が開かれたことを知らせたから、おんしも無事に戻ってこられたんじゃないのかえ？　最大の功労者であるわらわにどうして感謝の言葉がないのじゃ」

　ローズはそう言って小さな唇を尖らせる。

「……まあ……来てくれてよかったけどな」

　両親や客船の人達の魂が戻ったということは、これで止めている時間を戻せばすべてもとどおりになるということだ。

「じゃ」

　オセと話していたソラトが振り返り、それだけを言うと、空へと飛び上がった。

「じゃって……ソラトっ！　てめっ、ちゃんと後始末をしていけよっ！」

「渡琉に任せるよ。僕ができることはもうないし……オセ、行くよっ！」

　ソラトはそう言って、銀星といまだ睨み合っているオセを呼ぶ。オセはチッと舌を鳴らして、巨大なカメレオンから人間の姿に戻り、ソラトの側へ向かった。

「ソラトっ！」

「また明日」

　ソラトは悪戯っぽく笑って意味深にそう言い、ケロルくんやオセとともに姿を消した。

「また明日って……学校でってことか？」

　夜空に消えたソラトに渡琉は呆れた声でそう言った。渡琉を抱き上げているクロノスは、珍しく唇に微笑を浮かべた。

「もういい、下ろせ」

　そう言うとクロノスは渡琉をそっと甲板に立たせた。

　少し膝がしっくりこないものの、自力で立てないほどではなかった。

　一時的にルシアスが渡琉の身体を支配したからか、闇に浸食された身体からは黒い色彩も消え、力も戻ってきていた。

「……なんだよ自分だけわかったみたいな顔してさ。だいたい、ルシアスが出てくると俺はいっつも蚊か帳やの外になるんだよ。いいとこばっか持っていきやがって……」

「なんじゃ、兄上様が出てきたというのかえ？」

　ローズが真っ先に反応し、渡琉に詰め寄ってきた。

「らしいぜ。俺は見てねえけど」

「わらわの頼みを誰か伝えてくれたのかえ？　ボンキュッボンに戻してくれと言ってくれたかえ？　クロノス、銀星っ!?」

　クロノスはローズから視線を逸らせ、銀星は猫の姿に戻って毛繕いをしている。

「誰も言うてくれんかったのかっ！　言うてくれるはずじゃっ！　おんしはわらわと約束したはずじゃえ？」

　ローズはまだ足元が頼りない渡琉の側でがなり立てる。

　耳を押さえながら、渡琉はげんなりとした表情で言った。

「だから……俺の意識のない時に出てきたんだって。どうにもならねえだろ」

「おんしの事情など聞いておらぬわ！」

　怒りで顔を真っ赤にしながら甲板をウロウロするローズを後しり目めに、渡琉はため息をついた。

「とりあえずさっさと後始末しなくちゃな。客船の人達に気づかれる前にさ」

　ようやく自力で歩けるようになった渡琉は、ポケットからライターオイルを取り出し、ボロボロのマストにかけ、残りを周囲にふりまいた。

「こいつはもう必要ねえからな……」

　ライターで火をつけると、炎は一気にマストを覆い、火柱が上がった。

　渡琉はクロノスに連れられ空中に待たい避ひすると、暗闇に浮かんだ炎を眺めた。だが、船は燃え尽きる前に海面へと後尾から沈んでいき、海の底へと消えていった。

「もうあの幽霊船は出てこないよな」

「ええ。みな、救われたようですから……」

　クロノスは魂が消えた夜空を見上げて目を細めた。

「せっかくすべてが上手くいったのに、時間を戻すわけにはいかねえ。けど……客船の人達はソウルイーターが襲ってきた記憶は残ってるわけだし、もしかすると燃えながら沈む幽霊船を見た奴もいるかもしれねえ」

　チラリと渡琉は背後にいるローズを見つめた。

　ローズはまだ腹立たしい気持ちが収まらないのか、ムッとした顔をしている。

「なんじゃ？」

「ローズってさ、記憶操作ができるんだよな？」

「だからなんじゃ？」

　腕を組んでローズはつんけんした態度をみせる。

「この客船の行方不明をなかったことにしてくれよ」

「嫌じゃ」

　予想したとおり、即答だった。

「せっかくソウルイーターが行くべきところに行ったっていうのに、これで時間を戻すとややこしいことになるだろ」

　渡琉がそう言うと、ローズは目を怒らせる。

「おんしの都合など知らぬわっ！　だいたい、わらわとの約束は今も果たされておらんえ。なのにどうしておんしのためにいつもいつもいつも一肌脱がねばならんのじゃっ！」

　本当にローズはいつだって一度で頼みごとを聞いてくれたことがない。

　だが、その気にさせる簡単な手があるのだ。

「俺はローズって、ここっていう時に助けてくれる素敵なレイディだと思ってたのにな～」

「素敵なレイディ……かえ？」

　腕を組んでいたローズが手を解いて、渡琉の言葉に興味を示す。

「ああ、そうだよ。ローズって誰よりも大人で、素敵な女性だって密かに感心してたんだけどなあ～違うんだ」

　ローズのプライドを上手くおだててくすぐる。

「……それほどまで言うのなら……わらわの力を貸してもよいぞ」

「ローズって本当にすっげ～いい女だなっ！　誰よりも頼りになるぜ、な、クロノス、銀星！」

　クロノスをこづき、銀星を睨むと、一人と一匹は小さく頷いた。

　ローズはおだてて使うのが一番なのだ。

「仕方ないの。男どもは揃ってふがいないのじゃから、やっぱり最後はわらわが後始末をしてやらねばならんえ」

　ニコニコと微笑しながら、ローズは大きな赤い石の指輪がはまっている左手を高く上げた。

　すると赤い光があたりを包み、闇に溶けていく。

　これで人々の記憶からソウルイーターに襲われたことなど、もろもろのまずい記憶が消えたはずだ。

　渡琉がホッとしていると、聞き慣れた声が背後から聞こえてきた。

「よ～、相変わらずくだらねえことに時計を使ってやがるんだな」

　ゼファーが大きな鎌を片手に、空から下りてきた。

　こいつがもっと前に戻ってきていたら、役に立ったこともあった。

　そういう時に限ってゼファーはいない。

「何しに来たんだよ」

「ちょうど旅行から帰ってきたら、大量に魂を案内する予定が入ってな。仕事をするためにやってきたら、おお、我らがルシアス様ご一行がいらっしゃるじゃないか～」

「……」

「そうそう、何百年ぶりかの慰安旅行は楽しかったぜ～。ちゃんと土産を買ってきたんだから、ここがすんだら持っていくぜ。な、クロちゃん、俺様って気が利くだろ？」

　ゼファーはクロノスに対してヘラヘラと笑っている。

「ほんと、ゼファーは使えねえ奴だよな」

「まったくじゃ、駄目駄目じゃのう」

「ほんに、間の悪い男よのう」

　呆れたふうに渡琉が言うと、銀星、ローズが言葉を続けた。

　ゼファーは犬歯を剝き出し威嚇してきた。

「んだと～てめえら、ぶっ殺して……あ、クロちゃん。や～別に何でもねえ。ちょっとした行き違いがあってさあ……あれ、もしかして俺様のいない間に、何かあったとか？」

　クロノスに睨まれたゼファーは、叱しかられた子犬のように肩を竦めた。

　まあ、今回に関しては策略とは知らずに旅行に行かされたゼファーを責めるのもちょっぴり可哀想かもしれない。

　渡琉は仕方なしに話を変えた。

「で、土産ってなんだよ。天界まんじゅうとかあるのか？」

「魔界イナゴの佃つくだ煮にと、魔界蟻のふりかけ。これがまた、美味いんだぜ～」

「イナゴの佃煮……蟻のふりかけ……」

　どこへ慰安旅行に行ったのか聞くまでもなく、渡琉は深いため息をついた。

「人間界のポテトチップスみたいなもんだぜ」

　ゼファーは一人嬉しそうに笑っていたが、周囲から冷たい目を向けられていることに、気づかなかった。
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　客船の人達の記憶を替え、行方不明は誤報だったという結果に落ち着いた。

　どうして客船がレーダーから消えたのか、マスコミも騒いでいたが、とうの客船は順調に航行していたし、乗客達もなぜ騒がれるのか全くわからないのだから、結局、レーダーの故障とするしかなかったのだろう。

　とはいえもう終わったことだ。

「で……もう帰ったと思ったんだけど……まだいるのかよ？」

　翌日、ソラトは何食わぬ顔で登校してきて、休憩時間はクラスメイトと運動場で遊んでいたのだ。いつまでもここにいるわけではないだろうが、さっさと帰るだろうと思っていた渡わた琉るは意外だった。

「楽しい思い出をもう少し持っていこうと思ってさ」

　ソラトは屋上の柵に手をかけて、暮れていく空を眺めている。渡琉はその隣で、同じように昼から夜へと塗り変わる景色を眺めていた。

「じゃあ、昨日はなんでさっさとどこかへ姿をくらましたんだ？　あれから結構いろいろ大変だったんだからな」

　渡琉が少し腹立たしげに言うと、ソラトは鼻の頭を搔いて、ばつの悪そうな表情を浮かべた。

「魔界にちょっと戻って……伯母上に会ってきたんだ。母上のように僕のためだと言って勝手に死んだら許さないって釘くぎを刺しておいた。言っておかないとなんだかすぐにでもやっちゃいそうでさ。僕も思い立ったらすぐに行動しないと気がすまないし……」

「……そか、魔界は複雑だな」

　夕日を受けて輪郭を赤く染めているソラトの横顔には、どこか吹っ切れた爽さわやかさがあった。

「渡琉……僕、ここに来てよかったよ。偽物の友達だったけど、楽しい思い出ができたし……渡琉っていう本当の友達ができた」

「お前のお父さんに俺が友達だってことがばれたらぶっ殺されそうだけどな……人間だし、魂はルシアスだし……」

　ただでさえ天界だろうと魔界だろうと、人間界にいる人間を見下す傾向があるのだ。それだけではなく、渡琉の魂は天界のルシアスなのだから、さらに複雑だろう。そんな人間と友達だと言われたら、困惑するに違いない。

「あはは。確かにオセはいい顔してなかったなあ～。でもあれで……僕のことを凄く考えてくれてるんだ。それは……わかってる」

　ソラトはそう言ってクスクスと笑った。

　帰ってから、二人で何か話でもしたのかもしれない。

「で、ルシアスに会ってどうだった？」

　一度だけ夢の中で会った。

　まるで光から抜け出てきたような輝きと、美しい容貌を持つルシアスのことは、今も脳裏に焼きついている。

「……僕の知ってるどの天界の人間とも違ったよ。見下されることもなかったし、偉そうでもなかった。目が合ってると……なんだかそれだけで癒されるっていうか……すっごく温かかった」

「あ、わかる。わかる」

「ルシアスが言ってたよ。『渡琉だからこそできることがある』って。『渡琉自身が探さなければならないこと』ってさ。そういえば……『僕が答えを見つけたように』って言ってたけど。意味はわかる？」

　それは初めて聞いた。

　渡琉だからできることというのは時間を操作する力だろうが、何を探してほしいのだろうか。

　どこに答えがあるのだ。

　それはシルヴァが姿を現したことに関係があるのだろうか。

「……知らねえよ。ていうか、お前は見つけたってことか？」

「え、あ……うん。一応見つけたよ」

　嬉しそうにソラトは微笑む。

　なんだかそれがすごく眩まぶしくて、羨ましい。

「狡いな。さんざん引っかき回して、お前だけ悟さとっちゃってよ」

「でも僕にできるかどうかわからないけどね」

　決心をつけながらも、少しばかりの不安がソラトの横顔をよぎる。

「目的を持ってる奴ってでっかくなるぜ」

「そうかな？」

　チラリとこちらへ視線をよこすソラトに、渡琉は大きく頷いた。

「誰かを守りたい、何かを達成したい……そんな気持ちがあってこそ強くなれるんだぜ」

「渡琉もそう？」

「俺だけじゃなくて、みんなそうなんだよ」

　両親を助けたいと思ったから、足が竦みそうな闇にも向かっていけた。

　クロノスを助けたいと思ったから、今では考えられないほどの重みを背負い、試練の回廊を抜けることができた。

　今までも誰かを助けたいと心底思った時こそ、渡琉は力を発揮でき、がんばれた。

　それは渡琉が特別なのではなく、誰もがそうなのだ。

「容姿はルシアスと似ても似つかないけど……やっぱり渡琉の魂はルシアスなんだなあ……ってこうして話してると、思うよ」

「容姿はいらねえだろ」

　ムッとした顔を見せると、ソラトは楽しそうに笑った。

「……あ……そろそろ行かなくちゃ……」

　そう言ってソラトが振り返ると、いつの間にか屋上の真ん中にオセがひっそりと立っていた。

　スーツはオセの身体にピッタリ合ったもので、相変わらずバイザーをつけて胡散くさいオーラをまき散らしていた。

　それでもクロノスが渡琉を守るように、オセはソラトを大事にしている。

　最初感じた嫌な奴だという印象も少し和らいでいた。

「そういや、もう骸骨馬車は使わないんだな？」

「あはは。あれは渡琉を驚かそうと思って使っただけだって。普通は恥ずかしくて乗らないよ」

　ソラトは照れくさそうに笑う。

「そっか……じゃあ、またな、ソラト。いつでも遊びに来いよ」

「うん。悩んだ時には相談に来るよ」

　ソラトは柵から手を離し、渡琉に右手を出してきた。

「ルシアス抜きだぞ。俺に相談しろよ。友達なのは俺なんだから」

　渡琉はソラトの手をしっかり握って、上下に振った。

　この繫がりがいつまでも続くようにと、願いを込めて。

「わかってるよ」

　手を離したソラトは渡琉に背を向け、オセのところへ歩いていく。

　だが、ふと足を止めると、振り返ることなく言った。

「渡琉……僕、絶対に魔王になる。僕が魔王になって変えたいんだ。憎しみや悲しみで成長する力は本物じゃないって、僕が証明したい。もう誰も僕みたいに悲しい思いをしてほしくないんだ。何より魔王になったら、魂の復活の儀式が許されるって聞いた。魔王になれば母上を取り戻せる。僕の母上と同じような理由で奪われた魂も、魔王が望めば復活が叶えられるんだ。だから僕は……絶対に魔王になる」

　淡々と告げられた言葉には力が込められていた。

「それがお前が見つけた道か？」

　渡琉の言葉にソラトは頭を縦に振りまた歩きだす。

「俺も見つけるからなっ！」

　ソラトは返事をすることなく、また、振り返ることもなく、オセとともに姿を消した。

「クロノス」

「はい。こちらに」

　クロノスを呼ぶと、スッと姿を現して、渡琉の隣にやってきた。

　夕日に映はえるクロノスの美貌は相変わらず仏頂面なのに、とても優美だ。

「そういやさ、どうして殺し屋をやめたんだ？」

「……ルシアス様にお会いして……自分がいかに愚かで孤独な存在かを知りました」

　声を荒らげることもなく、ただ、クロノスは淡々とそう言った。

「ルシアスに会ったからって、そんなふうに気づくものなのか？」

「私のような男でも……誰かに許してほしいのです」

　孤独な殺し屋はルシアスに会って自らを知り、許しを求めたのだろう。

　ルシアスはそれを与えた。

　言葉だったのだろうか、それとも優しい微笑みだったのだろうか。

　興味はあったが、それは彼ら二人だけのものであって、きっと渡琉が聞いてはならないものなのだろう。

「……お前はもう孤独じゃねえよな？」

　渡琉はそう言ってクロノスの手を握りしめた。

　不思議と伝わってくるのは、温もりだった。

「ええ。貴方の存在が私を孤独から救ってくれているのです」

　迷いもなくはっきりとした声が渡琉の耳に響き、口元に微笑が浮かんだ。

「そっか……ならいいよ」

　夕日に目を細め、そろそろ帰ろうかと顔を上げた渡琉にクロノスが口を開いた。

「これだけは約束をしてください。私を振り払って一人で危険に向かっていったり、勝手な行動をなさらないでください。私はもう……一人では生きてはいけないのです」

　渡琉よりも強いはずの孤独だった男が告げた切ない言葉に、繫いでいる手に力を込めた。

　心からクロノスを信頼していることが伝わるようにと、強く、強く、握った。
















　その日の帰り、銀ぎん星せいが力になった報酬としてクレープを欲しがったため、渡琉は学校帰りに寄ることにした。

　それをどこからともなく聞きつけたローズが途中で合流し、先週、女の子を助けた駅に向かった。銀星がそこの駅前にあるクレープ屋がいいと言い張ったからだ。

「なんかソラトがすっげ～成長した気がしたよ」

　電車のドアのところに立ち、流れていく景色を眺めながら渡琉はそう聞いた。

　クロノスは少し離れたところに佇み、渡琉は左手に銀星、右手にローズを連れている。

「どうせ今だけじゃて」

　銀星は悟ったようにそう言う。

「なんでそんなふうに言うんだよ。あいつはぜって～やり遂げるぜ。俺にはわかるよ」

　ソラトの決心がどれほど固いものなのか、話してわかったのだ。

　それに渡琉はソラトを信じている。

　辛い目に遭った人間ほど、優しくそして強くなるのだ。

　ソラトはきっとやる。

「いずれいろいろな問題に遭遇するじゃろう。耐え難いこともあるはずじゃ。周囲の圧力に負けてしまうことなど目に見えておる。流されている方が楽だとわかるはずじゃよ。無意味なことはせんことじゃ。辛いだけじゃからのう」

　長年の経験から銀星はわかったように言うのだろうが、渡琉はそうは思わない。

「なんでそう、銀星達はすぐ無意味だって言うんだよ。そりゃ、いつだっていい結果が出るとは限らねえし、駄目なこともあると思うぜ。でもどんなことにも無意味なことってねえと俺は思うけどな」

「若いってことはいいのう……」

　渡琉がむすっとしていると、右側にいるローズが言った。

「いいではないか、銀星。あの乳首が本当に次の魔王になるのなら、懇意になっておくと得じゃえ」

「乳首言うな。だいたい、損とか得とか考えて友達になるもんじゃねえんだよ」

　二人は子供に見えていても年齢は渡琉より上だ。

　それがわかっていても、こんなふうに大人びたことを言われると、むかつく。

「おお、駅に着いたぞ」

　電車は目的の駅に到着し、扉が開いた。

　渡琉達は電車から降りて改札に向かおうとホームを歩いていたが、階段を下りる手前で声をかけられた。

「ちょっと待って」

「……え？」

　渡琉が振り返ると、以前、ホームで自殺をしようとしていた少女が立っていた。

　少女は以前とは違い、淡いオレンジ色のセーターに、黒のマーメイドスカートを穿いていた。

　こうやってみると、色白で卵形の顔立ちは優しい印象があり、目はくりっとしていて、美人ではないが可愛い顔をしていた。

「あ……あの時のっ！」

「あの……これ。この間の……お礼。よかった。三日前から毎日、待ってたんだ。もう来ないかと諦めるところだったから、ホッとした」

　驚く渡琉に少女は小さなピンク色の紙袋を差し出した。

「え？」

「もうちょっと先だけど……バレンタインのチョコ。ママに手伝ってもらって作ったんだ。あ、でも、本命じゃなくて、義理だからね」

　少女は額に汗を浮かべ、視線を地面に貼りつけたまま、紙袋だけを高く上げている。

「あ……ありがとう」

　渡琉は照れくさいのを誤魔化しながら、紙袋を受け取った。

　中学から男子校に行ってるため、こんなふうに女の子からバレンタインチョコをもらうことはなくて、恥ずかしくて仕方がない。

　だが、少女の右腕に包帯の端が見え、渡琉は笑顔を曇らせた。

「その手首……包帯が巻いてあるのはなんでだよ」

「え……あ、これ？　……ほら、お兄さん言ったじゃない。むかつく奴らを殴ってやれって。私、ずっとそのことを考えて、どうせ死ぬんだったら、私を苛める三人をぼこぼこにしてやろって決心したの。どうせ死ぬんだもん。警察沙汰にしてやってからでもいいって思って。実行したら手首を捻ねん挫ざしちゃった」

　あははと爽やかに笑う少女には、あの時の暗い影はなかった。

「三人相手にやったのか」

「そのつもりだったんだけど、殴ったのは一人なの。顔面に思いっきり拳が入っちゃって……鼻血が出たのよね。それを見た二人が泣きだして、すぐに学校の先生にばれて大騒ぎになったんだ。最後には三人が泣いちゃって……最初は私が悪者にされたのよっ！」

　その時のことを思い出しているのか、少女は拳を何度も上下させて、興奮した顔でそう言った。

「ちゃんと誤解は解けたのか？」

「すぐに解けたよ。……たださ、こんな奴らのために死のうと思ってた自分が馬鹿馬鹿しくなっちゃったの。この騒ぎでお母さんやお父さんにも私が苛められてることが知られちゃった。本当は知られたくなかったんだけど、今はよかったと思えるの。……いろいろ大変だったけど、落ち着いてすっきりした」

　少女は憑つき物ものが落ちたようなすっきりした顔でクスクスと笑っている。

「俺でも三人相手に殴るなんてできないよ、すっげ～」

「へ～き。やってみると、たいしたことなかったよ。お母さんはびっくりしてたけどね。でも、ずっとそこにあった、守ってくれる場所に気づくことができたのも、お兄さんのおかげ。本当にありがとう」

　少女は顔を赤らめたまま、ぺこりと頭を下げる。

　こんなふうに感謝されることなど滅多にない渡琉も照れくさい。

「……別に大したことはしてねえよ」

「あっ、ホワイトデーは必要ないからっ！　義理だからね！　じゃあ、バイバイ」

　少女はそう言うと、くるりと背を向け、ホームに繫がる階段を軽やかに下りていった。

　渡琉は人混みに少女が消えるまで見送りながら、とても満たされた気分になっていた。

「な、無意味なことなんてなかっただろ？」

　渡琉はそう言ったが、銀星もローズも両脇にいなかった。

　紙袋を手にするために、二人から手を離してしまったのだ。

「え……あいつらどこへ行ったんだよ？」

「あちらに」

　側にいたクロノスがローズを指さし、次に銀星を指さした。

　ローズは今度こそとばかりに緊急停車用のボタンに手を伸ばし、銀星はあろうことかホームを下りて、柵の向こう側に見えるクレープ屋に行こうとしていた。

「おっ……お前らっ……何やってるんだよ────っ！」

　渡琉が時間を止める前に、構内に甲高いベルの音が響いたことは、言うまでもない。
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あとがき






　はじめましての方も、以前からご存じの方も、こんにちは。

　あすかと申します。

　三冊目の今回は魔王の息子が登場。６６６の数字を持つ、ちょっぴりへたれな王子（笑）。

　悩んだのがまず『悪魔の数字』とするか、『獣の数字』とするかでした。この設定は、新約聖書の「ヨハネ黙もく示し録ろく」の「第１３章第１８節」からきたものらしいのですが、『悪魔の数字』の方がわかりやすいだろうと思って、こちらにしました。

　また近年、「獣の数字は６１６である」という説が出てきて、話題を呼んでいるようです。

　やっぱりどちらにしようか悩んだのですが、ポピュラー（？）な６６６としました。

　興味のある方はいろいろ調べてみてくださいね。かなり面白いですよ。

　こちらを読んで、楽しみながらも時には何かを考えるきっかけとなるような作品となっておりましたら、とても嬉しいです。

　そして読み終えて顔を上げた時には、笑顔になっているようなお話となっておりましたら、私にとって何よりの幸せです。

　どうか楽しんでやってくださいね。

　また、こちらは一冊ごとに完結したお話ですので、どこから読まれても全く無問題です♪。でもこのお話を読んで興味を持たれた方はぜひ、一冊目、二冊目と手に入れてやってくださいね。よろしくお願いします。

　イラストは引き続き凪なぎかすみさまに描いていただいています。

　表紙のイラストを見た時にはもう、有頂天になってました。繊せん細さいでありながら、大胆な構図に思いきりやられてしまいました。本当にいつも素晴らしいイラストをつけてくださってありがとうございます。これからもよろしくお願いします～♪

　──で、私はどうも書くと長くなるたちなんですが、今回もやっぱり少し（どころか、超かも）長くなってしまいました。初稿を見た時担当さんが「あすかさん……ドンドコの場所、三行も使ってますよね。まあここを詰めても足りませんが、ドンドコって……」と、指摘された時にはすごく受けました（すみません）。こんな私ですがこれからもよろしくお願いします。

　編集部宛にご感想＋８０円切手同封の方に、こちらのショートストーリーをお送りしています。よろしければお声を聞かせてくださいね。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。

　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。





あすか　拝












※この「あとがき」は２００７年５月に書かれたものです。
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　つい昨日のことだ。

　渡わた琉るは駅のホームで可か愛わいいところなどどこもなく、取とり柄えもなさそうな女の子からバレンタインのチョコをもらって喜んでいた。

　二月十四日は明日だが、その日は聖セントバレンタインデーといって、愛する人にチョコレートを渡す習慣があるらしい。もちろん義理の方が多いらしいが。

　そんな義理だとわかっているチョコを貰ったというのに、渡琉は照れくさそうに顔を赤らめ、どことなく鼻の下を伸ばしていたように見えた。本当に情けない。

「ローズも欲しかったら食べていいぜ」

　自宅に戻ってどこか自慢げに包みを開けて見せびらかす渡琉を、ローズは無視した。

　なぜ、「欲しかったら」という言葉がつくのだ。普通は「ローズ様もどうぞ」だろう。

　だいたい、手作りチョコがなんだというのだ。

　下界のサルが洗ってもいない掌てのひらで丸めたような泥どろ団だん子ごを食すなど、ローズのような高貴な身分には考えられない。

　チョコレートは料理人が作るもので、自分で作るものではない。

　それに義理など論外。一番でないものを食べてどう美お味いしいというのだ。

　──と、バレンタインチョコの話題など当分聞きたくないと思っていたローズだったが、小学校のクラスでも「バレンタインデー」の話題でもちきりになった。

「ねえ、ローズちゃんは誰かにチョコをあげる予定ないの？」

　バレンタインの話で盛り上がっていたうちの一人が、机にランドセルを置いたローズに聞いてきた。

　名前は紀き美み子こ。みなから「きみちゃん」と呼ばれているが、ローズにはどうでもいいことだ。

「わらわにそんな暇ひまなどないわ」

「ローズちゃんからチョコを貰いたい男の子はいっぱいいるよ。なのに渡したい男の子、誰もいないの？」

　紀美子はローズの前の席に座り、顔を覗のぞき込こんでくる。

「いないえ」

「あれ、じゃあ、ローズちゃんがいつも自慢している、兄上様にはあげないの？」

　ガタガタと椅い子すを鳴らして紀美子は面白くなさそうだ。

「おんしに関係ないことであろう」

「もしかしてさ、恥ずかしいんだ、ローズちゃん。そっか～私にはわかるよ～お兄ちゃんでもチョコをプレゼントするのって、照れるもんね。やっだ～」

　何が「やっだ～」なのかわからないが、どうもこの紀美子はいつもこんなふうにローズにまとわりついてくる。

「……照れているわけではないわ」

　ローズの兄は今、渡琉の魂たましいとして納まっている。

　魂は確かに兄のものだが、渡琉は違う。

　たかが、ちょっとばかり靴くつを出しっぱなしにしていただけで怒る、テレビの近くに座って見るなとか、一人で出歩くなと、こうるさい。本当の兄なら注意するにしてももっと優しくしてくれたし、ローズの人格だって尊重してくれた。

　あの気高く美しい兄ならすすんでチョコを渡しただろうが、兄とは似ても似つかない渡琉にどうしてプレゼントしなければならないのだ。

　それを考えることすら無駄な時間だ。

　ローズにとってバレンタインのチョコなど、どうでもよいものだった。










　家に帰ると、いつもは渡琉にべったりとくっついている銀ぎん星せいが、人間の姿に戻ってキッチンに立っていた。

　凄すさまじいほどの甘い芳ほう香こうは生クリームのもので、銀星が何を鍋に入れて搔き混ぜているのか、すぐにわかった。

「おんし、生クリームを温めて何を作っておるんじゃ」

「バレンタインのチョコじゃて」

　銀星は嬉しそうにそう言い、グルグルと鍋の中身を搔き回している。

　テーブルにはボウルや泡立て器、包丁にまな板が置かれていて、不揃いの形のチョコレートの塊かたまりが入った袋があった。

「それは女性が男性に告白するために作るものじゃと聞いておるぞえ。もっとも、義理というて、お情なさけで配るチョコもあるそうじゃが、おんしのはなんじゃ？」

「わしが食うんじゃ。実はママさんの持っとる菓子の本に作り方が載っておっての。その中でトリュフというチョコを見つけたんじゃが、どうしてもそれが食いたいんじゃ。冷蔵庫には材料があったことじゃし、作り方は意外と簡単じゃて、わしはトリュフなるものを作っておるんじゃよ。お前さんも手伝うてくれんかの」

「いやえ。わらわは店で売っている綺麗に包装されたチョコが好きじゃ」

「手作りというのは特別なんじゃぞ。買ったものより喜ばれるそうじゃて。まあ誰かにやらんでも、お前さんのおやつにすればいいんじゃないのかのう。きっと舌がとろけるほど美味に違いないぞ」

　確かにいい匂いがしていて、少し味見をしてみたい気にさせられた。

　ここで手伝わなければ、銀星は臍へそを曲げて一つもローズに回ってこないに違いない。

「おんしがそれほど言うのなら仕方ないの。手伝ってやっても構わぬぞえ。感謝するがええ」

　ローズはピンクのランドセルを椅子に置き、その上にウサギのぬいぐるみを座らせ、銀星の方を向いた。

「悪いのう。ローズはチョコを刻きざんでボウルに入れてくれんかの。やり方はテーブルの上の本に書いてあるからのう、よう読んで、早くじゃぞ」

　銀星は鍋を覗き込みながらそう言う。

「わらわが手伝えばすぐにできあがるに違いないえ」

　ローズはまな板の上に板チョコを並べて、包丁で刻もうとした。

　だが、もともと刃物など持ったことのないローズだ。包丁の持ち方もよくわからないし、手を切らないように刻むのはとても難しい。

　片方の手は包丁の柄、もう片方は刃先を押さえてチョコを押した。

「ローズ、そういう持ち方をしてたら危ないだろ。俺がやってやるから」

　いつの間にか帰ってきていた渡琉がローズから包丁をやんわりと奪って、代わりに刻む。

　ローズがあれほど力を込めていたのに硬くて刻めなかったものが、渡琉は軽々と包丁を扱い、みるみる板チョコを刻んでいく。

「そうじゃ。こういう力仕事は男の仕事じゃえ」

「確かにそうだな」

　渡琉は笑いながら刻んだチョコレートをボウルに入れ、そこへ銀星が温めていた生クリームを注ぎ入れた。

「銀星、前やったみたいに、変なものを入れるなよ」

　泡立て器でボウルの中身を混ぜ合わせる銀星に、渡琉は顔をしかめて言う。

「変なものとはなんじゃ、銀星」

　以前、毒の入ったお好み焼きをゼファーに食べさせた話は聞いていたが、そのようなものだろうか。

「……別に変なものなど入れた覚えはないがのう……」

「じゃあ、聞くけど。このチョコに何を入れようとしてるんだ？」

「わしの好きなものじゃ」

　銀星は嬉しそうだ。

　だが、渡琉は胡う散さんくさいものでも見るような表情を銀星に向けている。

「例えば？」

「最近、鷹たかの爪つめにこっとる。あとはゆでたジャガイモや茄な子すが美味いのう」

「なあ、銀星。以前から思ってたんだけど、お前の味覚はおかしいんじゃねえのか？　チョコに鷹の爪なんて、食えたもんじゃねえよ。それはぜって～入れるなよ。チョコはチョコのままにしとけ。その方が普通に美味いからな」

「……それは不ま味ずいのかえ？」

　渡琉がどうして嫌がっているのかわからず、ローズは思わず聞いていた。

「ああ、不味いんだよ」

「銀星、おんしの味覚は時々、おかしいようじゃの」

「グルメという人種はチャレンジャーなんじゃ。じゃが……嫌じゃというのなら、お前さんの分とわしの分を分けて、作ればいいんじゃよ。そうするといろんな味が楽しめるんじゃないのかのう」

　銀星は口くち金がねをつけた絞り袋に、ボウルの中身をすべて入れると、オーブンシートを敷いたまな板の上に、チョコレートと生クリームを混ぜたものを、棒状に絞り出した。

「……俺は銀星の作ったのは食わねえからな」

「無理して食わなくてもわしが一人で食うからいいじゃろう。全く、どうしてお前さん達は食に対するチャレンジ精神がないんじゃ」

　面白くなさそうに銀星はそう言い、棒状に並べたチョコを冷蔵庫に入れた。

「あとはお前らでできそうだな。じゃあ、俺は部屋に行くぜ。宿題があるからさ。あ、銀星。ローズには慣れない包丁は持たせるなよ」

　渡琉はそう言ってキッチンから出ていった。

「なんじゃ、あやつはすぐわらわを子供扱いして困るえ」

　いつだって渡琉はあんな調子で、ローズを馬鹿にするのだ。

　こちらの方が身分が上であるのに、あの態度には辟へき易えきすることもある。

　だが、銀星は驚くべきことを言った。

「あれで渡琉はお前さんを気遣っておるんじゃよ」

「どういう意味じゃ」

「渡琉は女の子に優しいんじゃよ。じゃから、ローズが包丁で怪け我がをしたら大変だと思うておるんじゃろ。だいたい、わしがいくら可愛い少年の顔で微笑ほほえんでも、ああいうことはついぞ言わんのう。じじいは包丁で怪我をしてもいいようじゃて。考えると差別じゃ」

　銀星は不満な顔で鼻を鳴らす。

　だがローズは『特別』という言葉に関心を奪われた。

「わらわがあやつにとって特別ということかえ？」

「まあ、そうじゃろうて。渡琉はあれで優しい男じゃぞ。差別と言うより、お前さんが可愛いいからこそ、怪我なんぞさせたくないんじゃろうて」

　カカカと笑う銀星に、ローズは愛用の扇せん子すを広げてバサバサと振った。

　あろうことか、ちょっぴり照れくさく感じたからだ。

　そうして、三十分ほどした頃、銀星は冷蔵庫から先程入れた棒状のチョコを取り出し、温めた包丁で切り分けた。

「こっちがお前さんの分じゃ。好きなように丸めるんじゃぞ。その後、溶かしたチョコレートでコーティングするからのう。何か中に入れたかったら、穴を開けて入れてから丸めるといいんじゃ」

「そのようにするえ」

　ローズはチョコレートの中にナッツを入れて丸めた。

　銀星を見ていると、怪あやしげなものばかり詰めて丸めている。

　美食とはあのようなものをいうのか。

　食べてみたいとは思わないが、興味がないわけではなかった。

「最後にココアの粉をまぶすとできあがりじゃ」

　銀星は嬉しそうにそう言い、茶こしに入れたココアをふりかけて、くしゃみをしていた。

「リビングに持っていって早さつ速そく、食おうかのう」

　それぞれ作ったチョコをお皿に並べて、リビングに移動すると、ちょうどいいタイミングで渡琉が二階から下りてきた。

「あ、できたんだな。ローズ、それで、誰にプレゼントするつもりで作ったんだよ。綺麗な包装紙が必要だったら、用意してやるからな。女の子にとってこれって一代イベントだろ？」

「別に誰かにプレゼントをするつもりで作ったわけではないわ。じゃが……おんしは食っていいぞえ。右側が銀星の作ったチョコの皿じゃ。わらわのは左側じゃ」

「……え、俺？　お前が俺に？　いいのかよ？」

　ソファに座って渡琉は目をぱちくりとさせていた。

　本当に下界のサルは素直さが足りない。

「いらぬなら、わらわが食べてしまうぞえ」

「いや。嬉しいけど……ありがとう」

「こういうのは……義理じゃというそうじゃ。義理じゃぞえ」

　ローズは知らぬうちに顔を赤くさせ、そう言っていた。

「わかった、わかった……あ、すっげ～美味い。ローズ、お前さ、いいお嫁さんになれるぜ」

　チョコを食べた渡琉は、以前、駅のホームで女の子にもらったチョコを食べた時よりも、美味しそうな顔を見せ、ローズは非常に満足だった。

「お～美味そうなチョコじゃねえか。俺様も一個もらうぜ～」

　天井を突き抜けるようにしてやってきたゼファーが、銀星の皿からチョコを取り、あっという間に口に入れた。

「そっちって、銀星の作ったチョコだよな？　ゼファー、大丈夫か？」

「なに、なんだって？　ちょっと待て、そうなのか？　食っちまったじゃねえかっ！　ぐっは────っ！　口……口が燃える～……胃が熱い、燃える～！」

　ゼファーは床に崩れ落ち、のたうち回った。

　同じものを食べているはずの銀星は不思議なものを見るような目を向けている。

　ただ、銀星は大丈夫のようだが、小さな唇が赤く腫はれていた。

　本人は全く気づいていないようだが。

「おんし、そのチョコは美味いのか？」

　頷うなずく銀星にローズはグルメにはなりたくないと、本気で思った。
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著者

あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型。

王子の名前があれだとか、え、そんな海域にあるのか……とか。王子おつきの人が、それなんだとか……いろいろマニアな部分も見てもらえると、楽しさ３倍!?　になるといいなあ……（汗）。

たとえ一カ所であっても、貴方の心に残るシーンがございましたら幸いです。










イラスト

凪かすみ

Kasumi Nagi




７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型・鳥取県在住

新しいキャラが登場するたびに、色んなジャンルの衣装を描けるのがとても楽しいです。雑誌など眺めてはうっとりな毎日です。
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